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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ガラガラガラッ、と激しい音をたてながら、一台の馬車が疾しつ駆くしていた。

　土つち煙けむりをあげながら猛もう然ぜんと車輪を回す馬車は上下左右にひどく揺ゆれ、いっそ横転しないのが不思議な勢いだった。

　その馬車の窓から身をのりだす少女の姿があった。

　窓まど枠わくに手をかけ、上半身を外へと投げだすようにして、少女は車体のうしろへと首を巡めぐらせた。赤みがかった金色の髪かみが風に流れ、きらきらと陽光を弾はじく。邪じや魔まになる髪を片手で押さえつけ、少女は緑の瞳ひとみをじっと凝こらした。

　彼女の視線の先には、四・五騎きの馬が、こちらも地面を蹴け散ちらしながら走る姿があった。

　馬車と単たん騎きの機動力の違ちがいは明白で、馬ば影えいはどんどんと近づいてくる。

　ぐっと眉まゆをよせた少女は、今度は反対側──御ぎよ者しや席を振ふり仰あおいだ。

「だめッ、追いつかれる！」

　騒そう音おんに負けじと張りあげた声に、いらだたしげな舌打ちが返った。

「──これ以上は無理か」

　馬車がもたん、と風にのって聞こえてきた声こわ音ねには、しかし焦あせりはなかった。

「ま、やるならこの辺が妥だ当とうか」

　むしろ、どこか好戦的な色を孕はらんだそれに、少女はあたりへと目をやった。

　道が延びる以外はなにもない広野だ。所々に見える森のこんもりとした影やまばらに生えた木々、遠くの丘おかに建つ家以外、人ひと影かげもない。

　当然、助けも期待できない。

　逃にげきれるあてもないのに走り続けて馬車をだめにするより、迎むかえ撃うつ方が得策だろう。それだけの力は養ってきたつもりだ。

「いけるか？」

　こんな時だというのに揶や揄ゆするようによこされた問いには答えず、少女は中へと戻もどった。

「でます」

　追いつかれるのも時間の問題だ、と端たん的てきに告げれば、座席に座っていた青年は、今はこわばらせている穏おだやかな顔を一層陰かげらせた。

「たしかに、このままでは──。ですが……本当にあなたも？」

「それが、わたしの役目ですから」

　迷いもなく言い切って、少女は座席にあった剣けんを摑つかんだ。時を同じくして、がくんっ、と馬車の速度が落ちる。

「エドワールさまはこちらにいらしてください。──あなたは、わたしと彼で護まもります」

「リリアーヌさん！」

　杖つえを支えに腰こしを浮うかせかけた青年だったが、大きな揺れが起き、座席に逆戻りしてしまう。

　それを尻しり目めに少女は扉とびらへ手をかけた。腕うでに力をこめ、思いきり開け放つ。直後、叩たたきつけた風圧に足に力をこめ、枠を摑んで今度は身体からだごと馬車の外へと身をのりだす。

「レオン！」

　風を避さけて目を細めながら御者席へ顔をむければ、男は手た綱づなを握にぎったまま立ちあがった。その動作は、ほとんど惰だ性せいとはいえいまだ走り続ける馬車の上でも、まったく危なげがない。

「さて、と──お嬢じようさん、用意はいいか？」

　煽あおられた亜あ麻ま色いろの髪が光に透すけ、さながら獅し子しの鬣たてがみのようだ。楽しげな口調とは裏腹に、見下ろす瑠る璃り色いろの双そう眸ぼうが鋭するどくこちらを射い貫ぬく。

　力強く頷うなずいた少女に、男はにいっと唇くちびるを吊つりあげた。

「なら、お手並み拝見といこうか」

「望むところよ」

　二人は交わらせた視線をどちらからともなく切ると、近づいてきた騎影にむかって迷いなく馬車を飛びおりた。
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　キィンッ──と鋭い金属音があたりにこだまする。

　高く晴れ渡わたった空の下、穏やかな日ひ射ざしとは裏腹な張りつめた空気を纏まとい、二人の男女がむかいあっていた。その双そう方ほうの手には、剣けん吞のんな輝かがやきを放つ剣が握られていた。

　じり、と息を吞のむ緊きん迫ぱく感かんが場を満たした一いつ拍ぱく後、

「はッ──」

　銀の縁ふち取どりのはいった黒い高たか襟えりの長衣を一分の隙すきもなく着こんだ若い男が、短い気合いとともに大きく長ちよう靴かを踏ふみだした。同時に繰くりだされた剣の切っ先が、ひゅっと風を切る。

　まだあどけなさの残る面おもてに見合わぬ気き迫はくを宿した少女は、男の一手に鮮あざやかな緑色の瞳をきらめかせた。左へとかわし様ざま、右手にした剣で相手の切っ先を横へと流し、そのまま男にむかって深く踏みこむ。

　ふわりと風を孕んだスカートの裾すそが翻ひるがえる。

　まるで踊おどるような優ゆう雅がなそれとは真逆の力強い突つきは、だが男によってやすやすと避よけられ、空を切った。
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「今のはなかなかよかった」

　笑いを含ふくんだ低い声音に、少女の勝ち気な双眸がわずかないらだちをよぎらせた。

　すばやく足をひくと剣を握り直す。あわせて、男も再び構えをとった。

「──」

　無言のままとりあう間合いに、ざりっと靴くつ裏うらが砂を嚙かむ音だけが耳に届く。

　呼吸すら計るように落ちた静けさを破ったのは、男の方だった。

「こないのか？──ならば、こちらからいくぞ！」

　語ご尾びも消えないうちに、男が少女にむかって縦に構えた剣を振ふりおろす。

　少女は受け止めようと動いたところで、はっと目を見開いた。

　打ちこんでくると見せかけた男が、ふいに手首を捻ひねったのだ。

「甘い！」

　怒ど号ごうとともに急きゆう旋せん回かいした刃やいばが、下方から切りあげる形で、開いた少女の脇わきへと走り──捉とらえる寸前、ぴたりと止まる。

「勝負あり、だ」

　低く突きつけられた宣告を、少女は攻こう撃げきも防ぼう御ぎよもまにあわないまま耳にするしかなかった。

　唇を嚙んだあと、ふっと溜ため息いきにも似た吐と息いきとともに剣をおろす。

「……ありがとうございました」

　悔くやしさを滲にじませながらも礼をとった少女に、男は軽く顎あごをひいて剣を納めた。

「相手の攻撃を受けることに頼たよりすぎるな、リリアーヌ」

　リリアーヌと呼ばれた少女は顔をあげ、見下ろす紫むらさき色いろの瞳ひとみとまっすぐ目をあわせた。

「おまえの目や勘かんのよさは、切り返し──防御からの反はん撃げきに適してはいるが、それに頼りすぎればかえって不利になる。些さ細さいな動きに敏びん感かんに反応する分、フェイントが仕し掛かけやすい」

「はい……」

　自分の動きを読みきっていた男の指し摘てきに、ややばつの悪い面おも持もちで頷く。

　そんなリリアーヌに、男は周囲にはわからない程度に双眸を和なごませると、ポンと彼女の頭を叩いた。

「反応の速さは悪くない。そのすばやさをもっと攻撃に活いかせ」

　与あたえられたそれらに、少女の頰ほおがぱっと上気した。

　すこしでも認めてもらえた喜びに、「はい！」と返事をしようとした矢先、

「失礼します、ルイス副団長」

　横から割りこんだ声に遮さえぎられる。

　とっさに口を噤つぐみ、首を巡めぐらせれば、そこには男と同じく銀の縁取りのある黒い上着を着こんだ青年が立っていた。

「どうした」

　リリアーヌより若じやつ干かん年上だろう青年は、上官の問いに礼を返した。

「団長がお呼びです。リリアーヌお嬢さまとともに部屋へくるように、と」

　こちらにはちらりとも目をむけず告げられた言こと伝づてに、リリアーヌはこころなしか表情をこわばらせた。なにかをこらえるように、ぐっと剣けんの柄つかを握にぎる手に力をこめる。

「わかった。わざわざご苦労だったな」

　だが、男は彼女の様子にかまうことなく頷うなずくと、青年をさがらせる。

　労ねぎらいの言葉に青年は、「はっ」とかすかに頰を上気させて礼をとった。

　つい今しがたの自分を見るような姿につられて視線がいけば、踵きびすを返した青年と一いつ瞬しゆんだけ目があう。彼は鼻で笑うと、さっとこちらに背をむけた。

『お嬢じようさま』にむけるにしては相応ふさわしくない態度に、リリアーヌは唇くちびるをひき結んだ。いつものことだと、言い聞かせるように深く息を吸いこむ。

「いくぞ、リリアーヌ」

「はい、ルイス副団長」

　かかった声に即そく座ざに続く。うしろから見ても隙のない歩き姿に、周囲からいくつもの憧しよう憬けいのまなざしがよせられ、それが自分を捉えた拍ひよう子しに妬と心しんを孕はらんだ険のあるものに変わる。

　むけられる不ぶ躾しつけな感情をはねのけるように、リリアーヌはぐっと顎をあげた。

　前をいくうしろ姿を追って広場を抜ぬけ、騎き士し舎に隣りん接せつする形で建つ城館へと足を踏ふみいれる。

　途と端たん、立ち止まった背中に思わずぶつかりそうになる。

「副団長──？」

　どうかしたのかと呼びかけようとして、ふいに摑つかまれた腕うでにリリアーヌは息を吞のんだ。なにを言う暇ひまもなく、柱の陰かげへとひきずりこまれる。

「どうし、ん…っ」

　急なことにわけもわからないまま顔をあげた直後、柱へと身体からだを押しつけられるようにして唇を塞ふさがれた。

　唇に触ふれた男のそれに、肩かたが跳はねた。反射的にぎゅっと目を瞑つぶる。

　いきなり与えられた口づけに身を固くしたリリアーヌに、ふっと笑うような気配がしてゆっくりと熱が離はなれていく。

　その感かん触しよくを追うように恐おそる恐る瞼まぶたを開けば、すらりと鼻筋のとおった冷れい艶えんな容よう貌ぼうが間近からこちらを見下ろしていた。

　近すぎる距きよ離りに再び息をつめる。視線をからめとるように紫むらさきの双そう眸ぼうに見つめられ、ただでさえ速まっていた鼓こ動どうが一層うるさくなるのを止められない。

「……ルイス、」

「アルベール、だ」

　なんとか動どう揺ようを誤ご魔ま化かそうとしぼりだした呼びかけが、途と中ちゆうで遮られる。

「鍛たん錬れん場をでたら、おまえと私は部下と上官ではない」

　そうだろう？　と薄うすく笑えんだルイス副団長──もといアルベールはリリアーヌの頰をゆるりとなでた。ついで、彼女の頰にかかったストロベリーブロンドの髪かみを一ひと房ふさすくいあげると、軽く口づけを落とす。

「……だ、からって、こんな、いつ人目につくか、わからない場所で──」

　素す直なおに頷くことなどできず試みた抵てい抗こうも、額に落ちかかった黒髪越ごしによこされるまなざしに、力を失っていく。

「リリー」

　挙句、二人きりの時にだけ呼ばれる名を囁ささやかれたら、真っ赤になってしまうのはいつものことで──。

　そこにあるのは、敵にも部下にも容よう赦しやがなく、黒髪に黒い制服姿から悪あく魔まと称しようされる上官としての顔ではなく、心を交かわしあった想おもい人の姿だった。

「……アル」

　無言の促うながしに、リリアーヌがこれまた二人だけの呼び名を口にすれば、アルベールは満足げに口くちの端はしを歪ゆがめた。

「そろそろ呼び慣れてもよさそうなものだが──初うい々ういしいおまえを見るのも、悪くはない」

「っ、アル！」

　からかっていたのかと、リリアーヌが眦まなじりを吊つりあげる。

　アルベールは「さてな」と含み笑うと、弄もてあそんでいた髪の代わりに彼女の肩をひきよせた。

「いくぞ。団長を待たせるわけにはいかない」

　待たせてるのはアルじゃない──と言い返すのも、拗すねているようで子どもっぽい。

　リリアーヌは恨うらめしげな目つきで頷くと、アルベールと肩を並べて歩きはじめた。

　──……だけど、さっきのってたぶん、わたしのため、だよね？

　隣となりをいく端たん整せいな横顔をちらりと見上げる。自然目にはいる形になった、自らは纏まとうことの叶かなわない黒の衣装に、でかかった溜息を吞みこむ。

　ここ、ロワール王国の王領グランフォーレは、名前のとおり、広大な森を抱いだく土地だ。南を隣りん国ごくと接する要よう衝しよう地として国王の直ちよつ轄かつ下に置かれ、防衛の要かなめとして騎士団が配属されている。

　その名を黒こく鷹よう騎士団。

　この地において、代々騎士団を任されているブノワ男だん爵しやく家の娘むすめとして、国を負う騎士たちの纏う黒は彼女の誇ほこりであり──憧あこがれでもあった。

　国王や王太子に仕える近衛このえ騎士とは違ちがい、所属する騎士たちは貴族の子し弟ていとはかぎらない。入団には貴族の紹しよう介かい状が必要とはいえ、もっとも戦場に近いここで不可欠なのは、なによりも実力だ。はいってしまえば身分など関係なく、己おのれの力量だけがものを言う。

　だからこそ、なんの後うしろ盾だてもなく二十五という若さで副団長までのぼりつめたアルベールは、騎士たちにとって尊敬の的だ。厳しさゆえに恐れられてはいても、本当の意味で嫌きらう者はいない。

　反対に、団長の娘というだけで騎士舎に出入りするリリアーヌは、彼らの多くにとって目め障ざわりな存在と目されていた。鍛錬場で剣を振ふるうたび、まとわりつく嘲あざけりにも似たまなざしの数々は、『所しよ詮せん、お嬢さまのお遊び』だと告げていた。

　──遊びだなんて、一度も思ったことないのに…っ

　リリアーヌ自身、国の、父たちの役にたちたいと願う心は、彼らとなんら変わりないと思っている。けれど、女だというだけで、とりあってすらもらえない。

　彼女の思いを、努力を認めてくれるのは、リリアーヌを騎士への憧れへと駆かりたてたアルベールをはじめとする、ごく少数だけだ。

　それがまた、主に若手の騎士や従騎士たちの反感を煽あおる結果になっていた。

　十でアルベールに師事しはじめてから約六年。慣れたこととはいえ、志を同じくする者たちに認めてもらえないのは辛つらい。

　そんなリリアーヌの心を見み透すかして、彼は人目がなくなった途端、弟で子しとしてではなく、一人の少女──恋こい人びととして扱あつかったのだ。「気にするな」などと下へ手たな慰なぐさめを口にする代わりに、彼女が甘えられるように、と。

　とはいえ、年を経るにつれ、憧れ以上のものになっていったリリアーヌの想いに、アルベールが応こたえてくれてから、さほど時が経たっているわけではない。こうした触れあいにはどきどきが先にたち、いまだに慣れなかった。

　なにしろ、あの時のことを──……

『上官の令れい嬢じようだと、まだ子どもだと言い聞かせてきたが……これ以上は無理だ。花開くなら、私の腕の中で咲さけ』

　師ではなく一人の男として、抑おさえがたい熱でもって囁き、回された腕にこもった力を思いだすだけで、勝手に心臓が騒さわぎだすくらいなのだ。

　その一方で、恥はずかしくて居たたまれない気持ちの中に、嬉うれしさを感じている自分もいた。

　気がつくとじっとアルベールを見つめていたリリアーヌは、ふいにこちらを捉とらえた紫の輝かがやきにはたと我に返った。

「見み惚とれてくれるのはかまわないが──ついたぞ」

　からかうように口角をあげた彼へ異議を唱えるより先に、目的の部屋の扉とびらを指さされる。考えごとに没ぼつ頭とうしている間についていたらしい。

　さすがにここで声を高くするわけにもいかず、横目でアルベールを軽く睨にらむ。

「続きはまた、な」

　しかし、彼は喉のどで笑うと、ぎょっとしたリリアーヌを置いて扉を叩たたいた。

「団長、アルベール・ルイスです」

　あげた名乗りに、中から「はいりなさい」と応えがある。

「失礼します」

　なにごともなかったように扉を開けたアルベールに目顔で促され、啞あ然ぜんとしていたリリアーヌは慌あわてて足を動かした。

　──自分ばっかり平気な顔して！

　こういうところに十近い年の差を感じて、嫌いやになる。彼から見たら、自分などまだまだ子どもなのだと、思い知らされる気がするのだ。

「お呼びとうかがい、参上しました」

　そんな胸中にも気づいているだろう男は、しかしこちらを一いつ顧こだにせず奥へと声をかけた。

　窓まど際ぎわに据すえられた寝しん台だいで身を起こしていた壮そう年ねんの男は、呼びかけにゆるりと顎あごをひいた。

「訓練中に呼びつけてすまないな、アルベール」

　リリアーヌより濃こい赤毛に榛はしばみ色いろの目をしたクロード・ブノワ──ここ黒鷹騎き士し団だんの団長にして、リリアーヌの父親は、部下の隣に控ひかえる娘の姿を上から下まで眺ながめやると双眸を細めた。

「リリアーヌもこちらへきなさい」

「お父さま、なにかありましたか？」

　いつもとは違う父親の様子に、リリアーヌは表情をひき締しめると、足早に寝台へと歩みよった。些さ細さいな変化も見み逃のがすまいと、じっと顔色をうかがう。

「そう睨まなくとも、体調は変わりない」

　探さぐるような娘の視線に苦く笑しようを浮うかべたクロードは、数年前戦いの際に負った傷がもとで、今では一日の大半を寝台ですごしていた。

　だれかの支えがなくては歩くこともままならず、当然剣けんを振るうこともできない。こんなことになる前は音に聞こえた剣けん豪ごうで、特に騎き馬ば戦せんならば王の近衛たる金きん獅じ子し騎士団の団長にもひけをとらないと言われたほどだ。

　幼いころに目にした勇姿を覚えているリリアーヌには、年々衰おとろえていく父の姿を見るのは居たたまれない。けれど、一番辛い思いをしているのが父だとわかっているから、「それならいいんです」と笑顔の奥にやるせなさを押しこめた。

　それにしても、父のことでないとすると、二人揃そろって呼ばれたのはなぜだろう。

「……もしかして、アルベールさまとのことですか？」

　リリアーヌは頭をよぎった事こと柄がらを控え目に口にした。そこにかすかな緊きん張ちようが滲にじむ。

　二人の関係については、父も知るところだ。特に反対などされなかったが──むしろ歓かん迎げいしているふしすらあった──なにか、あったのだろうか。

　だが、二人揃って呼ぶもっともらしい理由にも、クロードは、いや、と首を横に振った。

「とりあえず、かけなさい」という言葉に、長くなりそうな話だと悟さとる。

　ちらりとうしろのアルベールを振り返ったリリアーヌは、無言で促され、寝台の傍そばにあった椅い子すへと腰こしかけた。アルベールはといえば、椅子を運ばせようと言うのを断って、リリアーヌの横に控えるように立った。

「どこから話すべきか……」

　クロードは短い思案の後のち、交こう互ごに二人を見つめた。

「陛下が病に臥ふしておいでなのは、知っているな？」

　なんの脈みやく絡らくもない唐とう突とつな問いかけに、リリアーヌは幾いく度どか瞳ひとみを瞬またたかせた。

「──たしか、二、三年前から患わずらっておいでだと聞き及およんでいますが」

　代わりに答えたアルベールに、あいづちをうつ。

　この国の現国王アンリ二世が、民たみの前に姿を現さなくなってひさしい。もともとあまり丈じよう夫ぶな方ではなかったらしいが、数年前に病を得て以来、本復したという話は耳にしなかった。

「ああ。王宮の侍じ医いも力をつくしているらしいが、ままならぬご容態のようだ」

　父が痛むように顔を伏ふせたのは、自身の身と重ねあわせているからかもしれない。

　年々思うようにならなくなっていく身体からだに、纏うことのできない黒の誇り──。

　黒鷹騎士団の団長は騎士たちをまとめあげるだけでなく、ここグランフォーレの領主代理をも担になっている。実質の管理は国王の命を受けて派は遣けんされた官かん吏りたちがおこなっているが、領主代理の決裁が必要となることも多い。

　そのため、剣を振るうことが難しくなった今も、クロードは団長の位に身を置いていた。否いな、ブノワ男だん爵しやくとして、置かざるを得ないのだ。

　実際の指揮を副団長であるアルベールにほぼ委ゆだねるしかない現状を、実力主義者である父がよしと思っているはずがない。

　──お兄さまたちが王都から戻もどれば、また違ちがうんだろうけど……

　リリアーヌは今は近衛このえ騎士を務める兄たちを思い浮かべ、ふと首を傾かしげた。

「お父さま。おそれながら、陛下がそのようなご容態では、政まつりごともままならないのでは……？」

　似たような状じよう況きようとはいえ、父は執しつ務むに支障があるわけではない。寝台の上でも意い欲よく的に仕事をこなしている。いざとなれば兄を呼び戻し、家か督とくを譲ゆずり渡わたすことも可能だ。だが……

「……口にするのもはばかられることながら、陛下にはお世よ継つぎもおられなかったと」

　そう、現国王と王おう妃ひの間には子がなかった。兄弟もすでに嫁とついだ姉王女が一人あるだけだ。

　貴族間で世継ぎと目されている人物が幾いく人にんかいるものの、現在、王太子の椅子は空だった。

　つまり、本来なら国政を代行するはずの次代がいないのだ。

　娘むすめの懸け念ねんにクロードは重々しく顎をひいた。

「病の床とこにあられても国のことを考えておられるが、それにも限度がある。宰さい相しよう閣下を中心に大臣たちが支えてはいるが……」

　濁にごされた語ご尾びに、リリアーヌは小さく息を吞のんだ。

　詳くわしいことはわからないが、今、この国は危あやうい均きん衡こうの上にあるということだろう。この状態が長引けば、諸外国につけこまれるなり、内乱が起こるなりして、民に影えい響きようが及びかねない。

　まして、万が一にも亡なくなられでもしたら……。

「そんな──」

「では、あの噂うわさは本当ですか」

　知ってはいたが、改めて目の前に突つきつけられた国の現状に声を震ふるわせたリリアーヌは、被かぶさるように落ちてきた科白せりふに横を仰あおいだ。

「噂？」

「ああ。最近中央の方から、陛下が世継ぎの選定にはいられるのでは、との噂が流れてきている。口さがない者どもは、いよいよ御おん身みが危ないらしい、とやかましく囀さえずっているようだ」

「そんな噂が……」

　アルベールの耳にはいるくらいだ。御身云うん々ぬんは質たちの悪い戯ざれ言ごととしても、信しん憑ぴよう性せいはある。

　どうなのか、と父をうかがえば、クロードはひとつ息をついて、寝しん台だい脇わきにあった小しよう卓たくの上から一通の封ふう書しよをとりあげた。

「昨日王宮から届いた、各貴族へ宛あてた書簡だ」

「拝見しても？」

　一言断り、アルベールはさしだされたそれをおもむろに開いた。表情の変わらない彼からは、どんなことが書かれているのか推おし量れない。

　リリアーヌが手元をのぞきこみたい衝しよう動どうをこらえていると、紫むらさきの瞳がこちらを一いち瞥べつした。

「どうやら噂は本当らしい」

「！　ということは、お世継ぎがお決まりに!?」

　腰を浮かせそうになったところで、「おちつかないか」とクロードに窘たしなめられる。アルベールもまた、紙面に目を戻しながら軽く首を左右にした。

「いや、幾人か候補をお選びになり、そこからお決めになるようだ」

「候補……。では、血けつ縁えん者の中からその方々をお選びになるんですか？」

「そういうことになる」

　アルベールは指折り数えるように、書面に記されているのだろう候補を読みあげはじめた。

「先々王の弟君の孫にあたるデュヴァリエ公こう爵しやくのご子息、及びプレヴォ子し爵しやく──こちらはデュヴァリエ公の年の離はなれた弟君だな」

　さらに二人貴族の名があげられるが、どちらも先々王の兄弟の血縁者だ。

「そして──マリアンヌさまのご次男」

「マリアンヌさまのって、それ、オルデンの……」

「第二王子だ」

　アルベールのあいづちに、「そんな」とリリアーヌは喉のどを震わせた。

　マリアンヌとは隣りん国ごくオルデンの王に嫁いだ、アンリ二世の姉だ。国王との間に二男一女をもうけている。今回、そのうちの二番目の王子が候補の一人にあがっているというのだ。

「たしかに、マリアンヌさまが嫁がれて以降、オルデンと大きな争いはないけど……」

　大きな戦いくさはない。だが、国境を巡めぐる小こ競ぜり合あいは今でも頻ひん繁ぱんに起こっている。

　そう、父が騎士生命に関かかわる、怪け我がを負った時のような──。

「王太子じゃないとはいえ、オルデンの王位継けい承しよう権を持つ王子を迎むかえいれようだなんて」

　どうにかしたら、国境線が移動するどころか、国ごとオルデンの手に渡りかねない。

「だが血筋がたしかな分、今回の選定に名前すらあがらなければ、オルデンは黙だまってはいまい。──第二王子はどちらかといえば芸術家肌はだの人格者と聞くのが、救いと言えば救いか」

　嘆たん息そく混じりの父の言葉に頷うなずけないまま、リリアーヌはアルベールへ再度首を巡らせた。

「ほかには……その方で全員なんですか？」

　今あがった候補を聞くかぎり、血筋、後うしろ盾だて──という名の外圧──を考えても、オルデンの第二王子が筆頭候補になるのは間ま違ちがいない。

　彼かの人物に野心がなくても、オルデンの操あやつり人形になるような国主では同じことだ。

　ただ、これ以上の候補は系けい譜ふを考えてもいないだろうと、内心諦あきらめていたリリアーヌに、「いや、あと一人いる」と予想外の答えが返ってくる。

　驚おどろいてアルベールを凝ぎよう視しするが、その顔はどこか怪け訝げんな色を浮かべていた。

「アルベールさま？」

「エドワール・ヴァレリー──フェルディナン辺境伯の息子むすこだ」

「フェルディナンって、ここの隣となりの？」

　聞いた名に、今度はリリアーヌが当とう惑わくする番だった。

　フェルディナン辺境伯といえば、グランフォーレの隣に領地を構える一貴族だ。覚えているだけでもここ数十年、王家と血縁関係を結んだことはなかったと記き憶おくしている。

　どうして、と首を傾げたリリアーヌの耳に、「な、に!?」と呻うめくような呟つぶやきが届く。

「……陛下の、庶しよ子しだと？」

「庶子？」

　繰くった書面を凝視するアルベールから零こぼれ落ちた言葉を、リリアーヌは呆ほうけたように繰り返した。なにを意味するものだったか、と考えかけ、次の瞬しゆん間かん、ひゅっと息を吞む。

「じゃ……その人は、陛下の血の繫つながったお子だってことですか!?」

　反射的にあげた声に、自ら混乱する。

「だけど、その人、フェルディナン辺境伯のご子息なんでしょう？　一体、どういうこと？　それに陛下にはお子さまがいらっしゃらないから、こういうことになってるはずじゃ……」

「リリアーヌ。混乱する気持ちはわかるが、おちつきなさい」

　そんなリリアーヌを諫いさめたのはクロードだった。

「詳しい経けい緯いはわからないが……どうやら、フェルディナン辺境伯が陛下のお子を身ごもった女性を人知れず匿かくまい、生まれた子を自らの子として育ててこられたらしい」

　にわかには信じがたい話だが、いずれにしても陛下が認められた以上、候補の一人には違いない。ことの真しん偽ぎも含ふくめ、世継ぎに相応ふさわしいかどうかの判断は、本人に会った上でのことになるだろう。

　そう告げたクロードに、難しい顔つきで顎あごをひいたアルベールが、「それにしても」と口を開いた。

「自分の子どもとして育てる決意をされ、事実この年になるまでそうされてきた辺境伯はくが、ここへきて動かれたのは、このままでは国に余計な争乱が起こると考えたからですか」

「陛下と王妃さまの間に御み子こがお生まれになれば、このまま墓場まで持っていくつもりだったんだろうが、今のままでは陛下の血が途と絶だえることになる。本当におられないのならしかたないが、庶子とはいえ御子がおられる以上、遠い血筋の方を……まして、甥おいとはいえ他国の王子を王太子として戴いただく道理はないと、陛下へ内密に使者をお送りすると同時にエドワールさまにうち明けられたという話だ」

「そうだったんですか……」

「──それだけですか？」

　思いもよらなかった事こと柄がらを戸と惑まどいながらも受けいれたリリアーヌに水をさすように、冷ややかな疑念がさし挟はさまれる。

　え？　と父おや子こ揃そろって声の主へと首を巡らせれば、アルベールはわずかに双そう眸ぼうを細めた。

「話とはそれだけですか。なにかほかにもあるのでは？　でなければ、彼女を同席させる理由がありません」

　王位継承者争いの件を家長として周知するなら、妻である男爵夫人がいないのはおかしい。かといって、任されるであろう王子の警護について団長として諮はかるのであれば、自分一人を呼べばことたりる。

　そう指し摘てきしたアルベールに、「さすがだな」とクロードは苦く笑しようを浮うかべた。

「実は私のもとに届いた書簡は、それとは別にもう二通ある。一通は騎き士し団だんに宛てた、エドワールさまの護衛の要よう請せい。もう一通は今朝早く届いた──エドワールさまご本人からのものだ」

「エドワールさま、から？　それはどのような──」

　あがった名に、リリアーヌは思わず身をのりだす。

「端たん的てきに言えば……護衛は不要、とのことだ」

「──え？」

　目をしばたく。

　庶子といえど王の血をひく王子だ。その道行きに護衛がつくのは当然のはずだ。

　なにかの聞き間違いかと父を凝視し、そこに滲にじんだ険しさにリリアーヌはさっと表情をこわばらせた。

「……護衛がいらないだなんて、どうして」

「めだつのを避さけたいというご意向らしい。騎士団を伴ともなっていては、自分こそが陛下の庶子だと喧けん伝でんして歩いているようなもの。寝ね耳みみに水みずの事態に、自分の存在を疎うとましく思う者もすくなくないだろう今、あえて目をひくような行動は控ひかえたいとのことだ」

「──辺境伯のご子息方は、公おおやけの場にほとんど顔をだされたことがないと記憶しています。それを逆手にとって、密ひそかに王都入りした方が狙ねらわれる危険がすくない、ということですか」

　アルベールの指摘に、クロードが苦さと憂うれいを浮かべて顎をひいた。

「そんな……」

　リリアーヌは続ける言葉を失う。

　王子は、騎士団というめだつ代わりに強固な護まもりを得ることと、護りは手て薄うすな代わりに人目につかず行動することの安全性を秤はかりにかけて、後者をとったのだ。

　すなわち、黒鷹騎士団を信しん頼らいしていないということだ。

　その事実に、かっと身体からだの奥が熱くなる。

　ただ、怒いかりに身を焦こがす一方で、それだけ王子が危機感を抱いだいているという現実に、リリアーヌは薄うすら寒さを覚えた。

　オルデンを筆頭に、エドワールを……『王子』という存在を望まない、むしろ、いてもらっては不都合のある者たちがいるということだ。

　──だから、陛下も後こう継けい者しやを指名せずに、候補を挙げるに留とどめたの？

　王の子といえど、庶子。加えて、十九歳になるというこの年まで王になるための教育を受けてこなかったことを鑑かんがみると、貴族たちの反発は必至だ。また、国のことを思えば、自らの気持ちは二の次三の次で、まずは彼の人となりと能力を見み極きわめなければならないと考えられたのかもしれない。

「ご自身の望みとはいえ、危険とわかっていて護衛をださないわけにはいかない。騎士団は王の……国のためにあるんだからな。とはいえ、あちらの言い分も一理ある。そこで、だ──リリアーヌ」

「──え？　あ、はいっ」

　思し惟いに沈しずんでいたリリアーヌは、ふいに呼ばれた名にはっと顔をあげた。

　父の射い貫ぬくような眼光がまっすぐにこちらを捉とらえる。

「此こ度たびのエドワールさまの王宮行き、護衛として隊に同行する気はあるか」

　告げられたそれに、数すう拍はく呼吸を忘れた。

　──……わたしが、エドワールさまの護衛に……？

「人員はむろん精せい鋭えいをむかわせる。それでも万が一ということがある。女のおまえなら、侍じ女じよを装うこともできる。傍そばにいて自然な存在なら、騎士たちよりも近くで護衛に徹てつすることができるだろう。──危険な仕事になるだろうが、どうだ。やれるか？」

　父親としてではなく、騎士団長としての顔つきで問われ、リリアーヌは湧わきあがる震ふるえを抑おさえつけるように、大きく頷いた。

「はい、ぜひ」

　これは、父が騎士団の一員として──すくなくとも、彼らに並ぶだけの実力があると、認めてくれたということだ。でなければ、こんなことを言いだす人ではない。

　今までどれほど努力しても認めてくれなかった黒鷹騎士団の一員として、国の役にたつことができるのだ。

　自分に務まるのか、という不安がないわけではない。

　だが、やりたい気持ちの方が強かった。

　師である彼も、このまたとない機会をきっと応おう援えんしてくれるはずだ。

　リリアーヌは抑えきれない興奮に頰ほおを染めてアルベールを見上げ……ぎくりと身体をこわばらせた。

「なんで、そんな顔……」

　我知らず、呟きが零れる。

　アルベールはそれほどに厳しい顔つきをしていた。とてもではないが、リリアーヌに巡めぐってきた好機を歓かん迎げいしているようには見えない。

「──私は賛成いたしかねます」

　案の定、首を横に振ふったアルベールに、クロードが瞠どう目もくする。彼にとっても、この反対は予想外だったのだ。

「なぜだ？　リリアーヌの力量を一番買っているのはおまえだろう？」

　アルベールはクロードの言には答えないまま、リリアーヌへと視線を移した。

「これは失敗のできない任務だ。意気込みだけでどうにかなる事案ではない」

「そんなことっ……」

　わかってます！　と反射的に声を荒あらげかけ、リリアーヌはぐっと叫さけびを吞のみこんだ。

　感情的になってはだめだ。こんなことで、かっとなっていては、なにを言ったところで説得力はない。

　代わりに両手に力をこめると、リリアーヌは目をそらさないまま立ちあがった。

「失敗していい任務なんか、ありません」

　騎士団の役割は国と人を護ることだ。そんな甘えた考えを挟む余地はない。

「むろんだ。だが、重要度というものは存在する」

「──わたしじゃ、力不足だと？」

「単純に力量のあるなしで言えば、あるだろう」

　だったら！　と言いよりかけたリリアーヌを、アルベールは「ただし」とすげなく制した。

「圧あつ倒とう的に経験が足りない。他の団員と信頼関係が浅いのも難点だ。いざという時、おまえという存在が足をひっぱりかねない」

　すぎる正論に、一いつ瞬しゆん言葉につまる。

　それでもリリアーヌは負けじと背を伸のばした。

「経験がないのは、たしかです。でも、そんなこと言ってたらなにもできません！」

　経験がないからといってなにもさせてもらえなければ、いつまでたっても実績はできない。

　食いさがる彼女に、アルベールは面おもてにいらだちをよぎらせた。

「おまえの身が危ないと言っている！」

　思わず、というように左ひだり肩かたを摑つかまれる。そのまま抱きよせるかのように力がこもり……ここがどこか思いだしたのか、手が止まった。

「……焦あせる必要はない。経験はこれから積んでいけばすむ話だ。おまえにはもっと相応ふさわしい仕事がある」

「でも……」

　これからだ、とアルベールは言うが、今までこんな機会が巡ってくることはなかった。今度はいつになるかわからない。

　ただ、彼が言っていることもわかる。なにより、自分の身を案じてくれているのだという事実に、言葉を躊躇ためらう。

　そんなリリアーヌの隙すきをつくようにして、アルベールはクロードにむき直った。

「団長のおっしゃることもわかりますが、オルデンのことも考えるなら、万ばん全ぜんの備えをして然しかるべきかと」

「そうか……、そうだな」

「──あ」

　待ってください、と声をあげようとした時には、クロードはアルベールの提言に頷うなずいていた。

「すまなかったな、リリアーヌ。エドワールさまの身を第一に考えるなら、たしかに不安定な要素はすくない方がいい」

　親としては、やはりおまえの身も心配だ。

　そう、自じ嘲ちようするように微び苦く笑しようを刻んだクロードに、リリアーヌは小さく顎あごをひき、ぎゅっとスカートを握にぎりこんだ。
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　リリアーヌは寝しん台だいの脇わきに持っていた剣けんを立てかけると、身を投げだすようにしてシーツの上に倒たおれこんだ。

　はぁ、と重く息を吐はきだす。視界の端はしに映った剣の柄つかへ、緩かん慢まんな仕草で首を巡らせた。

「……どうして」

　覚えず零こぼれた胸の中の燻くすぶりが、虚むなしく響ひびく。

　リリアーヌは受けいれられない現実から目を背そむけるように、ごろりと寝ね返がえりをうった。

「あんなの……」

　それでも脳のう裏りから消えない光景にきつく眉み間けんに皺しわをよせた時だった。耳に届いたかすかな物音に、はっと上体を起こす。カリカリとひっかくような音が扉とびらの方から聞こえてくる。

　リリアーヌは口元を緩ゆるめると、寝台をおり、足早に扉へとむかった。

　誰何すいかを投げることもせず、薄うすく扉をひき開ける。その隙すき間まからするりと音もなく滑すべりこんできたのは、銀色の毛並みを持つ大きな狼おおかみだった。

「フォルス、きてくれたの？」

　扉を閉めながら振り返れば、悠ゆう然ぜんと腰こしをおろした狼──フォルスは応こたえるようにゆらりと尻しつ尾ぽを揺ゆらした。

　リリアーヌは表情を綻ほころばせると、膝ひざを折って銀色に輝かがやく体たい軀くへと手を伸ばした。硬かたい毛皮にぎゅっと抱だきつく。背中を被おおうのとは違ちがう、柔やわらかな首元の毛に埋うずめるように顔をよせた。

「……味方はあなただけね」

　嫌いやがる素そ振ぶりも見せずされるがままになっているフォルスの温ぬくもりに、愚ぐ痴ち混じりの吐と息いきが口を突つく。くん、と軽く鼻を鳴らす様がまるで慰なぐさめのようで、リリアーヌは「ありがとう」と小さく笑いを零こぼした。

　フォルスは五年ほど前、事情があり森で保護した狼だった。

　幼いころはリリアーヌを母親だと思っているかのようにあとをついて歩いていたが、長じるにつれ立場が逆転し、今では妹を見守る兄のような風ふ情ぜいだ。いつもは縄なわ張ばりを見張るように城の敷しき地ち内をうろついているのに、なにかあると察したようにこうして自分のもとを訪おとずれる。

「きっと、あなただったらみんな喜んで同行させるんだろうけど──アルはともかく」

　城内を見回るフォルスが、侵しん入にゆうした不ふ審しん者を見つけたことも一度や二度ではない。おかげで、騎き士したちにはリリアーヌよりよほど信しん頼らいされていた。

　ただ、アルベールにだけはフォルスはいい顔をしなかった。近づくと、吠ほえかかりはしないものの、鼻の頭に皺をよせて唸うなるのが常だ。

『どうやら、お姫ひめさまに近づく悪い男だと嫌きらわれたらしい』

　いつかの時、そう笑っていたアルベールが脳裏に浮うかぶ。ひきずられるようにさきほどの彼が思いだされ、リリアーヌはフォルスに回した腕うでに力をこめた。

「あんなの、らしくない」

　あのあとすぐ、今後について話しあうからと、閉めだされるように父の部屋をあとにした。

　そこまで、と見送りにでたアルベールに、ふいに肩をひきよせられたのは、扉をでてすぐのことだった。

「──おまえが不服に思っているのはわかっている」

　耳元へ落とされた囁ささやきに、だったら、とリリアーヌが反はん駁ばくをあげる前に、肩を抱く手に力がこもった。

「これは私のわがままだ。おまえに、自分以外の男の傍そばにいてほしくない」

　驚おどろく間に、ふっと笑った気配がしたと思うと、逞たくましい腕から解放された。

「ここでのやりとりは他言無用だ」となにごともなかったように部屋へととって返した背に、なにを言うこともできなかった。

　扉の前にとり残されたリリアーヌは、胸のうちに凝こごるわだかまりを払はらうように一人修練に打ちこんだ。

　けれど、どれだけ剣を振ふったところで、心はすっきりしないままだった。

「アルの言い分も、わかるけど……」

　身を案じてくれていることも──彼の言う『わがまま』も、嬉うれしくないわけじゃない。

　だが、自分は彼の恋こい人びとである前に、騎士団の一員なのだ。

「そもそも、そう仕込んだのは自分なのに」

　生まれた時から騎士たちに囲まれ、父や兄たちの背中を見て育ったリリアーヌが、自分も騎士になりたいと思うようになったのは、彼女にとってはごく自然なことだった。アルベールがはいってきたことで『自分も剣を習いたい』という欲よつ求きゆうはますます強くなった。

　度たび重かさなる願いに渋しぶ々しぶながら父が頷いた時、指南役に選んだアルベールへこんな要求をだしたという。

「あれを女と思う必要はない」と──。

　不承不承でもリリアーヌが剣を握ることを受けいれたのは、土と地ち柄がら、いつ戦火に巻きこまれてもおかしくないからだ。女とはいえ、身を護まもる術すべを持っていた方がいいとの考えがあった。

　一方で、ほかの見習い騎士と同じように、と指示をだしたのは、その厳しさゆえに娘むすめが早々に音をあげるだろうと思ったかららしい。

　しかし、父親の思おも惑わくをよそに、厳しい稽けい古こにも彼女はいっこうにめげることはなかった。それどころか、いくら訓練を積んでもお嬢じようさま扱あつかいを止やめてくれない周囲についには癇かん癪しやくを起こし、アルベールを巻きこんで、あわや、という騒そう動どうを起こしたことまであった。

　甦よみがえった記き憶おくの多分の苦さとすこしの甘い疼うずきに、リリアーヌはフォルスの首元に一層顔を埋めた。思いだすだに悔かい恨こんが胸をよぎるが、一方で、それが今の自分を作るきっかけになったのも、またたしかだった。

　肌はだで感じた命の危機に、強くなりたいという思いはそれまで以上に強くなり、変化を感じとったアルベールもまた、稽古に熱を帯びるようになったのだ。

「男と同じである必要はない。おまえにはおまえの戦い方がある」と、その内容が『男と同等に扱う』ものから、『女であることを活いかした』ものへと変化したのである。

「構えを見れば相手の動きが予測できる。足の動きもその一部。隠かくれて相手から読めないのなら、それを利用しない手はない」と、普ふ段だん身に纏まとうドレス姿で自由に動き回れるようになることを手始めに、彼は言葉どおり女性としての戦い方をリリアーヌに教えこんだ。

　長ちよう剣けんを携けい帯たいできない時、スカートの下に潜ひそませた短剣で戦う術。

　それすらも叶かなわない時、身体からだひとつで戦う方法。

　ほかにも、騎士として必要な馬の扱いや馬術はもちろん、扱えて損はないと弓以外に基本的な銃じゆうの扱いも教わった。

「男には立ちいることのできない場所でも、おまえなら大だい丈じよう夫ぶだろう」

　砦とりでの騎士相手に──むこうは副団長の指示だからと渋々だったが──二回に一度は勝ちが得られるようになったころ、かけられた言葉は、リリアーヌにとってなによりの褒ほう美びだった。

　ようやく彼らと同等だと認めてもらえた！──そう、思っていたのに。

「……その人が、『女』を理由にだめだなんて言うなんて」

　らしくない、と再度呟つぶやいて、リリアーヌは埋めていた毛皮から顔をあげた。

「やっぱり、納なつ得とくできない」

　これは自分にとって千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だ。

　たしかに騎士たちからよく思われていない自分は、連係を乱しかねない存在だ。

　しかし、彼らも一流。仕事に私情を挟はさむ愚ぐは犯おかさないはずだし、逆を言えば、彼らに自分を認めてもらう好機でもある。

「……もう一度、同行させてもらえるよう頼たのんでみよう」

　意気込みも新たにぐっと手を握る。

　そんな彼女の頰ほおを長い舌がベロリと舐なめ、リリアーヌはくすぐったさに首を竦すくめた。

「フォルスも応おう援えんしてくれるの？」

　くすぐったい、と笑いを零しながら正面から狼の顔をのぞきこむと、返事なのかなんなのか、顔中を舐め回される。

「やっ、気持ちはわかったから！」

　逃にげるように立ちあがり、代わりに「ありがとう」と耳のうしろをかいてやる。

　そうしながら、リリアーヌは暗い窓の外へと目をやった。

　どれだけ剣を振っても払ふつ拭しよくできないわだかまりに、暗くなるまで身体を動かしたあと、食堂へむかったが、そこに夕食の場にだけは無理を押して姿を見せる父の姿はなかった。

「うちあわせが長引いてるって話だったけど、いくらなんでもそろそろ終わってるよね」

　夜会に晩ばん餐さん会と都なら遅おそい夜も、騎士団を中心に一日が回っているグランフォーレでは早い。夕食後、ささやかな余よ暇かの時をすごせば、就しゆう寝しんの時間だ。

　今を逃のがすと明日を待つしかないが、アルベールが隊を派は遣けんする陣じん頭とう指揮を執とるだろうことを思うと、捕つかまるかどうかすら怪あやしい。

「鉄は熱いうちに打てってね──いってくる」

　自らを鼓こ舞ぶするようにフォルスに宣言し、ぐいっと頭をひとなでする。

　絶対了りよう承しようしてもらうんだから、との決意を胸に、リリアーヌはスカートの裾すそを翻ひるがえした。







　城館から外へでたところで、リリアーヌは「あれ？」と眉まゆをよせた。

「明かりがついてない……」

　すぐ隣となりにある騎士たちの宿舎に目を凝らすが、アルベールの部屋の窓に明かりが灯ともっていなかった。

　この時間、騎士たちの多くは食堂に集まり、仲間たちと飲んでいることが多い。緊きん急きゆうに招集がかかることもあるため、度を超こす飲酒は御ご法はつ度とだが、過か酷こくな職務上、多少の気晴らしは容認される。翌日が休日なら町へ繰くりだすこともよくあることだ。

　しかし、さっきの今でアルベールがその中に交じっているとは思えなかった。

　──まだ、お父さまのところから戻ってないのかな。

　意気込んできた分だけ拍ひよう子し抜ぬけするが、むしろ都合がいいと思い直す。

　若い女性がこんな時間に男性の部屋を訪ねるなど、普ふ通つうあってはならないことだ。人目を忍しのぼうが、これだけの人がいる場所では──さらに悪いことに彼らは気配に敏さとい軍人たちだ──だれの目につくかわからない。

　だが、まだ戻っていないのなら、宿舎の出入りを見張っていれば確実に捕まえることができる。とはいえ、ここで見張るのはさすがにめだつ。

「どこか……って、あれ……」

　リリアーヌはいい場所はないかとあたりを見回し、拍子に視界に映った人ひと影かげに目を細めた。

　離はなれている上に暗くてわかりにくいが、あのうしろ姿には見覚えがあった。彼だけは見み間ま違ちがえるはずがない。

「ア……ルイス副団長！」

　名を呼びかけ、すんでで公おおやけの呼び名にさし替かえる。

　しかし、図はかったように食堂の窓から響ひびいてきた笑い声にかき消されたのか、人影は建物の陰かげへと消えてしまう。

　これも嫌いやがらせかと、リリアーヌは八つ当たり気味に食堂の方を睨にらむと、すぐさまあとを追って駆かけだした。ここで見失うわけにはいかないのだ。

　──あっちは廏きゆう舎しやの方だ。

　近々の出動に備えて、馬や馬具などの確かく認にんにいったのかもしれない。普段からいつでも出しゆつ撃げきできるよう準備は怠おこたっていないはずだが、王都までの要人警護となると、また違った用意が必要になるのだろう。

　その中に自分もいれてもらわなくては、と地面を蹴ける足に力がこもる。

　開いた距きよ離りにもどかしさを覚えながら、さきほど人影が消えた角にさしかかった時だった。

「──で、どうする……」

　行く手の暗がりから途と切ぎれがちに届いた声に、リリアーヌは反射的に足を止めた。

　──だれか、いる？

　無意識に身体を壁かべに添そわせて息を殺し、気配を潜める。

　かろうじて聞こえた程度だったが、今のはアルベールの声ではなかった──と思う。

　──もしかして、見間違いだった？

　アルベールだと思いこんでいた人影が別人だったのか、それともだれかと一いつ緒しよにいるのか。

　後者だとしたら厄やつ介かいだと、ちらりと思う。

　リリアーヌが暗くら闇やみにじっと耳をすますと、答えはすぐにでた。

「庶しよ子しだという王子には、黒う鷹ちから護衛をだすことになった」

　今度はよりはっきりと聞こえたそれは、間違いなくアルベールのものだった。

　──あの話、もう、してるんだ。

　やはり、内々にうちあわせをするためにここでだれかと会っていたらしい。相手はおそらく一個隊を率いる隊長級の人物だろう。

「候補はほかにどれだけいるんだ？」

「オルデンの第二王子を含ふくめ、あと五人──が、定められた日時に王宮に赴おもむかなければ、その時点で資格を失うことになる」

　どうしようかと思案している間にも聞こえてくる会話に、リリアーヌは小首を傾かしげた。

　──人目がないとはいえ、ずいぶん親しげだけど、だれだろ？

　騎き士し団だんの面々がリリアーヌと接する時、表情はどうあれ公の立場を崩くずさない。副団長であるアルベールに対しても同じことで、ここまで砕くだけた調子で接する人を、すくなくとも彼女は見たことがなかった。

　でていくにいけず、かといって今日中に捕まえようと思えばひき返すこともできない。盗ぬすみ聞きしているような居い心地ごこちの悪さを覚えはじめたころ、『それ』は耳に飛びこんできた。

「──ということは、その王子を候補からはずすためには、期日までに王宮につかせないようにしたらいいのか」

「!?」

　リリアーヌは思わず声を漏もらしそうになり、慌あわてて手で口を押さえた。

　──王子を候補からはずすためには、って……なんだか、エドワールさまを蹴け落おとそうとしてるみたいな……

　浮うかんだ、背筋が冷たくなるような考えに、ううん、と小さく頭かぶりを振ふる。

　──これは警護についての相談なんだから。いきなり現れた庶子の王子を快く思わない人たちが、どういう手段にでるか想定してのことで……

「いや──そんなまどろっこしい手段をとる必要はない」

　そこへ割ってはいったアルベールの声に、リリアーヌははっと息をつめた。一言も聞き漏らすまいと、耳を傾かたむける。

「道中、襲しゆう撃げきに見せかけて亡なき者にすればすむ話だ」
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「道中、襲撃に見せかけて亡き者にすればすむ話だ」




　耳に飛びこんできた科白せりふに、リリアーヌは打たれたように立ち竦すくんだ。

　──今のって、どういう、こと……？

　これも『想定』の話だと、思いたい。

　けれど、感情をのぞかせない冷ややかな声は、はっきりと口にした。『襲撃に見せかけて』と。だとしたら、考えられるのは……

　──まさか……騎士たちに、エドワールさまを襲おそわせる気なの……!?

　リリアーヌは自らの弾はじきだした答えに、即そく座ざに首を左右にした。

　そんなこと、あるはずがない。第一、アルベールに王子を襲う理由などないはずだ。

　頭ではそう思っているのに、足が一歩、うしろへさがる。

　──違う、そうじゃなくて！……彼のところにいって、それで、今のはどういう意味なのかって……

　聞けばいいのだ。なにも難しくない。

　なのに、足が止まらないのは、知っているからだ。

　アルベールが副団長の座に就ついてから、騎士団が出動したことが幾いく度どかあった。そんな時、けして近づくことは許されなかったが、いつも背中を見送ってきた自分にはわかる。

　今の声は、同じだった。一いつ切さいの感情を排はいし、ただ、なすべきことをなすためだけに命をくだす、その声と。

　だからこそ、本気なのだとわかってしまう。

　むろん、アルベールを信じている。だがその心を、彼の言動をらしくないと感じた勘かんが、騎士団の一員としての自負が、裏切っていく。

　──……とりあえず、お父さまのところに。

　父なら、なにか知っているかもしれない。

　口を押さえていた手をぐっと握にぎりこむと、リリアーヌはそっと踵きびすを返した。

「──もういいのか？」

　直後、すぐうしろから聞こえた声こわ音ねに、大きく肩かたが跳はねる。

「こんな夜よ更ふけにうろついた挙句、立ち聞きとは」

　縫ぬい止められたように動かない足の代わりに、ぎこちなく背後へ首を巡めぐらせる。動どう揺ようしていたとはいえ、気づかなかったのが不思議なほど間近に彼は立っていた。

「……アル、ベール」

　こちらの混乱をよそに、アルベールは壁に手をつくと覆おおい被かぶさるようにのぞきこんでくる。

「いけない子だ、リリー」

　からかうような声が耳をかすめる。「それとも」とさりげない仕草で伸のびた指の背が、くすぐるように頰ほおをなぞった。

「さっきの続きをしにきたのか？」

「──っ」

　その感かん触しよくと囁ささやきに、意思とは関係なく震ふるえが走る。ただ、おかげでと言うべきか、魅み入いられたように固まっていた意識と身体からだが、感覚をとり戻もどしていく。

　見上げるアルベールの口元が薄うすく笑えんでいるのが、暗がりの中でもはっきりと見てとれた。

　そんな彼の様子に、リリアーヌは直感した。

「……よく、言えますね。そんなこと」

　早はや鐘がねを打つ心臓を胸の上から押さえつけ、彼の指から逃のがれる形でアルベールへとむき直る。

　追いつめられた時ほど冷静さを忘れるな、すくなくとも動揺を悟さとられるような真ま似ねはするな──と教えたのは、目の前の彼だ。

　おもしろそうに眇すがめられた瞳ひとみを、リリアーヌはきっと睨みあげた。

「気づいてて、聞かせたくせに」

　そう、アルベールは自分が追っていたのに気づいていたのだ。呼びかけた時か、その前からか、ひょっとしたら、捜さがしているのを承知の上で姿を晒さらしたのかもしれない。

　どれにしろ、彼はここで自分が聞いているのをわかっていて、あの会話を聞かせた。よくよく考えれば、気配に敏さとい彼がこの距きよ離りで気づいていないわけがなかったのだ。

　無言のまま歪ゆがめられた口元が、いい証しよう拠こだ。

「今聞いたこと、父に報告します」

　リリアーヌは震えそうになる声を押し殺し、低く告げる。

　それに動いたのは、もう一人の男の方だった。かちゃ、と剣けんに手をかける音が聞こえ、ゆらりと怒ど気きとも殺気ともつかない気配が立ちのぼる。

　リリアーヌはあてられた気に身を固くした。

　だが、アルベールは彼女の言葉に動揺した様子もなく、逆に右みぎ腕うでを軽くあげることで、男の動きを制した。

「それは、困るな」

　困った風もなく、肩を竦める。

「八年待って回ってきた、思わぬ好機だ。逃すわけにはいかない。──このために準備をしてきたんだからな」

「八、年？……って」

　あっさりと紡つむがれた言葉に、リリアーヌは眉まゆをよせかけ、はっと息を吞のんだ。

　──八年っていったら、アルベールが騎き士し団だんにきた……

　貴族の子し弟ていが騎士になる場合、幼いころから見習いとして学びはじめる。そして、十四、五で従騎士として先せん輩ぱい騎士につき、二は十た歳ちごろ騎士として認められるのだ。

　だが、黒こく鷹よう騎士団では特権階級の出ではない者も多いため、大体十三前後で入団してくる。そこから見習いとして学びながら身体を作り、従騎士、騎士と段階をあがっていくのだ。

　中でも、アルベールは十七歳と遅おそい方だった。きっかけは、父クロードが例の怪け我がを負った際、たまたま近くで戦っていた、一いつ般ぱん兵として従軍していた彼が助けたからだと聞く。

　それは、当時から剣けん士しとして抜ぬきんでた実力を有していた証あかしでもあり──彼の身元保証人がいないということでもあった。

　思いいたった瞬しゆん間かん、リリアーヌは急激に手足が冷たくなっていくのを感じた。

「……だれ、なの？」

　我知らず、呟つぶやきが零こぼれる。

　よく知っているはずなのに、急に『見知らぬだれか』を見ているような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

　ひとつ瞬またたいた目の前の人ひと影かげは、くつりと低い笑いに喉のどを震わせた。

「ひどい言われようだ。自分の恋こい人びとの顔も見忘れたのか、リリー」

　甘く囁きかけながら伸ばされた手をかわすように、リリアーヌは身をひいた。が、見み越こした手はそれを許さず、すっと首筋をなでるとうなじへと回りこむ。

「私はアルベール・ルイスだろう？……黒こ鷹こではな」

「──！」

　強い力にひきよせられ、肌はだに触ふれた吐と息いきにのせられた言葉に、リリアーヌは大きく目を見開いてすぐそこにあるまなざしを見つめた。

　本当は、期待していた。

　今のは作戦なのだと──裏切ってなどいないと言ってくれるのではないかと、彼を想おもう心が願っていた。

　しかし、ここではないどこかに本当の自分はあるのだと告げるアルベールに、最後の希望も打ち砕くだかれたことを知る。

「────殺すの？」

　心まで砕かれたように感情が麻ま痺ひし、憤いきどおりも悲しみも湧わいてこない。ただ、ここまで踏ふみこんだ以上、生かしておくような真似はしないだろう、とだけ思う。

　そんなリリアーヌに、アルベールは「おまえをか？」と心外そうに聞き返した。

「そんな真似ができると思っているのか？」

　どういう意味かとリリアーヌが眉まゆ根ねをよせれば、回された手にぐっと力がこもった。
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「私とともにこい、リリアーヌ」

　吹ふきこまれた甘言に、息を忘れた。

「こんなところで燻くすぶらせておくには、惜おしい。おまえなら、私の役にたつ」

　おまえの力を役立てる場所があるのだと、もっと相応ふさわしい仕事があるという囁きに、なにも感じなかった胸の奥がちりちりと疼うずいた。

　その疼きは、瞬く間に眠ねむっていたリリアーヌの感情を揺ゆり起こした。

「──それに、わたしが、頷うなずくと思ってる……？」

　どこか虚うつろだったリリアーヌの双そう眸ぼうに、強い光が宿る。とともに、きつく握られた拳こぶしが、どんっとアルベールの胸を打った。

「莫ば迦かにしないでッ！」

　鋭するどい拒きよ絶ぜつに、今度はアルベールが目を瞠みはった。

「わたしは…っ、お父さまの……国を護まもる役にたちたいと思って、剣を握ったの！　いくらあなたが好きだからって、簡単に覆くつがえる思いなんかじゃない！」

　一いつ瞬しゆん、こわばるように歪んだ男の口元は、すぐに皮肉げな笑みを浮うかべる。その変化に、感情を荒あららげたリリアーヌは気づかなかった。

　にらむように見返す目の前で、「ならば、しかたがない」と彼はわざとらしく息をついた。

「邪じや魔まをされては困るからな」

　おとなしくしていてもらおう、と長い指が喉のど元もとへとからみつく。

　リリアーヌはとっさにアルベールの胸に置いた手を突つっ張ぱったが、腰こしに回されたもう片方の腕うでが動きを阻はばんだ。

「ぅっ……」

　圧あつ迫ぱくされた苦しさに、なんとか拘こう束そくを抜けだそうとあがく。しかし、びくともしない逞たくましさに、次し第だいに視界が霞かすんでくる。

「────といい」

　遠く聞こえた囁きを最後に、リリアーヌの意識は闇やみへと落ちていった。
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　次にリリアーヌが目覚めた時、そこはよく見知った自室だった。

　このまま殺されるのかもしれない、と思っていただけに訝いぶかしんだが、部屋をでようとして疑問は氷解した。

　外から鍵かぎがかけられ、牢ろうさながらに幽ゆう閉へいされていたのだ。

　即そく座ざにとって返して窓を確かく認にんしたが、こちらも階下には見張りが二名配置され、密ひそかに抜けだすことは到とう底てい無理だった。

「あれって、こういうことだったんだ……」

　意識が途と切ぎれる間ま際ぎわに聞こえた、あの時は曖あい昧まいだった声が、耳の奥でこだまする。

『時間はたっぷりある。ゆっくり考え直してみるといい』

　刻みつけられたように今は思いだせるそれに、リリアーヌは唇くちびるを嚙かんだ。

「考え直すことなんて、なんにもない」

　どれだけ考えたところで、父たちを裏切るような選せん択たく肢しは自分の中にはない。だが……

「……騎士団の中に、どれだけ彼の仲間がいるの？」

　リリアーヌは、信じていたものが足元から崩くずれていくような感覚に身み震ぶるいした。

　あの時、アルベールは『襲しゆう撃げきに見せかけて』と言った。外部から自分の手の者を手引きして襲おそわせるなら、あんな言い方はしない。騎士団内の協力者に襲わせる、と考える方が自然だ。

「一いつ緒しよにいた人を含ふくめて、すくなくとも十人前後……」

　王子の護衛となると、多ければ二十人近い騎士が派は遣けんされる可能性がある。

　そのすべてが彼の息がかかった人物であるとはさすがに思えない──思いたくないが、ある程度の人数がいなければ暗殺を実行には移せない。

　加えて、自分を見張っている数を含めたら、見習いをあわせてどれだけいるのか。

「お父さまに、報しらせなきゃ」

　ぐずぐずしている暇ひまはない。長く意識を失っていたらしく、すでに夜は明けていた。

　昨日耳にした期日の話や、エドワールからの書簡について考えたら、父は急ぎ隊をさしむけるはずだ。今日明日にでもアルベールはこの城をでてしまう。

「けど、どうしたら……」

　外へと繫つながる扉とびらと窓に視線を巡めぐらせ、リリアーヌは眉み間けんに皺しわを刻んだ。

　なにかいい方法は、とうろうろと歩き回っていると、ふいに扉を叩たたく音が聞こえてきた。

　だれ？　と反射的に身構えたリリアーヌをよそに、扉からはカチャカチャと鍵をさしこむ気配が伝わってくる。そのまま、なにを告げるでもなく扉が開かれた。

　息を殺して見つめる先に姿を現したのは、手押し車を押した一人の侍じ女じよだった。

「あ、お目覚めでしたか。失礼いたしました。手水ちようずと朝食をお持ちしました」

　もしかしてアルベールか、と思っていたリリアーヌは拍ひよう子し抜ぬけしたあと、はたと我に返った。この機会を逃のがす手はないと、卓たくに食事を並べはじめた彼女へとつめよる。

「急いでお父さまとお会いしたいんだけど」

「申し訳ありませんが、それはできません」

　にべもなく断られ、事態は一刻を争うのだと、焦あせりに駆かられて言い募つのろうとしたところを、「旦だん那な様のご命令です」と遮さえぎられる。

「お父さまの!?」

「はい。一いつ切さいだれにもとりつぐな、と。食事も部屋にお運びするように言われています」

「どうして……」

　予想外の言葉に愕がく然ぜんとする。皿を並べ終えた侍女は気まずげに顔を伏ふせた。

「その……お嬢じようさまはアルベールさまについていこうとするだろうから、と」

　追うことも考えられるから当分の間は、と続けられた言葉は、もはや耳にはいってはいなかった。

　──やられた！

　打たれた先手に、リリアーヌは臍ほぞを嚙んだ。

　自分を騎き士したちが監かん禁きんしていたら、当然家令や使用人たちの目に留まる。母親もまた不ふ審しんに思うだろう。

　だが城の者たちは、彼女が騎士団の一員として認められたいと思っていることを知っている。加えて、護衛の話を持ちかけたクロードは、撤てつ回かいしたことに娘むすめが納なつ得とくしていないのに気づいているはずだ。

　アルベールはそれらを利用したのだ。

　このままでは、リリアーヌが今回の任務に無む理り矢や理りついてきかねない──そう吹きこみ、頭を冷やさせるという名目で監禁を正当化、自分たちの計画を邪魔させない状じよう況きようを作りだした。

　立ちつくすこちらをよそに、そそくさと部屋をあとにする侍女に気づいた時には、扉はすでに閉まりかけていた。

「待っ──」

　伸のばした手も虚むなしく、パタンと扉が音をたてる。その直前、隙すき間まから見張りらしき騎士の姿が垣かい間ま見みえた。

　リリアーヌは行き場を失った手を握にぎると、投げだすように椅い子すに腰をおろした。

　目の前に並んだ食事に、とりあえず死なせる気はないらしい、と乾かわいた笑えみが浮かぶ。それを消すと、そっと首元に指を這はわせた。

「殺さなかったのは、騒さわぎになるのを避さけたかったから……？」

　グランフォーレを離はなれてさえしまえば──計画を実行できさえすれば、なにをばらされたところで痛くも痒かゆくもないには違ちがいない。

　正当な理由をでっちあげた以上、ここで見張りをしている騎士たちが、彼らの仲間である必要はないのだからなおさらだ。

　わかっているのに……心がどこかで期待していた。

　自分だから、殺せなかったんじゃないか、と──。

「っ、そんなこと、あるわけないじゃない」

　身のうちから泡あわのように浮かびあがってきた考えに、リリアーヌは強く頭かぶりを振ふった。

　自分は彼の特別なんかじゃなかったのだ。ただ、利用できそうだから、役にたちそうだったから、思わせぶりな態度でいいように転がされていただけ。

　まんまとひっかかった自分を見て、彼はほくそ笑んでいたに違いない。

　裏切られた、いや、騙だまされていた悔くやしさと、気づけなかった不ふ甲が斐いなさに、ひどく胸がつまって苦しかった。

「ど、して……」

　今さらのように襲ってきた痛みが、ぎりぎりと胸を締しめつける。

　闇やみ雲くもに叫さけびだしてしまいそうな心を抑おさえるように、リリアーヌは掌てのひらに顔を伏せた。

　アルベールにとって、黒鷹騎士団とは、自分とは、なんだったのだろう。いつか裏切るための、敵でしかなかったのだろうか。

　八年という長い年月も、彼にとっては躊躇ためらいもなく切り捨てられる程度のものにしか、なり得なかったのだろうか。

「全部、噓うそだった──？」

　時折、眩まぶしいものでも見るように細められた紫むらさき色いろの瞳ひとみの優やさしさも、触ふれる掌の温ぬくもりも、危険を顧かえりみず助けてくれたことさえあったのに……。

　──……本当に？

　泡が弾はじけるように、脳のう裏りで別の自分の声がした。

　本当に、なにもかもアルベールの演技だったのかと、静かに湧わきあがってくる思いにゆるりと顔をあげる。

　どこか虚うつろだった緑の瞳が、寝しん台だいの脇わきに立てかけられた剣けんを見留め、ゆっくりと明るさをとり戻もどしていく。

「……このままじゃ、終われない」

　騎士団を裏切っていたことは、許せない。

　だからといって、与あたえられたものがすべて偽いつわりだったとは思えなかった。

　なにより、こんなことになってもまだ、彼を想おもう心は簡単には捨てられないのだ。

「あの人を、止めなきゃ──ううん、止めてみせる」

　嘆なげいていても現実は変わらない。まだ、なにも起こっていないのだ。だったら、今、自分が動かないでどうするのか。

「アルベールに罪は犯おかさせない」

　彼の計画を阻はばみ、『アルベール』という人をたしかめなくては。結果、余計に傷つくだけだとしても、なにもしないで悲劇のヒロインを語るなどまっぴらごめんだ。

　まして、騎士団に『謀む叛ほん』の汚お名めいを着せるわけにはいかない。

　そうと決めたからには、とリリアーヌは目の前の食事に手を伸ばした。どうするにしても、体力はつけておかなければならない。

　──とはいっても、どうしたらいいんだろう。

　さすがに味わう余よ裕ゆうはなく、砂を嚙むような心地ここちで口に運びながら、考えを巡らせる。

　だれがアルベール側についているかわからない状態では、助けを求めるような真ま似ねはできない。握り潰つぶされるだけでなく、今度こそ始末される恐おそれがある。

　ただでさえ、騎士団の面々には疎うとまれているのだ。彼の仲間でなくとも一いつ笑しように付され、アルベールに「こんな世よ迷まい言ごとを言っていた」と報告されたら目もあてられない。

「動くとしたら、彼が城をでてから、か」

　だとしたら、それまでおとなしくしている必要があるだろう。抜ぬけだそうとする、暴れるなどの騒ぎを起こしたら、警けい戒かいは厳しくなる。

「食事を運んでくるのが騎士団のだれかになったりしたら、情報もはいってこないし」

　自分に敵対的な騎士たちよりは、馴な染じみのある侍女たちの方が探さぐりをいれやすい。

　あとは、どうやってここから抜けだすかだった。

　リリアーヌは思案げに、ミルクの注がれた杯さかずきに口をつけた。

　──やっぱり、窓？　下にいるのが一人くらいなら、隙すきをついて気絶させられるかもしれないけど、いるはずの見張りがいなかったら気づかれるよね。抜けだしても、すぐばれたら意味ないし。しばらく……せめて、城じよう壁へきをでるまでは時間を稼かせぎたいとこだけど。

　ここグランフォーレの城じよう砦さいは、長期の籠ろう城じよう戦にも耐たえうるよう、城壁内に町を丸ごとひとつ抱かかえこんだ巨きよ大だいなものだ。数カ所ある門は出入り──特に出るのにはあまり制限はないが、夜間は閉とざされている。

　夜抜けだす方がめだたないだろうが、門は越こえられない。気づかれなければいいが、ばれた場合、門のところでとり押さえられてしまう。

　──門が開く時間を見計らって、夜明け前を狙ねらうのが一番いいんだろうけど……急がないと門をでる前に部屋に人がきちゃう。

　そうなったらいないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだと、リリアーヌは溜ため息いきをつきつつ、杯を卓たくに戻した。

「寝ねてるって見せかける小細工でも…………小細工？」

　自分の独り言に、はっと卓を見下ろした。

　並べられた食器をじっと見つめ、「そうか」とうわごとのように呟つぶやく。

「あ、でも──」

　ぐっと眉まゆをよせて考えこんでいると、部屋の外でなにか騒ぐような気配がした。

　なんだろう、と顔をあげたリリアーヌの耳に、ウォンッ、という太い響ひびきが届く。

「フォルス！」

　中にはいりたがる狼おおかみと追い払はらおうとする騎士とで、ちょっとした騒そう動どうになっているのだろう。

　思わず立ちあがったリリアーヌは、しかしそこで動きを止めた。喧けん騒そうの続く扉とびらを凝ぎよう然ぜんと見つめ、「もしかしたら」「ううん、だけど」と自問自答を繰くり返す。

　やがて黙だまりこんだ彼女の瞳には、強い意志の光が宿っていた。







　コンコン、と内側から響いた音に、扉の前に立っていた騎き士しは鍵かぎをとりだした。鍵かぎ穴あなにさしこみ、解かい錠じようしたところで慎しん重ちように扉を開くと、するりと足元を灰色の影かげが抜けでていく。

「うわっ」と声をあげるが、そういえばと、昨晩慰なぐさみにあの狼を部屋にいれたと聞いていたことを思いだす。

　続いて手押し車にリネン類を積んででてきた侍じ女じよに、彼はとり乱してしまったことを誤ご魔ま化かすように声をかけた。

「中の様子はどうだった？」

　話しかけられるとは思っていなかったのか、わずかに肩かたを揺ゆらして侍女は足を止めた。

「やはり、気落ちしておられるようで……食しよく欲よくもあまりないと、臥ふせっておいでです」

　顔を伏ふせがちにしてちらちらと扉を見ながら、中を気にするように小声で答えた侍女に、騎士は笑い飛ばすように鼻を鳴らした。

「お嬢じようさまの気まぐれだ。そのうち諦あきらめるだろう」

「──だといいのですが。……では、失礼いたします」

　思案げに言い置いた侍女は再び手押し車を押し、その場をあとにした。




　廊ろう下かを曲がった途と端たん、それまで伏せがちにしていた顔をあげると、彼女はさっとあたりを見回した。耳をすませ、だれも追ってくる様子がないことに、ほっと息をつく。

「──うまくいった」

　ひとまずの成功に胸をなでおろすのは、部屋に閉じこめられているはずのリリアーヌその人だった。お仕着せを纏まとい、まとめた髪かみを白いボンネットで被おおった姿は、どこから見ても城に勤める侍女そのものだ。

「あとは、フォルスだけど……」

　お願い、と父の居室の方へ祈いのるように視線を投げたあと、リリアーヌはあたりを警戒しながら手押し車を押し、使用人用の通路へと身を滑すべりこませた。

「人手がすくないことを、よかったと思う日がくるなんてね」

　城砦の中心をなすこの城には、管理責任者であるブノワ男だん爵しやく一家と、王宮から派は遣けんされてきた官かん吏り、さらに騎士団がつめている。

　騎士たちは身の回りのことは自分でするのが基本で、食事や掃そう除じ洗せん濯たくなどを請うけ負う最低限の使用人がいるだけだ。

　生きつ粋すいの騎士の家系である男爵家にしてもそれは同じで、侍女などの数は他の貴族に比べて圧あつ倒とう的にすくない。預かる城を管理維い持じできるだけの人員しかいなかった。

　人ひと気けのない通路で、リリアーヌは台に乱雑に積まれたリネンの下から布で包まれた剣をひっぱりだした。

「だれにも会わないと思うけど、念のため」

　さらにそれをリネンでくるむと、抱えて歩きだす。

「──ごめんなさい」

　ちらりと背後を見返り、入れ代わるために当て身を食くらわせて気絶させた侍女にそっと詫わびる。戻もどってきた時にはどんな謝罪もさせてもらおうと心に決めて、リリアーヌは先を急いだ。

　彼女がいつ目覚めるかわからなかったし、別の人間が彼女の不在に気づくことも大いにありうる。その前に門をでておく必要があった。

「でも、フォルスがうまくお父さまに届けてさえくれたら……」

　計画を実行するにあたって一番の問題は、父にどうやってことの次し第だいを報しらせるかだった。

　アルベールがことを起こしてしまったら、それは黒鷹騎士団の、ひいては団長である父の責になる。知らなかったではすまされない。

　なにより、彼の息のかかった者が騎士団内部にどれほどいるかわからないのだ。下へ手たをしたら、城砦ごとのっとられる可能性すらある。

　今はアルベールを止めることが先決だが、浮うかんだ考えを杞き憂ゆうだと切り捨てるには、黒鷹において彼の存在は大きすぎた。

　しかし、報せようにも面会も叶かなわない、手紙などの接せつ触しよくも一いつ切さいだめとなると、方法がない。抜けだす時に告げていく余裕など、とてもあるとは思えなかった。

　そんな時に思いついたのが、フォルスだった。

　フォルスの首には、アルベールの目的から、騎士団の内部に間かん諜ちようがいる可能性までを書き記した布を巻きつけてある。

　あれを彼がうまく父のもとへ運んでくれれば。そして、父が気づいてくれれば……。

「大だい丈じよう夫ぶ。フォルスは賢かしこいもの」

　父のところへ、と言えばなにがあってもむかってくれるはずだ。あとは、にわかには信じがたい事実を、父が信じてくれるかどうかだった。

　そこは父を信しん頼らいするしかない、とリリアーヌは意識をこの先へと切り替かえた。

　洗せん濯たく室へと足を運ぶとリネンを置き、剣けんが包まれた布をさりげなく身体からだで隠かくしながら外へと続く戸を開ける。幸い、城内や騎士たちの宿舎から運ばれてくる洗い物が山をなす慌あわただしい室内で、こちらの動きに目を留める者はいなかった。

　外へでたリリアーヌは周囲に気を配りながら、廏きゆう舎しやへとむかう。

「小さいころお兄さまたちと駆かけ回ってたのが、こんなとこで役立つなんて」

　なにごとも経験だと苦笑する。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいで活発な少女にとって、広い城内は格好の遊び場だった。冒ぼう険けんと称しようして兄たちと色々な場所に潜もぐりこみ、とんだお転てん婆ばだと、両親、特に母親を嘆なげかせたものだ。

　──また、心配かけちゃうかな。

　やや表情を陰かげらせるも、リリアーヌの足が止まることはなかった。

「今は朝食の時間帯だから、廏舎にはだれもいないはず」

　それも考えにいれて、練った計画だ。世話をする番の者たちが戻ってくる前に、馬をひきださなくてはならない。

　あの日の午後、アルベールが隊を率いて出発してから、すでに一日半が経過していた。

　彼らの出しゆつ立たつは、侍女に探さぐりをいれるまでもなくすぐにわかった。城全体が慌ただしく、窓からも騎士たちが準備に奔ほん走そうする様子が見てとれ、否いや応おうなく知ることができた。

　その様に焦あせる気持ちを抑おさえつけ、リリアーヌは侍女の動きを観察した。部屋を訪おとずれる時間は二日とも同じで、滞たい在ざい時間は長くはない。

　入れ代わるにしても、時間はかけられないということだ。

　一方で、一日目は侍女がやってくるたび、父へのとりつぎを頼たのんだ。自分の性格からして、いきなりおとなしくなっては逆に勘かんぐられるだろうと思ったからだ。

　二日目になって、ようやく諦めるような素そ振ぶりを見せ、気落ちしている風を装った。そうして、せめてフォルスを連れてきてくれないかと頼んだのだ。

「ここからフェルディナンまで、馬で約半日。そこからすぐ王都に出発するにしても、すでに発たたれたあとのエドワールさまを追うにしても、辺境伯領をでるまでは手出しは控ひかえるはず」

　遅おくれること一日半。王子が王宮からの通達に従ってもっとも早く動いていても、ここから直接辺境伯領の先へむかえばまにあうはずだ。

　逆を言えば、確実に王子に追いつく機会はこの一度きり──。

　思ったとおり人気のない騎士団の廏舎で、慣れた手つきで馬の準備をしながら、リリアーヌは頭の中に地理を浮かべた。

　馬車がとおれるよう整備された道はかぎられている。時間制限のある中、王都へむかうのならなおさらだ。

「大丈夫」

　リリアーヌは自分を鼓こ舞ぶするように頷うなずいて、剣に巻かれた布をはずした。密ひそかに城下へいく時用のめだたない外がい套とうをお仕着せの上からはおると、その下に剣を隠し持つ。

　そのままなに食わぬ顔で、馬をひいて城の裏手の出入り口へとむかった。

「急ぎの使いで」と門番に告げれば、お仕着せの効果もあってあっさりととおされる。

　リリアーヌは門番の目を逃のがれたあたりで、身につけていたエプロンを脱ぬいだ。ボンネットも持ってきた外出用のものに替え、手にしていた剣をサッシュベルトへと挟はさみこむ。

　急ぐからとこの格好で町中を疾しつ走そうしては逆に人目をひくと、逸はやる心を抑えつけて速足で外がい郭かくの門へと馬を進めた。

　町の中心を抜ぬけ、門が見えてくると、さすがに鼓こ動どうが速くなっていくのがわかった。

　──おちついて。城の時と同じように、普ふ通つうにしてたらいいんだから。

　リリアーヌは深く息を吸いこむと、馬をおり、門へとむかった。なにげない素振りで「おはようございます」と声こわ色いろを変えて話しかける。

「おや、お嬢さん。こんな早くからお出かけですか」

「ええ。所用で隣となり町まちにいかないといけないの」

　こちらも特に疑われることなく、「お気をつけて」と見送られる。

　城壁から十分距きよ離りをとったところでうしろを振ふりむいたリリアーヌは、「はっ」と短いかけ声とともに思いきり馬を走らせた。
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　その宿は、宿屋が軒のきを連ねる辺りから離はなれた場所にあった。喧けん騒そうは遠く、比ひ較かく的裕ゆう福ふくな者たちの住まいが集まる一角にあるそこは、酒場と一いつ緒しよになったような宿とは一線を画している。

　──ここに、エドワールさまが……アルベールがいる。

　床ゆかに敷しかれた絨じゆう毯たんから調度品にいたるまで、品のよさを漂ただよわせる館内を見回して、リリアーヌはいよいよだと気をひき締しめた。

　グランフォーレをでてから彼女は一路北に進路をとった。

　フェルディナンから王都へむかう場合にとるべき道、エドワールたちがもっとも早く辺境伯邸ていを発った場合に進んでいるだろう距離、そして彼らが宿しゆく泊はくできるだけの宿があるだろう規模の町──それらを考えあわせた結果、割りだした町をめざした。

　こうしたこともまたアルベールから教わったのだと思うと皮肉だったが、そういった意味で彼は本気で自分を育てていたのだと痛感する。

　彼にとって自分はなんなのか。

　考えれば考えるほどわからなくなっていく葛かつ藤とうを胸に、リリアーヌは無事にこの宿を探しあてたのだった。

「その点は、アルベールたちが一緒にいて助かった……って言うべきなのかな」

　このあたりで黒鷹騎士団の名を知らない者はいない。彼らの纏まとう黒衣はその実力とともに有名で、街かい道どう沿いでもとおらなかったか聞けば即そく座ざに答えが返ってきた。

　エドワールたちだけなら、こう簡単にはいかなかっただろう。

「それにしても──緩ゆるすぎる」

　静かな廊ろう下かに、リリアーヌはつと眉まゆを顰ひそめた。

　ここにはいってくるまでも、散々感じたことだった。

　外套を脱ぎ、ボンネットを替えてエプロンをつけ直しただけで、宿の従業員たちはリリアーヌを客のだれかの使用人だと疑いもなく信じた。貴族や裕福な人々は旅にも使用人を連れ歩くため、それ自体は納なつ得とくできる。

　が、アルベールがいてのこれは、いかにもお粗そ末まつだった。

　庭をのぞいてみて騎き士したちが見張りにあたっているのが見えなかったら、ここにはいないのでは？　と思うところだ。

「エドワールさまの目に留まる部分だけとり繕つくろえばいい、ってこと？」

　もしくは、わざとなのか。

　口の中で呟つぶやいて、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつ。

　嫌いやな予感に駆られて、リリアーヌはエドワールが宿泊していると思おぼしき部屋へと急いだ。

　扉とびらの前に立つ、見慣れた黒衣姿に知らず喉のどが鳴る。

　今の格好はここの女性たちのお仕着せと色が似ている上、従業員もその階級や役職によって制服が替わるのだ。自分だと気づかれさえしなかったら誤ご魔ま化かせるだろう。

「あれが、アルベールじゃなければ」

　遠目でも見み間ま違ちがうはずがない。あれは違うと確信して、リリアーヌは騎士のところへむかった。伏ふし目がちに近づいた彼女に、「なんの用だ」と威い圧あつ的な声がかかる。

「ご用聞きにまいりました」

「またか。王子さまのご機き嫌げんうかがいもご苦労なことだ。──はいれ」

　聞こえるか聞こえないか程度の大きさで吐はき捨てると、騎士は顎あごをしゃくった。

　リリアーヌは粗そ雑ざつな態度に動きそうになった眉をこらえ、一礼する。よくない感覚がますます強くなるのを覚えながら、「失礼いたします」と扉のノブを握にぎった。

　一いつ瞬しゆん、身体に緊きん張ちようが走はしる。だが、騎士に不ふ審しんに思われる前に扉を開けた。

　さっと室内に視線を走らせ、細く安あん堵どの息をつく。

　もしかしたらアルベールがいるかもしれない、と思ったのだ。

　しかし、控えの間らしい小さめの室内にはこれといって人ひと影かげはなかった。どうやら、エドワールは屋や敷しきから使用人を連れてきてはいないようだ。

　──狙ねらわれてるってわかってるから、足手まといにならないようにとか？

　とりあえず今は好都合だと、扉を閉めて室内をつぶさに観察する。

　──奥に扉……外から見た様子とあわせると、たぶん、前室、居室、寝しん室しつの一いつ般ぱん的な造り。この部屋に人が潜ひそめるような場所は見たところなし、と。

　怪あやしい点はないのを確かく認にんして、リリアーヌは居室へ繫つながる扉へむかった。

　──それにしても、アルベールはどこに？

　いないはずがないのに姿が見えないことに、ほっとするのとは別に焦しよう燥そうが募つのる。

　一方で、いよいよエドワールと顔をあわせるのだと思うと、これまでの警けい戒かい心しんからくる緊張とは違う緊張があった。そもそも社交の場にでていないリリアーヌには、貴族と顔をあわせた経験がほとんどない。王族ともなると、雲の上の存在に等しかった。

　自分の言い分を信じてもらえるだろうか、と不安がよぎる。

「ううん、信じてもらうのよ」

　ぎゅっと拳こぶしを握り、リリアーヌは扉をノックした。

　けれど、待てど暮らせど返答がない。まさかいないのか、と思いながらもう一度ノックをすると、意を決して扉に手をかけた。

「申しわけありません。失礼……ッ」

　扉を開け、室内をうかがおうとした瞬しゆん間かん、リリアーヌは鋭するどく息を吞のんだ。

　横合いから音もなく突つきつけられた刃やいばが、行く手を阻はばんだのだ。

「──部屋を間違えてるぜ、お嬢じようさん」

　同時にかけられた声に、すばやく視線を走らせる。

　そこには壁かべにもたれかかるようにして、握った剣けんだけをこちらにむけた男の姿があった。

　年のころは、自分より三つか四つ上だろうか。短めの亜あ麻ま色いろの髪かみに、きりっとした鼻び梁りよう、口元はからかうような笑えみを含ふくんでいるが、瑠る璃り色いろの瞳ひとみだけは剣けん吞のんにこちらを見下ろしていた。

　身につけている服は簡素ではあるが上等の物だ。立ち姿や纏う威いというのだろうか、いかにも貴族的なのに、どこか野性的な雰ふん囲い気きが漂うのは、堅かた苦くるしいとばかりにわずかに着き崩くずしているからか。それとも、長身でしなやかな体たい軀くが鍛きたえあげられたものだと、服の上からでも見てとれるからだろうか。

　アルベールや兄たちとも違う匂においのする男の姿に、数瞬立ちつくしていると、すっと細められた眼光が鋭さを増した。
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　リリアーヌは慌あわてて一歩下がると面おもてを伏せた。

「申しわけありません。ご用うかがいに、」

「さっきのヤツにいらないと伝えたはずだがな」

　ぶれない切っ先がぎらりと光を返す。

　控ひかえの間にだれもいないのはそういうことだったらしい。この調子では、ここの人間ではないことにも気づかれているだろう。

　それなら、とリリアーヌは覚かく悟ごを決めて顔をあげた。

　発される威い圧あつ感かんに背に汗あせが滲にじむが、表情には微み塵じんもださず、男を見返す。一瞬の睨にらみあいのあと「実は」と単刀直入に切りだそうとした直前、

「どうかしたかい、レオン」

　扉の開いていた寝室の方から声が届いた。はっとそちらを見やると、ゆっくりと人影が姿を現した。

「エドワール」

　隣となりからあがった呼びかけに、リリアーヌは軽く息をつめて、その姿を凝ぎよう視しした。

　──この方が、陛下の……

　黄みがかった柔やわらかな褐かつ色しよくの髪に、穏おだやかな青い瞳。それらといささか線の細い身体からだ付きが、どことなく儚はかなげな印象を与あたえた。か弱いということではなく、浮うき世よ離ばなれしたような、とでも言った方がいいだろうか。

　──あ、足が。

　歩き方がぎこちないと思えば、片足が悪いのか、杖つえを突いている。

「そちらのお嬢さんは？」

　ふとこちらに視線をむけ、小首を傾かしげたエドワールに、不ぶ躾しつけに見つめすぎていたことに気づく。いけない、と瞬まばたきして余計な思考を払はらうと、窓辺に立つ彼へとむき直った。

　真横から殺気にも似た気配が肌を刺さす。

「わたしは──」

　小さく喉を上下させて口を開いた時、チカリと瞬またたいたなにかに目を眇すがめる。

　なに？　とリリアーヌはエドワールの背後へ視線を巡めぐらせた。

　部屋に明かりを採りいれるためだろう。居間の南側は広く窓がとられており、さらに直接外にでられる硝子ガラス戸どがある。

　大きく傾かたむいた太陽の日ひ射ざしが、庭園の所々に濃こい影かげを作りだし──

「──ッ！」

　リリアーヌはある一点で動きを止めると、ひゅっと息を吞んだ。

　影の落ちた木の上に、茂しげった枝々にまぎれるようにして潜む人影があった。その腕うでに抱かかえられているのは──銃じゆうだ。

　こちらに狙いを定めた銃じゆう身しんの先が陽光に鈍にぶく光を返し、それが視界にちらついていたのだ。

「エドワールさま!!」

　理解するが早いか、リリアーヌは突きつけられた剣にもかまわず、エドワールにむかって飛びだしていた。

　自分から刃に突っこんでくるとは思わなかったのか、ぎょっとしたように剣がひかれる。それでも肌はだに走った熱さにどこかにかすめたのがわかったが、今はどうでもよかった。

　なにごとか、と双そう眸ぼうを見開いたエドワールが、たじろいだように足をひいたのとほぼ時を同じくして、ドン！　と重い音が空気を震ふるわせた。

　銃声だ、と認識するより先に、リリアーヌはエドワールに飛びついていた。

　うわっ、とあがった声が、硝子がくだけ散る音にかき消される。

　バラバラと降り注いだ破は片へんからかばうように、倒たおれこんだエドワールの身体を抱だきこんだ。

「っ、お怪け我がは!?」

「ぃえ、私は……それより、あなたが」

　しかし、すぐに身を起こしたリリアーヌは、気き遣づかう声を無視して外へ顔をむけた。

　狙そ撃げき手しゆは？──と視線を投げながら、スカートの下へと手を伸のばす。

「──いた」

　木の上にいた人影は邪じや魔まがはいったことを悟さとると、躊ちゆう躇ちよすることなく木から飛びおり、茂みへと踵きびすを返した。

　リリアーヌはブーツの口に仕込んでいた小刀をひき抜ぬくと、その背にむかってまっすぐに投げつける。だが、相手の動きの方がわずかに早く、茂みの奥へと姿を消した。

「逃にげられた…っ」

　悔くやしさに唇くちびるを嚙かんであたりを見回せば、外は大おお騒さわぎになっていた。

「なんだ今のは！」「殿でん下かはご無事か」と怒ど号ごうが飛び交かい、騎き士したちが駆かけつけてくる。

　ここにいるのが彼らにばれたらまた一ひと騒そう動どうありそうだ、と思いながら、リリアーヌは立ちあがり様、エドワールへ手をさし伸べた。

「突とつ然ぜん、失礼いたしました」

　いえ、と微び笑しようを浮うかべて首を振ふったエドワールは、一応こちらの手をとったものの、杖を使ってほとんど自力で立ちあがる。

　さて、なにから話したものか、と逡しゆん巡じゆんしていると、前まえ触ぶれもなく「ちょうどいい。持て」と雑ざつ囊のうを押しつけられた。

「えっ？　ちょ……」

　いきなりのことに目を白黒させている間にも、荷を押しつけてきたレオンと呼ばれた男は、エドワールの腕を自分の肩かたに回して支え、顎あごをしゃくった。

「いくぞ」

　どういうことかと問う前に、レオンはエドワールを連れて足早に廊ろう下かの方へとむかう。外では内から錠じようの落とされた硝子戸の前で、騎士たちが開けろと声をあげている。

「……ああっ、もう」

　双そう方ほうを見比べたあと、リリアーヌはわけがわからないながら踵きびすを返した。控えの間に足を踏ふみいれれば、二人の姿はすでに廊下にあった。

「なにしてる、早くこい！」

　足の不自由なエドワールを連れているとは思えない速さに驚おどろきながらあとを追う。と、扉とびらの脇わきに倒れこんでいる騎士の姿があった。

　思わず足を止めたリリアーヌだったが、二人はかまう様子もなく先へ進んでいく。

　どうやら、これはレオンの仕し業わざらしい。

「なにが、どうなってるの？」

　──これじゃ、まるではじめから計画されてたみたい。

　訝いぶかしげに抱えた荷物に目を落としたリリアーヌは、唇をひき結ぶと二人へと駆けよった。

「これって、一体どういうことですか？」

　レオンに並び、説明をと声をかける。瑠る璃り色いろの瞳ひとみがちらりとこちらを一いち瞥べつした。

「どうやって、ここまできた？」

「え？──どうって、馬ですけど」

　質問とはまったく関係のない問いについ答えたあと、眉まゆをよせる。

　一方のレオンは「上等だ」と唇を歪ゆがめたきり、それ以上口を開こうとはしない。エドワールも同様で、今はなにも語るつもりがないのが知れた。

　こうなったらついていくよりしかたがない、と腹をくくったところで、前方から「若さま方！」と声が聞こえてきた。

　見れば御ぎよ者しやだろうか、初老の男性が「こっちです」と手を振っていた。

「こちらから裏口にでられます。馬は裏門に繫つないでありますから」

「悪い。助かった」

「こんなことくらいしかできませんから。お二人とも本当にお気をつけて……」

　裏の通路を案内しながら交わされる会話に、リリアーヌは自分の推測が正しいことを知る。

「──最初から、騎士たちを撒まくつもりだったんですか？」

　アルベールのことがある以上、責める権利などない。わかっていても声が低くなるのは抑おさえられなかった。

　そんな彼女をレオンが鼻先で笑った。

「エドワールは最初から言ってたはずだぜ？　騎士団の派は遣けんは必要ないってな──なあ、黒鷹のお嬢じようさん？」

「！　どうして……」

　名乗ってもいないのにあてられた正体に、啞あ然ぜんとする。

　しかし、リリアーヌが問い質ただすより早く、レオンは「詮せん索さくはあとだ」と話をうち切った。

「ここをでるのが先決だ。どうやら、早々に狙ねらってる連中もいるみたいだしな」

　さがれ、という声にはっとした時には、レオンは空いた右みぎ腕うでで剣けんを抜き放っていた。

　目前に迫せまっていた開け放たれた裏口に、黒い影が立ち塞ふさがる。騎士のだれかが駆けつけてきたのか、とよぎった考えは、その手に握にぎられた剣がこちらをむいたと同時に破られた。

　レオンはエドワールを支えたまま、人影へとむかっていく。垣かい間ま見みえたエドワールの横顔にもまた、怯ひるんでいるような様子はなかった。

「待っ──」

　とっさにあげた声が、高く剣の交わる音にかき消される。三合と打ちあうのを待たず弾はじき飛ばされた相手の剣に、リリアーヌは瞠どう目もくした。

　──強い！

　そのまま腹を蹴けりつけられた人影がうしろへ吹ふっ飛とぶのを、ただ見ているしかなかった。

　ちらっとこちらを見返って無言で外へ踏みだしたレオンに、リリアーヌは喉のどを鳴らすとたっと駆けだす。呻うめく人影を横目に、レオンたちと裏門へと急いだ。

　その時、射い貫ぬくような視線を感じ、ぞくりと肌が総毛立った。

　──アルベール……！

　止まりそうになった足を叱しつ咤たする。振り返りたい衝しよう動どうをこらえ、リリアーヌはからみつく視線を振り払はらうようにその場をあとにした。







　宿をでた足で、三人は馬にのって町をあとにした。

　追っ手がないのを確かく認にんしながら馬を走らせ、これ以上は灯あかりなしでは危険だと判断したところで、近くにあった村で宿を借りることにする。

　日が落ちてから訪おとずれた彼らは驚かれながらも、エドワールたちの貴族的な風ふう体ていにか、渡わたされた謝礼にか、村長宅に招きいれられることになった。

　そうして腰こしをおちつけたところで、リリアーヌは改めて彼らとむかいあっていた。

「さて、と。さっきのが一体なんだったのか、説明してもらおうか、お嬢さん」

　足を組み、椅い子すの背に片かた肘ひじをかけた姿でこちらを睥へい睨げいしたレオンに、「レオン」とエドワールが窘たしなめるような声をあげた。しかし、歯し牙がにもかけない様子の彼に短く嘆たん息そくすると、エドワールはリリアーヌにむき直った。

「さきほどは助けてもらった礼も言ってませんでしたね。おまけに怪我までさせてしまって」

　丁てい寧ねいに礼を口にしながら、こちらの肩かた口ぐちへ気遣わしげに目をくれたエドワールに、慌あわてて首を横に振る。

「止やめてください！　お礼を言われるようなことはしてません」

　これくらいはかすり傷だと、レオンの剣によって切れた袖そでを押さえた。

「こちらこそ、数々のご無礼をお許しください。すでにご存じのようですが……わたしは、リリアーヌ・ブノワ。グランフォーレを預かるブノワ男だん爵しやくの長女にございます」

「そういえば、自己紹しよう介かいもまだでしたね。私はエドワール・ヴァレリーです」

　もうその家名を名乗るべきではないのかもしれませんが、とどこか寂さびしそうに笑って、エドワールは隣となりに目をむけた。

「彼はレオン・ヴァレリー。私の義弟おとうとです」

「義弟……」

　では、彼が名実ともにフェルディナン辺境伯の長男にあたる人物なのだ。

「義弟は私と違ちがってかなりの腕うで利ききでね。頼たよりになる」

　そうレオンの腕を叩たたく仕草からは、彼に対する厚い信しん頼らいが見てとれた。

　──それに、ああ言ってるけど、エドワールさまご自身もそれなりの使い手に思える。

　レオンに支えられながらとはいえ、あれだけ動くことができるのだ。馬も相当な速さで駆けさせてきたが、一度も遅おくれることはなかった。馬もだが、乗り手も熟練している証しよう拠こだ。

「とはいえ、あなたの兄上たちほどではないでしょうが」

　苦く笑しよう気味に続けられた言葉に、リリアーヌははたと思考から立ち戻もどった。兄、で思いだしたそれに、レオンへと視線を移した。

「そういえば──どうして、わたしが黒鷹騎き士し団だんの団長の娘むすめだって……」

　名乗った覚えもないのに正体を言いあてられたことに言げん及きゆうすると、レオンは「そんなことか」と唇くちびるの片かた端はしをあげた。

「グランフォーレの三兄きよう妹だいはこの近きん隣りんでは有名だからな。上の二人はその腕うで前まえを買われて揃そろって近衛このえに抜ばつ擢てき。なにより──末すえ姫ひめは女だてらに騎き士しの真ま似ね事ごとをする、手がつけられないお転てん婆ばだ、てな」

　言いながら無造作に伸のびた手が、今はおろされている髪かみを一ひと房ふさすくいあげた。

　リリアーヌはその言動にかっとしかけ──レオンの瞳に宿る試ためすような色に気づいて、ぐっと気持ちを抑えた。

　──いつも言われてることじゃない。この程度で動どう揺ようしてたら、未熟だって思われる。

　髪に触ふれたのは、たぶん耳にしていた容姿の特とく徴ちように合がつ致ちしたという意味合いだったのだ。自分のとった行動に容姿、それらから彼はこちらの正体を見み抜ぬいたことになる。

「……ご慧けい眼がん、おそれいります」

　リリアーヌはゆっくり息を吸いこむと、努めて冷静に言葉を返した。

　だが、無言で深くなった笑えみに、色々見み透すかされているような気がしてならない。ばつの悪さを覚えるが、それ以上どうこう言うつもりもないのか、レオンは「で？」と促うながしてくる。

　最初に戻った話題に、リリアーヌはすっと背を正した。

　王宮より書簡が届いてからの顚てん末まつを簡潔に語る。黒鷹騎士団の恥はじをさらすことになるが、国の大事の前には瑣さ末まつ事ごとでしかなかった。

「──なるほど、ね。たしかにあの男、食えなそうな感じはしたがな。でもって、お嬢さんはそいつの企たくらみを阻はばむためにきたってわけだ」

　すべてを聞き終えたレオンが、トントンと思案げに指先で膝ひざを叩く。

「はい」と頷うなずくと、こちらも考えこむ面おも持もちのエドワールが口を開いた。

「そうですか、彼が……。だれに与くみしているのかは、わからないんですよね？」

「申しわけありません。そこまでは……」

　せめて、なんのために騎士団に潜もぐりこんでいたのかがわかればよかったのだが、とリリアーヌは面おもてを歪める。

「──わかった」

　三人の間に落ちた重苦しい沈ちん黙もくを破ったのは、レオンの鈍にぶく膝を打つ音だった。

「情報を感謝する。あとはこちらで対処する」

　一いつ瞬しゆん意味を摑つかみかねたリリアーヌだったが、話は終わりだと腰をあげかけたレオンに、まさか！　と椅子を蹴ったてて立ちあがった。

「待ってください！　ひょっとして、二人きりで王宮へむかわれる気ですか!?」

「それ以外、なにがある」

　当然という顔のレオンに、目を瞠みはった。

「そんな無む茶ちやな……わたしもご一いつ緒しよします。いえ、連れていってください！」

　摑みかからんばかりに言い募つのれば、不思議にきらめく濃こい色の双そう眸ぼうがつっと上から下までこちらの身体からだをなぞった。やがて、ふっと鼻を鳴らす。

「噂うわさになるだけあって、たしかに目や反射神経はいいみたいだが、握ったら折れそうなその細ほそ腕うででなにができるって？　子どもは帰って親の手伝いでもしてろ」

「そうです。騎士団のことは残念ですが、後こう継けい者しやの選定の件は、本来あなたには関係のないことなんですから。危ないことに女性を巻きこむような真似はできません」

　あからさまな荷物扱あつかいに、リリアーヌは腹立ちをこらえるようにきつく拳こぶしを握った。

「……わたしが見た目どおりの女子どもなのかは、剣を握らせてみればわかることです」

　声を抑おさえながら脇わきに立てかけてあった剣を一いち瞥べつすると、二人へ挑ちよう戦せん的な視線を投げかける。

「これでも騎士たちとともに訓練を積んできました。黒鷹の誇ほこりはわたしにだってあります」

　そうでなければどうしてここにいよう、と言外に告げる彼女に、レオンがおもしろそうに瞳ひとみを細めた。

「国を護まもるのが、騎士の務め。ならば、どうして無関係などと言えますか？」

「ですが……」

　少女の気き迫はくに驚おどろき入った様子ながら、なおも渋しぶるエドワールに、「わかりました」とリリアーヌは顎あごをひいた。

「でしたら──勝手についていかせていただきます」

「リリアーヌさん！」

　それなら文句はないだろうと強い決意を滲にじませれば、エドワールの焦あせった声とは別に、くっと低い笑いが空気を震ふるわせた。

「──いいだろう。そこまで言うなら、連れてってやる」

「レオン！　一体、なにを…っ」

「ただし。足手まといになるようなら、捨ててくぞ」

　エドワールを制し、鋭するどい瑠る璃りのまなざしが挑いどみかけるようにこちらを射い貫ぬいた。

　その覇は気きに、ごくり、と我知らず喉のどが鳴る。

「かまいません」

　しかし、目をそらさず言い切れば、にやりと笑って手を伸ばされた。

　──とりあえずだけど、認めてもらえた。

　リリアーヌはふつふつと湧わきあがる高こう揚ように高まる鼓こ動どうを感じながら、さしだされた掌てのひらを強く握にぎり返した。
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　夕暮れ時を前に、町は賑にぎわいを増していた。

　買い物にでる者、帰路を急ぐ者、今夜の宿をとろうという旅の者が通りを行き交かっている。あたりで一番大きな町だというだけあって、馬車も多く走っているため、ごった返しと呼ぶに相応ふさわしいありさまだった。

「なら、それでよろしく頼たのむ」

　グランフォーレからあまりでたことがなく、おちつかなげにあたりを見回していたリリアーヌは、交こう渉しようを終えたらしいレオンを横目で見上げた。

「──いいの？」

『一時的だろうと行動をともにするんだ。普ふ通つうに話せ。俺は単なる辺境伯はくの息子むすこにすぎん』

　一緒にいくことになってすぐそう言われ、リリアーヌは言葉遣づかいを改めていた。

　自分から見ればフェルディナン辺境伯は間ま違ちがいなく大貴族だったが、「気取ったやりとりは社交の場だけで十分だ」と本人に言われては、しかたがない。

「なにがだ？」

　店を離はなれて歩きだしたレオンが怪け訝げんそうにこちらを見下ろす。

「馬のことか？　だったら、言っただろ。あいつの足の負担を考えれば馬車の方が楽だからな。どっから狙ねらわれるかわからないなら、なおさらだ」

　彼は今しがた、のってきた馬のうち一頭を処分し、代わりに、物はいいが外観はなんの変へん哲てつもない馬車を手配したところだった。

　その話を聞いた時、だったら伯はく爵しやく家の馬車を置いてこなかった方がよかったのでは？　と聞いたリリアーヌに返ったのは、

「あんな、立派な紋もん章しようの刻まれたのにのってたら、だれがのってるか言いふらして走ってるようなもんだ」

　という、もっともな答えだった。

　だが、聞きたいことはそんなことではない。

「そうじゃなくて、エ……あの方を一人で残してきていいのかってこと」

　そう、今この場にエドワールはいなかった。

　どちらかといえば富ふ裕ゆう層の宿しゆく泊はくする警備のしっかりした宿とはいえ、命を狙われている彼を一人で留守居させるなど無防備すぎる。

　しかし、レオンは拍ひよう子し抜ぬけしたように肩かたを竦すくめた。

「なんのために、あの宿を選んだと思ってるんだ？　それに、あいつはああ見えて腕うでがたつ。自分で自分の身を護ることぐらいできるさ」

　それに、と瑠る璃り色いろの双眸があたりを見回した。

「この人ひと混ごみじゃ、連れてる方が色々危ない」

「だったら、せめてどっちかが残るとか」

「悪いな。まだ、そこまで信用できないんでね」

　さらりと告げられた言葉に、ちくりと胸が疼うずく。それを払はらうようにリリアーヌは頭かぶりを振ふった。

　──レオンの言うことは当然じゃない。昨日の今日で信じろとか、無理に決まってる。これから築いてかなきゃ。

　逆を言えば、レオンはエドワールをそれだけ信しん頼らいしているということだ。今まで兄弟としてすごしてきた年月が、二人を血によらない絆きずなで結んでいるのだろう。

「……ねえ」

　いささか迷ったあと、リリアーヌは隣となりに声をかけた。

　しかし返らない応こたえに顔をあげれば、レオンはじっと前方を見つめていた。

「どうか、した？」

　思わず身構えると、レオンは「ん、いや」と軽く首を振った。

「揚あげ菓が子しの店があると思ってな。──買ってやろうか？」

　にやりと笑ってこちらを見下ろした男に、かっと頭に血がのぼるのがわかった。

「わたしは子どもじゃないって言ってるでしょ！」

「ああ、そうだったな」

　癇かん癪しやくを起こした子をなだめるような手つきで頭を叩たたかれ、振り払おうとすれば、「おっと」と逃にげられる。

　敵を警けい戒かいしただけに、からかわれたことに余計に腹がたつ。

　この憤いきどおりをどうしてくれようか、と睨にらみつけると、レオンは変わらず笑えみを浮うかべながら、「で、なんだって？」と先を促うながしてきた。聞いていないようで聞いていたらしい。

　こうなると怒おこっている自分が本当に子どものようで、リリアーヌは大きく息を吐はきだした。

「本当に知らなかったのかと思って……その、彼が、本当の兄弟じゃないって」

　勢いに任せて言ってしまってから、さすがに不ぶ躾しつけだったかとレオンをうかがう。

　けれど、彼は気にした様子もなく、気軽に顎をひいた。

「あぁ、腹はら違ちがいだとは聞いてたが。父はもちろん母も、俺たちをわけ隔へだてするようなことはなかったからな。父の跡あとを継ついで、このまま二人で領地を護ってくんだとずっと思ってたぜ」

　レオンが懐なつかしむように目を細めた。

「……お母さまって、伯爵夫人よね？」

　遠えん慮りよ気味に言葉を挟はさんだリリアーヌに、なにが言いたいのか察したらしい。

「エドワールの母親は、出産の影えい響きようで身体からだを壊こわして、まもなく他界したらしい」

　だから母といえば一人だけだ、とレオンは続けた。

「ま、もともとうちの屋や敷しきの侍じ女じよだったって話だ。傍はたから見れば夫と使用人との間に生まれた子どもだからな、心中は複雑だったろうが……どっちかを特別扱あつかいするような真ま似ねは一度たりとも見たことがない」

　今の口くち振ぶりでは、夫人が本当のことを知っていたのかはわからなかったが、辺境伯夫妻のことを二人とも両親として慕したい、尊敬していたのは間違いない。

　そんな辺境伯だったからこそ、今回の事態に、一度は我が子と愛した王子のことをうち明ける決意をされたのだろう。

　それにしても意外だったのは──

　──エドワールさまのご生母が、フェルディナン辺境伯邸ていの侍女だったなんて……

　公おおやけにしなかった──つまり、できなかったということは、身分が高くなかったのだろうと思ってはいたが、当時の王太子の目に留まるくらいだ。王宮勤めだった女性が身ごもったことに気づき、都から遠く離れている上に権力争いからは距きよ離りを置いた辺境伯を頼たよって、フェルディナンにきたのだろうぐらいに思っていた。

「不思議そうだな？」

「そりゃ……」

　ふいの問いに、思考に沈しずんでいたリリアーヌはあいづちをうちかけ、はっとする。

　──もしかして、さっきの口にだしてた!?

　内心慌あわてふためきながらレオンを見つめると、彼はこらえきれなくなったように、くくっと喉のどを鳴らした。

「表情でばればれなんだよ。仮にも騎き士し団だんの一員だって言うなら、もっと感情をださない術すべを覚えろ」

「っ……いつもはちゃんとしてるわ！」

　もっともな指し摘てきにとっさに言い返すが、それこそ説得力がない。

　赤くなっているだろう顔を見せたくなくて、ふいっと横をむいたリリアーヌは熱くなった頰ほおにそっと指をあてた。

　──そんなに、顔にでてる？

　どうにもレオンといると調子が狂くるう。アルベール相手ならもうすこしは抑おさえられていた感情も、うまく制せい御ぎよできない。ついひきずられてしまう。

　こんなことではいけない、とぺちぺちと頰を叩いていると、

「──二十年前、陛下……当時の王太子殿でん下かがグランフォーレを訪おとずれたのを知ってるか？」

　笑いをおさめたレオンが唐とう突とつにそんなことを聞いてくる。

　脈みやく絡らくのなさに瞬またたいたリリアーヌは、首を横に振った。

　自分が生まれる前の話だ。両親たちからも特に聞いたことはなかった。

「表向きは王領の視察だったが、実のところ、病を患わずらったあとで療りよう養ようが目的だったらしい。王宮にいるより空気はいいし、のんびりできるからな」

「へえ、そんなことが……二十年前っていえば、マリアンヌさまがオルデンに嫁とつがれて間がないころだし、隣りん国ごくとの国境が一番穏おだやかだった時期だからかな」

　争いさえなければ、森が広がる静かな場所だ。療養にはもってこいだろう。

　とはいえ、両親や官かん吏りたち受けいれる側は、そうも言ってはいられなかっただろうが。

「グランフォーレの城は大おお騒さわぎだったでしょうね。陛下をお護まもりする騎士はたくさんいても、お世話する人員がうちにはすくないから」

　むろん、王宮から近衛このえや侍女たちを連れてきたのだろうが、人が増えればその分人手は必要になる。療養というからには、十日やそこらのことではないだろうから、なおさらだ。

　城下から急きゆう遽きよ人を集つどったのだろうか、と考えていると、レオンが「それだ」とこちらを指さした。

「人手が足りない。が、下へ手たな者を雇やといいれるわけにはいかない。そう考えたブノワ男だん爵しやくは、うちから人手を借りたのさ。仕事ができて、気立てのいい奉ほう公こう人にんを頼たのんでな」

「！　じゃあ、その中に……？」

「ってことなんだろうな。──でもって、彼女がこっちに戻もどってしばらくして、妊にん娠しんしてることが発覚したってわけだ」

　彼女は職を辞し、人知れず母子二人で暮らしていくつもりだったらしい。なにしろ、当時王太子は今の王おう妃ひとの婚こん姻いん間近だったのだ。

「余計な騒さわぎになるのを恐おそれて身を隠かくそうとしたところを、父が公にできずとも王子に日ひ陰かげ者もののような暮らしはさせられないっつって、自分の子にすることにしたらしい」

　レオンの語る言葉に耳みみを傾かたむけていたリリアーヌの頭に、ふとある疑念が浮かんだ。

「……ちょっと、聞いてもいい？　あ、答えたくないなら、いいんだけど」

　躊躇ためらいがちに横をうかがうと、なんだ、と目顔で先を促された。

「あなたのお父上は、疑わなかったの？　彼女が、噓うそをついてるんじゃないかって。都からは騎士たちだってきてたわけでしょ？」

　思いきって疑問をぶつけてみる。レオンはさして表情を変えるでもなく、「まあ、そう思うのも当然だな」とあいづちを返した。

「証あかしがあったのさ。獅し子しに柊ひいらぎ──アンリ二世陛下の紋もん章しよう入りの護り刀がな」

　リリアーヌは、なるほど、と二度三度と頷うなずく。

　紋章入りの護り刀は、王家に御み子こが誕生した際、国王、つまり父親から健すこやかな成長を願い子に与あたえられる最初の贈おくり物だ。そんな特別な品を彼女が持っていたということは、二人の間に浅からぬ関係があったことを意味する。

　その様がおかしかったのか横目で笑って、レオンは北の方角──おそらくは王都のある方へと視線を投げた。

「なにか困ったことがあった時には頼ってほしいっていう、想おもいの証のつもりだったみたいだな。それがあったら、訪ねてきても門もん前ぜん払ばらいってことは、まずない」

「紋章を賜たまわるくらいの仲だったってことだものね。それでも疑う人は疑うんだろうけど……」

　そこは陛下の判断だ。自分たちが口を挟むことではない。

　そんなことを考えていたリリアーヌは、「それだけじゃねえがな」とぼそりと落とされた呟つぶやきには気づかなかった。

　ただ、なにか聞こえた気がして顔をあげると、レオンは皮肉げというか、どこか冷めた笑みを口くちの端はしに浮かべていた。

「別に疑われたってかまわないんだがな、俺たちは」

「レオン……？」

「フェルディナンに戻って、元通り二人であの土地を護ってくだけだ。あいつだって、この話に乗り気なわけじゃない」

　思わぬ告白に、リリアーヌは軽く目を瞠みはった。

「意外か？」と問われ、曖あい昧まいに顎あごをひく。

　乗り気とまではいかなくても、すくなからずやる気なのだと思っていた。

　貴族たちに公布されてすぐフェルディナンを発たったエドワールだ。騎士団の派は遣けんを拒きよ否ひする意味合いがあったにしろ、指定された日時に確実にたどりつくためだったのではないだろうか。それこそが参加する意志のある証しよう拠こだと、勝手に考えていた。

　なにせ、時はひと月もない。順調にいけば問題なくつける日程でも、途と中ちゆうなにがあるかわからないとなれば、余よ裕ゆうはあってありすぎることはないのだから。

　リリアーヌの心中を読んだように、レオンが鼻先で笑った。

「尊敬してた父親が、実の父親じゃないって知らされることが嬉うれしいか？　望みもしない権力のためにまわりまで危険に巻きこむような、この状じよう況きようがか？　そもそも、権力が欲しいなら、あんな国の端はしで閉じこもってると思うか？──親おや父じが役目をはたせと臣下の礼をとらなきゃ……国が荒あれるのを黙だまって見てられるくらい薄はく情じようでいられりゃ、こんなとこにはいねえよ」

　だれがこんな厄やつ介かい、好んで背負いたいものか。

　吐はき捨てるように人ひと混ごみに散った呟きに、ガツンと頭を殴なぐられたような気がした。

　──そうだ……エドワールさまは、自分が信じてた全部がひっくり返ったんだ。簡単に受けいれられるわけ、ないじゃない。

　そして、レオンもまた傷ついているのだ。

　これからも隣となりにあると思っていた兄が、一夜にして遠い存在になったことに。知ってしまった以上、抗あらがいようのない運命の波に。

　さらには、流されるしかない、エドワールに……。

「ごめ……」

　リリアーヌは謝罪をしかけて、はたと口を噤つぐんだ。

　謝るのは、なんだか違ちがう気がした。

　自分がすべきなのは、考えの浅はかさに許しを請こうことではない。国を護る一員として、彼らの決意に報むくいることではないだろうか。

　ならば、とリリアーヌは足を止めると、レオンへ身体からだごとむき直った。怪け訝げんそうに立ち止まった彼を、まっすぐに見上げる。

「だったら、わたしが……自分がお二人を無事王都にたどりつかせてみせます！」

　言い放った直後、瑠る璃りの双そう眸ぼうが見開かれた。

　身み動じろぎもせず、啞あ然ぜんと自分より頭ひとつ分は低い少女を見下ろしていたレオンは、やがて大きく噴ふきだした。

「なんだ、そりゃ！　二人って、俺もはいってんのか」

「あたりまえです」

　人目もはばからず笑いだした彼に、リリアーヌはなにを言ってるんだと頷いた。

　自分の決意を笑われたのだ。さきほどまでならかちんときて、怒ど鳴なりつけていただろう。

　しかし今は、険しい雰ふん囲い気きを霧む散さんさせ、これまでとは違う無む邪じや気きな笑え顔がおを見せる彼に、嬉しさのようなものを覚えていた。

　互たがいの間にあった距きよ離りが縮まった気がするのは、きっと自分だけではない。

　とはいえ──

「──ちょっと、いつまで笑ってる気!?」

　彼のなにを刺し激げきしたのか、いつまでたってもおさまる気配のない笑いに、さすがにいらだってくる。目を吊つりあげたリリアーヌに、「悪い悪い」とレオンは目め尻じりを拭ぬぐった。

　……笑いすぎて、涙なみだまででていたらしい。

「まあ、なんだ。それは頼もしいな」

　じろりと睨にらみつければ、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをして頭に手を置かれる。言葉とは裏腹な行こう為いに、縮まったと思ったのはやはり気のせいだったのだと、小刻みに震ふるえる掌てのひらを握にぎった。

「全然っ、そんなこと思って──」

「ああ！　お嬢じようさんの服も買わないとな。俺がだめにしたんだし」

　怒鳴りつけようとした矢先、気勢を削そぐようにレオンがしらじらしい大声をあげた。

　こちらがなにかを言う前に、「似合うの選んでやるよ」と先に立って歩きだす。

　リリアーヌはその背を睨んだあと──ふっと苦く笑しようを滲にじませた溜ため息いきを落として、小走りにあとを追いかけた。
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　がやがや、と喧けん騒そう漂ただよう朝の食堂で、食事を終えた三人は、食器が片づけられたテーブルの上に簡素な地図を広げていた。

「できれば今日中に──」

　トントンと思案顔で地図を指先で叩たたいていたレオンが、なにかを言いかけて口を閉とざす。

　どうしたのかとリリアーヌが地図から顔をあげた時、「あの…っ」とかけられた声があった。目をむけると、わずかに頰ほおを紅潮させた宿の娘むすめが盆ぼんを持って立っていた。

「これ、その、サービスなので、よかったらどうぞ！」

　湯気をあげたカップが三人の前に置かれる。中で揺ゆれる深い色に、レオンは、おっ、と軽く目を瞠った。

「コーヒーじゃないか。いいのか？」

　上流階級で近年広まっている異国渡わたりの飲み物だ。リリアーヌ自身、数えるほどしか口にしたことのない高級品に、まじまじと少女の顔を見やる。

　だが、それに気づいた様子もなく、レオンに視線をむけられた少女は大きく頷いた。

「はい！　今度、うちでもとり扱あつかうことになったんです。だから、試飲って言ったらあれなんですけど、よかったら感想、聞かせてください」

「悪いな。ありがたくもらうぜ」

　もちろん感想もな、とカップを顔の高さまで持ちあげて、甘い笑顔を作った男に、いよいよ少女は真っ赤になる。エドワールの「ありがとう」という微笑ほほえみにも、いえっ、と勢いよく首を横に振ふると、彼女は足早にテーブルを去っていった。

　リリアーヌはカップの中のコーヒーに目を落とし、ついで周囲を見回した。

　──サービス、ねえ……にしては、ほかのテーブルには見あたらないけど。

　彼らと旅をはじめて五日ほどたつが、たまにある光景だった。

　馬車を替かえ、服装を改めた三人は、そこそこ裕ゆう福ふくな家の者とその連れといったいでたちだ。泊とまる宿も中からよくて上の下といったところで、とても王子一行とは思えないだろう。

　そうした宿で、立ちよる店で、レオンの色男ぶりは目をひいた。

　エドワールの見目もけして悪くないのだが、穏おだやかな印象で、華はなやかさという点でどうしてもレオンに目がいくのだ。

　おまけに、彼は女性に愛あい想そがいい。目があえば笑みを返し、言葉を交かわせばよくもまあと呆あきれるほど会話の端はし々ばしで相手を持ちあげる。そのくせ押しつけがましさはないから、大変女性うけがよかった。

　先日はいった既き製せい服ふくの店でも、あの手この手で接客にあたっていた店主の妻を……いや、店主までも籠ろう絡らくし、あれこれ融ゆう通ずうをきかせていた。

「これも処世術だろ？」と片笑む様を、彼女たちに見せてやりたいくらいだ。

　そうでかかった皮肉を、リリアーヌはコーヒーの苦みとともに飲みくだす。

　レオンもまたカップに口をつけながら、地図の一点を叩いた。

「ここまではいっときたいところだな。日程に余裕はあるが、近づけば近づくほどなにがあるかわからん。できるだけ時間を稼かせぎたい」

「そうだね。今の道は遠回りだし」

　エドワールが地図をのぞきこみながらあいづちをうつ。

　三人は襲しゆう撃げき者の目を誤魔化すため、最短経路をはずれ、エドワールの言う遠回りの道を選んでいた。レオン曰いわく、他の候補者と縁ゆかりのある領地をできるだけ避さけているらしい。

　──つい、アルベールのことばっかり警けい戒かいしてるけど、ほかの候補者たちが狙ねらってこないともかぎらないんだよね。

　本人はあずかりしらぬところで、周囲が動いているということも十分あり得る。

　最初の時以降、ここまで襲撃らしい襲撃はなかったが、問題の日と王都が近づくに従って危険性はあがる一方だ。

　油断は禁物だと改めて気をひき締しめたところで、リリアーヌはふと黙りこくったままのレオンの様子に気づいた。

　話は終わったのかと目をむけて、驚おどろく。鋭するどいまなざしで虚こ空くうを睨みつけているのだ。カップで口元が隠かくれてはいるが、その剣けん吞のんさはあきらかだった。

「──なにかあった？」

　彼の気にあてられて身構えながら声をかければ、瑠る璃り色いろの双眸がふっと瞬またたいた。

「ん、ああ……ここに、森があるだろ」

　レオンは険しさを払はらうように息をつきながら器うつわを机に戻もどし、地図につっと指を滑すべらせた。

　たしかにそこには、規模の程度までは不明ながら森があることが記されている。

　森……と口の中で呟つぶやいて、リリアーヌははっと顔をあげた。

「もしかして……」

　襲撃を危あやぶんでいるのか、とはさすがに周囲に人の目が多すぎて迂う闊かつに口にできない。

　だが、レオンは察したように顎あごをひいた。エドワールもまた目元に警戒を浮うかべる。

「仕し掛かけてくるなら、ここだ。待ち伏ぶせには格好の場所だからな」

　せいぜい杞き憂ゆうで終わるのを祈いのるさ、と軽く肩かたを竦すくめ、レオンはぐっとコーヒーを飲み干した。そして、手早く地図を丸める。

「ま、そこんとこだけ、頭に置いといてくれ」

　いくぞ、と椅い子すをひいたレオンに、リリアーヌは立ちあがると立てかけてあった杖つえをエドワールに手て渡わたした。

「ごちそうさん、うまかったぜ。こんなうまいコーヒーが飲めるなら、またよらせてもらわないとな」

　その間にもレオンは如じよ才さいなく娘に声をかけていた。本人も特別扱いをわかっているのか、周囲のざわめきにまぎれるくらい声を落としているあたりが、また小こ憎にくらしい。

　──まったく、まめっていうか、たらしっていうか。調子よく見えて、相手をよく見てるっていうのか、的外れじゃないのが、また……

　身に纏まとった真新しい深緑のアフタヌーンドレスを、リリアーヌはちらりと見下ろした。

『目的を考えると、このあたりが無ぶ難なんか。ほんとなら、こっちの方がお嬢さんには似合うんだろうけどな』

　そう言いながら示してみせた、レースやフリルを使いながらも甘すぎない、瞳ひとみと同じ色をしたドレスが脳のう裏りに翻ひるがえる。

「……リリアーヌさん？」

　不思議そうなエドワールの声に、はたと我に返った。

「なんでもありません。参りましょう」

　軽く頭かぶりを振って微笑むと、リリアーヌはエドワールを促うながし、食堂をあとにする。

　そんな彼女は、気づいていなかった。通りのむこうから、雑ざつ踏とうにまぎれて自分たちをうかがう人ひと影かげがあることに──。




「──あの男には気づかれたか」

　油断したな、と色のない声で独りごち、遠ざかっていくリリアーヌたちの姿に紫むらさき色いろの双そう眸ぼうを細めた。

「そちらにつくか、リリアーヌ」

　ならば、どこまでやれるか見せてもらおうか。

　穏やかならぬ気配とは裏腹に愉たのしげに呟くと、人影は興味を失ったように彼らに背をむけ、人ひと混ごみの中へと消えていった。
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　レオンが手た綱づなを握にぎる馬車は、快調に街かい道どうをひた走っていた。

　道のりも半ばをすぎ、このままいけば予定どおり、日が暮れるまでには目的の町へはいることができる。──が、そんな彼らの前に立ち塞ふさがるように、こんもりとした影かげが広がりはじめていた。

「あれが、例の森……」

　窓から見えたそれに、リリアーヌは無意識のうちに手元にあった剣けんをひきよせていた。
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　くるかもしれないし、こないかもしれない。くるとしたら、だれの手の者で、どれだけの数がいるのか。

　予測がつかないだけに、実際に相手を目の前にする以上に、鼓こ動どうが高まっていく。

　つい力のこもった剣を握る手に、そっと触ふれるものがあった。むかいに座るエドワールだ。

「エドワールさま？　どうかなさいましたか」

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　青い瞳がほのかな憂うれいを湛たたえてこちらを見つめる。

　どうやら、手に力がこもったことで、怯おびえていると思われたらしい。

　リリアーヌがこれは違ちがうのだと告げる前に、彼は先を続けた。

「あなたが無理をする必要はないんです。おそらく騎き士し団だんの不ふ祥しよう事じを気にしているのでしょうが、前にも言ったようにあなたの責任ではないんですから」

「エドワールさま、それは」

　もう最初に話しあったことだと首を横に振ふれば、エドワールは「わかってるんです」と視線をさげた。

「これは、私のわがままです。私は……私のためにだれかが犠ぎ牲せいになるのは、嫌いやなんですよ」

　重い溜ため息いきが、車内に落ちる。

「国のためだと──知らなかったこととはいえ、尊い血を受け継つぐ以上、負うべき責務なのだとわかっています。ですが、だれかの犠牲を払ってまでも、私でなければならないんですか。意欲があって相応ふさわしい人がもっと」

「エドワールさま」

　胸のうちを吐はきだすような言葉の羅ら列れつを、リリアーヌは強く、けれど静かに遮さえぎった。

　はっと顔をあげたエドワールの双眸をまっすぐに見返す。

「それ以上は、あなたを護まもっているレオンとわたしに対する侮ぶ辱じよくです」

　虚きよを衝つかれたように息を吞のむ気配がした。なにを言わせる前に、今度はこちらがたたみかける。

「エドワールさまのご様子を見てればわかります。失礼ながら、その足であれだけ動けるのは、それだけの努力をしてこられたからですよね？　安易にだれかを頼たよることをよしとしないエドワールさまだけに、この状じよう況きようが本意でないのはわかります」

　一度言葉を切ると、ですが、と微笑ほほえみを浮かべた。

「今は護られていてください。あなたにはあなたのやるべきことがあるように、これはわたしの──」

　その時、コンコンと御ぎよ者しや台だいに面した壁かべが叩たたかれ、リリアーヌは飛びつくように木でできた小窓を開けた。

「一気に抜ぬける、飛ばすぞ──舌した嚙かむなよ」

　告げられるやいなや、ぐんっと身体からだにかかる力が増す。

　それらに否いや応おうなしに、いよいよ森へむかうのだと理解した。

　リリアーヌは外から見えないようカーテンを閉め直しながら、「大丈夫ですか？」とくしくもさきほど言われたのと同じ問いを投げた。

　ええ、とこちらも手にした杖つえを握り直したエドワールを確かく認にんして、細くめくったカーテンの隙すき間まから外をうかがった。

　茂しげった枝葉が日ひ射ざしを遮り、あたりが薄うす暗ぐらくなる。グランフォーレほど深い森ではないが、そこそこの大きさはあるようだ。森の奥で木こ漏もれ日びがさす様はのどかだが、猛もう然ぜんとうしろへ流れていく木々がそれとは裏腹な緊きん張ちよう感かんを高めていく。

　じっと目を凝こらしていると、しばらくして視界にちらついた影があった。

　──！　あれは……ううん、これだけの森ならシカぐらいいてもおかしくない。

　先走りたがる心を制して、リリアーヌは影を目で追った。

　ちらちらと木々に遮られる姿を瞬まばたきもせず見つめていると、いつしかそれは数を増やしていた。視し認にんできるかぎり二つの影が、あきらかにこの馬車にあわせて動いている。

「失礼します！」

　リリアーヌはくっと瞳を眇すがめると、カーテンから指を放し、エドワールに背をむけた。座っていた座席に膝ひざをつき、小窓を開ける。

「気づいてる!?」

　馬車の走る音と吹ふきつける風に負けじと声を張りあげる。

「ああ！　きてるな」

　叫さけび返されたレオンの声こわ音ねに慌あわてる色はない。むしろ、芸がない、と嘲あざ笑わらっているようにさえ聞こえた。

「とりあえず森を抜ける！　ここじゃ木が邪じや魔まして、あっちがどれだけいるかもわからん」

　小窓から見える先は、明るさを増している。森の出口が近いのだ。

「これで撒まけりゃ万ばん々ばん歳ざいだがな」

　そうはならないだろう、と透すけて見える呟つぶやきが耳をかすめ、馬車の速度が一ひと際きわ速まった。

　リリアーヌは小窓を閉め、座り直す。膝の上に置いた剣を、指先でなぞった。

　レオンも考えているように、このまま逃にげきれる可能性は低いだろう。おそらく、これを抜くことになる。

　それが怖こわくないと言ったら、噓うそだ。

　実戦らしい実戦はこれが初めてになる。怖くない方がおかしい。

　リリアーヌは顔をあげると、硬かたい面おも持もちでこちらを見ているエドワールに、大丈夫だというように口角をあげた。

　──だけど、この時のために今まで訓練してきたんだもの。

　ここで逃げたり、エドワールに怪け我がを負わせたりして護りきれなかったら、後こう悔かいするどころではない。今までの自分が噓になる気がした。

　アルベールとすごした時間のすべてが、過あやまちだったことになってしまいそうで……。

「わたしは、国を……人を護るために、騎士をめざしてきた。その想おもいが噓だったなんて、間ま違ちがってただなんて、だれにも言わせない」

　犠牲を憂うエドワールにも、裏切っていたアルベールにも、だれより自分自身に、そんなことを許しはしない。

　そう、口の中で呟いた時、徐じよ々じよに明るくなっていた車内に、ぱっと光が射しこんだ。

　森を抜けたのだ。

　リリアーヌは表情をひき締しめると、疾しつ駆くする馬車の中で立ちあがった。窓に手をかけ、上へと押しあげる。

　途と端たん、吹きつけてくる風に足を踏ふみ締めながら、「リリアーヌさん!?」と声をあげたエドワールを尻しり目めに、窓から大きく身をのりだした。

　すごい速さで遠ざかっていく森から、吐きだされるように四・五騎きの馬ば影えいが飛びだしてくる。木々が邪魔になる森より平地が有利なのはむしろむこうの方で、開いていた距きよ離りは見る見る縮まっていく。

　リリアーヌは、やっぱり、と眉まゆをよせ、御ぎよ者しや席へと顔をむけ様、叫んだ。

「だめッ、追いつかれる！」

「ちっ──これ以上は無理か。馬車がもたん」

　返った響ひびきは苦々しげだが、さきほど同様焦あせりの色はなかった。

「ま、やるならこの辺が妥だ当とうか」

　もとよりそのつもりだったのだろう。やる気の科白せりふにあたりを見回すと、なるほど、剣けんを振るうのに障害になるようなものも、迷めい惑わくをかけるような人ひと影かげもない広野だ。

　だれの助けも期待できない。かといって、逃げきれるあてもない。

　ならば、迎むかえ撃うつべきで──その覚かく悟ごはとうに固めた。

「いけるか？」

　だから、こちらを試ためすようなそれには無言を返して、窓から上体をひっこめた。

「でます」

「たしかに、このままでは──」

　追いつかれる、という恐おそれとは違う憂いに、エドワールは再び表情を陰かげらせた。

「ですが……本当にあなたも？」

「それが、わたしの役目ですから」

　エドワールにはエドワールのやることがあるように、自分には自分のやることがある。

　決意を見せつけるように剣を摑つかむと、待っていたように馬車の速度が急激に落ちていく。

「エドワールさまはこちらにいらしてください。──あなたは、わたしと彼で護ります」

「リリアーヌさん！」

　なおも納なつ得とくしきれない様子で腰こしを浮うかせかけたエドワールは、だが石でもひっかけたのか起こった大きな揺ゆれに、体勢を崩くずして座りこんでしまう。

　それを好機とばかりに、リリアーヌは扉とびらに手をかけ、思いきり開け放った。窓の比ではない風圧に負けじと枠わくを摑み、馬車の外へ身をのりだすようにして立つ。

「レオン！」

「さて、と──お嬢じようさん、用意はいいか？」

　こちらも走り続ける馬車の上で危なげなく立ちあがったレオンが、いつもと変わらない調子とは対照的に、鋭するどくリリアーヌを見下ろす。

　目線をそらさないまま、強く顎あごをひけば、彼の口元が楽しげな笑えみを刷はいた。

「なら、お手並み拝見といこうか」

「望むところよ」

　睨にらみあうように交わった視線を、どちらからともなく切る。

　自分たちがでたら扉をすぐ閉めるよう異口同音に言い置いて、二人は馬上の顔までも視認できる距離に近づいてきた騎き影えいにむかって馬車を飛びだした。

　ほぼ止まりかけていた馬車から飛びおりたところで、衝しよう撃げきはさほどない。

　ざっと地面を滑すべるようにおりたったリリアーヌは、扉が閉められる音を背後で聞きながら身構えた。

「お嬢さんは、ここで馬車を護まもれ」

　相手は五人に対して、こちらは二人。人数的に不利な状じよう況きようで馬車から離はなれれば、襲おそってくださいと言っているようなものだ。また、自分も護りの攻こう撃げきを得意とするからには、その方が都合がいい。

　了りよう承しようを返しつつ、リリアーヌは横目でレオンを一いち瞥べつした。

「……あなたは？」

「俺はな」

　追いついてきた騎馬が、馬車を中心に半円を描えがいてこちらをとり囲むのに、レオンは豪ごう快かいな笑みを浮かべた。

「むかってく方が得意なんだよ!!」

　言うが早いか、剣を抜ぬき放つ。同時に地面を蹴けり、臆おくする様子もなく斬きりかかっていく。

　馬上の男たちはそんな彼をあからさまに嘲あざ笑わらうと、次々に剣を抜いた。

「莫ば迦かめっ、早死にしたいとみえる！」

　一声吠ほえると、男はレオンにむかって剣を振ふりおろした。直後、相手の剣が宙を舞まった。

　仲間の男たちが声を失い、リリアーヌはくっと目を細めた。

　速さになにが起こったのか一いつ瞬しゆんわからなかったが、レオンは交わった相手の剣を、手首を返しからめとるようにして弾はじき飛ばしたのだ。

　上から振りおろされた剣を受け止めるだけでなく奪うばうなど、力のみならず、技量にもすぐれていなければできることではない。

　周囲が啞あ然ぜんとしている間にも、レオンは彼の身長にあわせてあつらえられた長ちよう剣けんで、がら空きになった相手の脇わきへと白はく刃じんを走らせた。

　ぐあぁっ、と呻うめきをあげて仰のけ反った男が、馬上から転がり落ちる。

「吠えたわりには呆あつ気けねえなぁ、おい！」

　剣を払はらいながらの挑ちよう発はつとしかとれないそれに、男たちがいっせいにいきりたった。

「やっちまえ！」と隣となりにいた男がレオンへと剣を繰くりだす。

　別の一人が背後へ回ろうとする動きを見たリリアーヌは、とっさに膝ひざを折った。ブーツから小刀をひき抜いた動きで、男ののっている馬へと投げつける。

　それは一直線に空気を裂さくと、馬の脇腹へと突つき刺ささった。

　突とつ然ぜんのことに、高い嘶いななきをあげた馬が竿さお立だちになる。

「ッ、うわぁ！」

　完全にふいを衝つかれた男は、予想外の馬の動きになす術すべもなく背中から振り落とされた。

　背後で起こった騒さわぎに、ちらっとこちらを見たレオンが片笑んだ、ような気がした。

　だが、リリアーヌもしかとたしかめているような暇ひまはなかった。

「この女、なめた真ま似ねしやがってッ」

　面おもてを憤ふん怒ぬに染めた別の男が馬を飛びおりると、こちらへむかってきたのだ。

　大きく剣を振りかぶった相手に、リリアーヌはすばやく立ちあがり、抜ばつ剣けんした。勢いよく打ちおろされた刃やいばを受け止める。

「く…っ」

　ギンッと耳みみ障ざわりな音をたてた剣に、じんと腕うでが痺しびれる。

　男はそのまま力で押しきるつもりなのだろう。剣に一層の力がかかった。

　力に力で返しても負けるだけだ。所しよ詮せん腕わん力りよくが違ちがう。そのあたりのことは、アルベールに嫌いやというほど叩たたきこまれていた。

　剛ごうには柔じゆうを──リリアーヌはわずかに力を抜くと、相手の刃を自分の剣にそって滑らせた。そして、払うように交わりをはずすと、男が立て直す暇を与あたえず、一気に横から切りつける。

　刃が男の右腕を鋭く捉とらえ、鈍にぶい悲鳴があがった。

「……て、めぇ」

　傷口を手で押さえた男の双そう眸ぼうがぎらりと凶きよう暴ぼうに光ったかと思うと、こちらへと足を踏みだしてくる。が、男はすぐに「ぎゃッ」と白目をむくと、その場にくずおれた。

「──言うだけのことはあるみたいだな」

「レオン！」

　男の背後から現れたレオンの姿に、今のは彼の仕し業わざだったらしいと悟さとる。

　どうなったのかとまわりを見み渡わたすが、すでに立っている人影は自分たち以外にはなかった。

「えっと……ありがとう」

　助けられたからには──と礼を言いながらも、リリアーヌは密ひそかに奥歯を嚙かみ締しめた。

　あんなことを言っておきながら、結局自分では一人も倒たおせなかった。力量を示すどころか、圧あつ倒とう的な強さを見せつけられて終わってしまった。

　しかし、レオンは剣を拭ぬぐって鞘さやにおさめながら、

「味方が戦ってるのを助けるのは、当然だろ」

　なんでもないことのように告げ、倒れている面々を見回した。

　さりげない言葉に数すう拍はく遅おくれて、リリアーヌは目を見開いた。

　──味方？……これって、レオンに認められたって思っていいの？

　一時的な連れでもなんでもなく、エドワールを護る一員として。

　だが、改めて問うには彼の態度が自然すぎて迷っているうちに、レオンは目の前で倒れている男へと顎をしゃくった。

「見覚えは？」

「ない」

　視線を落とすこともなく、即そく座ざに言い切る。

「そもそも、弱すぎるもの」

　そう、黒鷹の騎き士し──それもアルベールが鍛きたえただろう彼の手の者と言うには、弱すぎた。

　相手をしている時は顔など確かく認にんしている余よ裕ゆうはなかったが、思い返してみても並んだ面のどれひとつとして見覚えはなかった。

「ってことは、雇やとわれたか、別口か……」

　考えるように顎をなでたレオンは、跪ひざまずくと倒れた男たちの身なりを改あらためはじめた。なにか手がかりになるようなものがないか、たしかめているのだろう。

　そちらは彼に任せ、リリアーヌは馬車に歩みよった。

　馬は若じやつ干かん興奮しているようだが、傷つけられている様子はない。車体もぱっと見には異状はなさそうだ。エドワールさまは、と扉に手をかけようとした矢先、ガタンと窓が開いた。

「あ、エドワールさま。大だい丈じよう夫ぶで、」

「二人とも大丈夫ですかっ？」

　したか、と続く言葉が、逆に安否を問う声に途と切ぎれる。

「え、はい……おかげさまで、レオンもわたしもなんとも……」

　剣けん幕まくに圧おされるようにリリアーヌが顎をひくと、「そうですか」とエドワールは深く息を吐はきだした。

「──だめだな。身元の割れそうなもんはなにも持ってない」

　それほどまでに案じてくれていたエドワールに、嬉うれしさと同時に不ふ甲が斐いなさを覚えていると、検分を終えたらしいレオンが頭を振って立ちあがった。

「こいつらのせいで余計な時間を食った」

　急ぐぞ、とこうなればもう用はないとばかりに御ぎよ者しや台だいへむかう背に、改めて認められたという思いとは別の未熟さを嚙み締めながら、リリアーヌもまた馬車の扉とびらに手をかけた。
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　あの襲しゆう撃げきの日から、リリアーヌたちは二度ほど、ほかの候補者のさしがねと思われる者たちから狙ねらわれることがあった。

　おそらく、人ひと質じちにしようとしたのだろう。買い出しのために町を歩いていたところを拐かどわかされそうになったこともあれば、暗殺を目もく論ろんで夜中に宿に侵しん入にゆうされたこともあった。

　前者はリリアーヌ自身、後者はレオンによってことなきを得たが、ほかにも道に大木が倒れていた、などということもあった。

　足止めの上の襲撃かと思ったが、だれが襲ってくることもなく、簡単にはどかせない大木に遠回りを余よ儀ぎなくされただけだ。とはいえ、倒れた木の根元を見れば人の仕業なのはあきらかで、「ずいぶん生なま温ぬるい妨ぼう害がい工作だな」とレオンを呆あきれさせたものだ。

　ただ、襲撃よりよほど周しゆう到とうで、近くに馬車がとおれる道がない分、かなりの距きよ離りを戻もどる羽目になった。日程が削けずられていく中、予想以上の時間を浪ろう費ひさせられたのはたしかだ。

　その点で、ほかのどの襲撃よりも有効に働いたといえるだろう。

「──これ以上の迂う回かいは厳しいな」

　しかして、レオンのだした結論がそれだった。

「当初の目論見以上に日程を食いすぎてる。期日まで、あと七日……かなりぎりぎりだ」

「狙われるたびに、敵側の目を欺あざむくために行程を変へん更こうしていたしね」

　エドワールも浮うかない顔つきで頷うなずく。

　だれかが犠ぎ牲せいになるくらいなら、自分は候補になどならなくてもいい──そうすくなからず考えている彼も、だからといって自らの責務を放ほう棄きする気はないのだ。

　──ちょっと優やさしすぎるきらいはあるけど……逆を言えば人思いで、自分を律する強さもある、いい方よね。

『王子』でなくとも、護まもりたいと思える人だ。ほかの候補者を知らないが、彼になら王さまになってもらいたいと思う。

　そのためにはまず、まにあわなくてはどうにもならない。

　地図を前に相談を重ねる二人の邪じや魔まにならないよう、リリアーヌはそっと席を立った。ちらっとよこされた瑠る璃り色いろのまなざしに、窓を指さす。

　異状がないか確認してくる、という無言の合図に、レオンは目顔で了りよう承しようして地図へと戻った。

　リリアーヌも窓辺へむかうと、薄うすいカーテンの隙すき間まから外の様子をうかがった。

　二階のここからは、玄げん関かんへ続くアプローチを含ふくめた前庭が一望できる。薄うす暗ぐらくなりはじめた景色の中、不ふ審しんな点はないか視線を走らせていると、ふと意識にひっかかったものがあった。

「あれは……」

　廏うまやのある方から人がむかってくるのだ。

　客の使用人や宿の廏番なら、裏口へ回る気がする。客の中には愛馬の手入れは自分でするという人間もいるだろうが、それだったらあんな風にあたりをうかがうように歩いてくる必要はない。日は落ちたとはいえ、まわりが見えないほど暗いわけではないのだ。

「なにか、持ってる？」

　よく見ようと、カーテンを開け、窓に手をかける。それに気づいたわけではないだろうが、人ひと影かげは植木の陰かげへと隠かくれるようにしゃがみこんだ。

　ますますおかしい、とリリアーヌが目を凝こらしていると、再びでてきた人影の両の手元を、赤く照らす光があった。

「松明たいまつ……？」

　なぜそんなものを、と思った直後だった。

　人影は火のついたなにかを振ふりかざすと、思いきり建物にむかって投げつけたのだ！

「な!?」

　ガシャーンッ！　と硝子ガラスの割れる音が響ひびき渡わたる。時を置かず、ゆらりと夕ゆう闇やみ迫せまる庭に赤い影が揺ゆらめいた。投げこまれた炎ほのおが、カーテンに燃え移ったのだ。

「今のはなんだッ、なにがあった!?」

「火事になる！　すぐに外へ！」

　そうと認識するやいなや、リリアーヌは騒さわぎに椅い子すを蹴けったてたレオンにむかって叫さけんだ。一方で、ぐいっと窓を押しあげた。

　続け様に別の硝子の破は砕さい音が散り、悲鳴とも怒ど号ごうともつかない声が階下から届く。

「おいっ、なにする気だ!?」

「犯人が逃にげる！」

　言い捨てて、リリアーヌは窓まど枠わくに足をかけた。二つ目の火元を投げこむと、すかさず身を翻ひるがえした人影を目で追いながら、躊躇ためらうことなく身を躍おどらせる。

　ごうっと空気が耳元で唸うなり、髪かみが舞まいあがる。ぶわりと風を孕はらんだスカートを手で押さえ、まくれあがって視界を遮さえぎるのを防ぐ。

　落下している間も犯人を目で追っていたリリアーヌは、地面に着地するなり、あとを追って駆かけだした。読みより高さがあったのか、予想以上の衝しよう撃げきにじんと足が痺しびれるが、かまってはいられない。

「こんなこと、許せない…っ」

　狙いは十中八九、自分たちだ。足の悪いエドワールは火事になれば巻きこまれる可能性が高いと踏ふんでのことだろう。

　現に、走りながら建物を横目で見やれば、食堂らしき一室と階段へと続く玄関ホールから火の手があがっている。逃げ道を塞ふさぐつもりなのはあきらかだ。

　あちこちであがっている悲鳴からすると、ほかにも火が投げこまれているのかもしれない。

　無関係の客や従業員を巻きこむことを厭いとわないやり口に、ますます怒いかりが湧わいてくる。

　人影はきた時とは違ちがい、まっすぐ門へとむかい、外へ走り去っていく。

　──おかしい、門番は？

　庭は次々に飛びだしてくる客や従業員たちで、恐きよう慌こう状態に陥おちいりつつある。突とつ然ぜん持ちあがった騒ぎに門番たちも駆けつけているのだろうか。

　リリアーヌは舌打ちしたい気分で人影に続いて門を飛びだし、すぐにたたらを踏むことになった。

「この人──」

　門の陰に身体からだを折り曲げるようにして倒たおれこんでいるのは、格好からして件くだんの門番だ。

　大丈夫か、と反射的に手を伸のばしかけ、視界の端はしをよぎった影に動きを止める。見れば、追っていた犯人が角を曲がって姿を消そうとしていた。

「っ、ごめんなさい！」

　今はあれを追うのが先決だと、リリアーヌは再び駆けだした。

　宿の周囲には、火事騒ぎに人が集まりだしている。見失ったら見つけることは難しい。

　不安げな表情で建物を見つめる人々の間を縫ぬい、犯人が消えた角にさしかかる。だが、案の定というべきか、すでに見覚えのある姿はどこにもなかった。

　あたりを捜さがしてみようかという考えがよぎるが、頭かぶりを振って踵きびすを返した。

　──あの犯人が逃げるために門番を昏こん倒とうさせていったにしては、逃げ足が速すぎる。それにほかからも火の手があがってるとしたら、犯人は一人じゃない。下へ手たに動くより、ここはひいた方がいい。

　なにより、あの二人のことが気がかりだった。

「レオンがついてるんだもの。逃げ遅おくれるなんて不覚、とるわけないけど……」

　それでも宿へと戻る足が徐じよ々じよに速くなっていくのを止められない。

　よぎる不安に高まった鼓こ動どうとあいまって、こころもち息を切らしながら門をくぐると、建物の下半分の窓はほぼ朱しゆ色いろに染まっていた。特に、扉が開け放たれた玄関ホールは、燃えさかる炎が一面に広がり、さながら巨きよ大だいな暖だん炉ろのようになっている。

　その様に、リリアーヌは絶句して立ちつくした。

「どうして……!?」

　いくらなんでも炎の回りが早すぎる。これでは、まだ二階に人がいても逃げられない。

　レオンたちはっ、と周囲に首を巡めぐらせかけた時、

「──油をいれた瓶びんに火をつけて投げこんだらしいですな。飛び散った油のせいで、あっという間に周囲に燃え広がったんだとか」

　叫きよう声せいが飛び交かう中、間近に聞こえた声に、リリアーヌは、え？　と動きを止めた。

　目をやった先に、白髪しらが交じりの髪をうしろになでつけた初老の男性が立っていた。「まったく、ひどい話です」と言いながら口ひげを蓄たくわえた口元を歪ゆがめる。

　だが、その顔は憤いきどおっているというよりどこか笑っているように見え、リリアーヌはレオンたちの安否が気にかかることも手伝って、無意識に顔を顰しかめていた。

「……あなたは」

「ああ、失礼。私は商人をしておりましてな。王都まで買付けにむかう途と中ちゆうだったんですがね……宿に腰こしをおちつけたと思った途と端たん、このありさまですよ」

　己おのれの不運を自じ嘲ちようするように肩かたを竦すくめた男に、さっきの表情もこういう意味合いだったのかと思うものの、違い和わ感かんが拭ぬぐいきれない。

「リリアーヌ！」

　だが次の時、耳に届いた呼び声に、リリアーヌは弾はじかれたようにうしろを振り返っていた。

「レオン！」

　足早にこちらにむかってくる二つの影は、まぎれもなくレオンとエドワールだった。

「──そちらの連れの方も、無事だったようですな」

　よかった、と駆けよろうとしたリリアーヌは、すっかり意識から閉めだされていた男の存在に、慌あわてて目を戻もどした。商人だという男は口元に笑えみを刷はいたまま、「では」と言い置くと、こちらがなにか応こたえるよりも早く歩きだす。

「……あ」

　なぜだか、このままいかせてはいけないような気がして、遠ざかる背中に手を伸ばしかけた寸前、男の肩を摑つかんだ別の手があった。レオンだ。

　男とすれ違った瞬しゆん間かん、ぐっと眉まゆ根ねをよせたかと思うと、振り返り様、男をひき留めたのだ。

「おまえ──」

「……はて、なにか？」

　押し殺したような声こわ音ねに、商人が首を傾かしげる。リリアーヌから表情は見えなかったが、レオンがなにかを探さぐっているのがわかった。

　どうしたのかと声をかけるのも躊躇われる中、やがてレオンはゆっくりと手を離はなした。

「……いや、なんでもない」

「そうですか？──なにはともあれ、お互たがいなにごともなくてなによりでしたな」

　では失礼、と男は急ぐでもなく、悠ゆう然ぜんと歩き去っていく。その背が人ひと集だかりにまぎれて見えなくなったころ、聞こえた舌打ちにリリアーヌははたと我に返った。

　──そうだ！　あの人のことより、エドワールさまたちは……

「お二人とも、怪け我がは──」

「それはこっちの科白せりふだッ、いきなり窓から飛びおりやがって、なに考えてんだ！」

「そうです。それも一人で犯人を追うような真ま似ねを」

　なんともないのかと二人にむき直れば、間かん髪はつをいれずレオンに怒ど鳴なられる。彼ほどではないもののエドワールもまた、いつもの穏やさはどこかへ険しい表情だ。

　彼らの剣けん幕まくに、リリアーヌは目を丸くしたあと、小さく肩を落とした。

「すみません……犯人は、見失ってしまったんです。どうやら、」

「だれがそんなこと言ってる！」

　複数犯らしい、と続けようとした言葉は、レオンの怒ど声せいに遮られる。

　思わず身体を揺らすと、彼は低く唸りながら今は赤く染まって見える髪を乱暴にかいた。

「なんであんなこと──」

「いや、放して!!」

　レオンがいらだたしげに言いかけたそれは、すぐ傍そばであがった甲かん高だかい悲鳴にかき消された。

　尋じん常じようではない叫びに三人は同時に声の方を振ふり返る。

　そこではうしろから羽は交がい締じめにされた女性が、卒そつ倒とうせんばかりの様相で叫んでいた。

「坊ぼうやが……わたしの坊やが、いないのよッ！　まだ、中にいるんだわ」

　どうしてあの手を放してしまったのかと、泣き崩くずれる。

「……子どもが、中に？」

　周囲の者たちが彼女に憐あわれみの視線を送りながら、「この火では、もう……」と囁ささやきあう。

「戻ったところで、あなたまで火にまかれるだけです！」

「──どこですか？」

　女性を押し留とどめる男性が懸けん命めいに言い聞かせている横から、気づけばリリアーヌは声をかけていた。え？　と顔をあげた女性に、建物に目を走らせながら、再度問う。

「はぐれたのはどこですか？」

「に、二階の、客室をでて、すぐに……」

　しゃくりあげながら紡つむがれるそれに、二階……と見上げつつ、「部屋の位置は？」とさらにたたみかける。

「え、階段をのぼって、右側の──」

　そこまで聞くと、リリアーヌは近くの男性へと走りよった。

　消火をしようと駆かけつけたものの、火の回りの速さに諦あきらめたのだろう。彼は手に水のはいった木き桶おけをさげていた。「もらいます！」とひったくるように奪うばうと、一気に頭から水を被かぶる。

　あちこちで戸と惑まどいの悲鳴があがる中、「待て！」と聞き覚えのある鋭するどい声がかかる。

　だがリリアーヌは、その声に背中を押されるように地面を蹴けると、燃えさかる玄げん関かんホールへと飛びこんでいった。

　一ひと際きわ高い悲鳴といくつもの制止があがるが、もはや彼女の耳に届いてはいなかった。

　腕うでで熱と炎ほのおから顔をかばいながら、玄関から階段まで火を蹴散らすようにして走り抜ぬける。

　──ここで足を止めたら、火にまかれる！　火元は一階だもの、二階はまだ大だい丈じよう夫ぶのはず。

　しかし、ぐずぐずしてはいられない。火はカーテンやタペストリー、絨じゆう毯たんといった燃えやすいものを足がかりにして、刻一刻と勢いを増している。

　頭上では天てん井じようから吊つり下げられたシャンデリアが、熱に煽あおられてぎしぎし嫌いやな音をたてながら激しく揺ゆれている。飴あめ色いろの光こう沢たくを放っていた木の階段は、不気味に炎の色を照り返し、絨毯を伝った炎に燻くすぶりだしていた。

「急がなきゃ……！」

　ミシ、とさきほどまではしなかった軋きしみをあげる階段を、これもまた一息に駆けあがる。広間から踊おどり場ばを経由して二ふた股またにわかれる階段を右に折れ、二階へ足を踏ふみいれた。

「だれかっ……けほ…ッ」

　声をあげようと喉のどを開いたところで、充じゆう満まんした煙けむりにリリアーヌは咳せきこんだ。

　夕ゆう闇やみとあいまって、視界がひどく悪い。ところどころで床ゆかが燃えているのは、人々が逃にげ惑まどう際に落ちた燭しよく台だいの火だろうか。

　口元を濡ぬれた袖そでで覆おおってなんとか咳せきをおさめ、足早に歩きだそうとして──動きを止めた。

　──泣き声？

　ぱちぱちと聞こえてくる不気味な音に混じって、たしかに子どもの泣き声が聞こえる。

　確信してすぐ、リリアーヌは声の方にむかって走りだしていた。

　今にも消えてしまいそうなか細いそれを追って、さほど離れていない一室にたどりつく。

「どこにいるの!?」

　開け放たれたままの扉とびらから、必死に目を凝こらして中を見回した。窓からの火明かりに赤く染まった室内で、片かた隅すみにうずくまった小さな影かげに視線が留まる。

「！　よかったっ、怪我は？」

　走りより膝ひざをついたリリアーヌに、子どもはのろのろと泣き濡れた顔をあげた。

「おか、さ……」

「あなたのお母さまは外で待ってるわ。とても心配してる。一いつ緒しよにいきましょう？」

　ぐずられたら抱だきかかえていくしかないと覚かく悟ごしていたが、一人で心細かったのだろう。素す直なおに頷うなずくと、さし伸のべたこちらの手をとって立ちあがった。

　不安にさせないよう表面上は穏おだやかに促うながしながら、胸のうちで思案する。

　──さっきの様子だと、この子を連れて玄関からでるのは難しい……

　侵しん入にゆう者、逃とう走そう対策に、裏の通路は宿にはいった際に確かく認にん済みだ。自分たちがいたのは反対側だったものの、左右対たい称しようの造りになっていることを考えれば場所の予想はつく。火がどの程度回っているかわからないのが難点だが、直接火をかけられた表階段よりはましだろう。

　裏口を使おう、と決めたリリアーヌが子どもの手をひいて部屋をでた時、

「お母さん……お母さん！」

　視線の先に映った、見覚えのある玄関ホールの風景に感情が刺し激げきされたのか、子どもがぱっとそちらへ駆けだしていく。

「そっちはだめっ」

　慌てて手を摑み直そうとするが、相手の方がわずかにすばやかった。不自然に明るい広間の様子など気づいてもいないように、階段へと走っていってしまう。

　リリアーヌは急いであとを追いかけた。

　──火を見て、足を止めてくれれば…っ

　しかし、その願いは「坊や！」という叫さけびに霧む散さんした。

　階段へと走りでてきた子どもに気づいた母親が、声をあげてしまったのだ。

　熱さに怯ひるんだように足を止めかけた子どもは「お母さん！」と喜色を浮うかべると、周囲を顧かえりみず階段をおりていこうとする。

「待っ──!?」

　制止をあげかけたリリアーヌは、ビシィッ、と降ってきた不気味な軋みにはっと上を仰あおいだ。こちらへと迫せまりくる巨きよ大だいな影に、息を吞のむ。

　熱と揺れに耐たえかねたのか、支えていた金具が天井から抜け、炎をあげるシャンデリアが階段の方へと落ちてきたのだ！

　その真下にむかって、子どもがまろび落ちそうになりながらおりていく。

「危ない!!」

　リリアーヌは考えるより早く階段を蹴ると、子どもへと飛びついた。かばうように腕に抱だきこんだ刹せつ那な、がしゃんっ、となにかが激しくぶつかりあうような音がする。

「つっ」

　左ひだり肩かたのあたりを熱いなにかの塊かたまりがかすめていく。走った焼けつく痛みに、けれど子どもをきつく胸に抱かかえこんだまま、踊り場へと転がった。背中を強したたかに打ちつけ、ぐっと息がつまる。

　──……シャン、デリアは？

　一いつ瞬しゆん飛びそうになった意識を手た繰ぐりよせ、瞼まぶたを無む理り矢や理りこじ開けると、踊り場から広間へと繫つながる目の前の階段に、その巨きよ体たいが沈しずんでいた。

　──助、かった……？　でも、たしかにシャンデリアはここにむかって……

　わけがわからず、痛む身体からだを起こすと、ぱらぱらと陶とう器きの破は片へんのようなものが落ちる。

　──これって、花か瓶びんの欠片かけら？　なんで、こんなものが……

　一層の不可解さに周囲を見回したリリアーヌの視界の上の方を、さっとよぎったものがあった。反射的に反対側の階段を見上げるが、なにも見あたらない。

　──ひょっとして、だれかが花瓶を投げて、シャンデリアの軌き道どうをそらした──？

　でも、だれが……と考えかけ、

「お嬢じようさん！　あんた、大丈夫か！」

　玄関のむこうから聞こえた叫びに、リリアーヌは我に返った。

　そうだ、ぼうっとしている場合ではない。

　あの子は、と視線をさげると、子どもはぐったりと目を閉じていた。その様に、さっと血の気がひく。急いで呼吸と鼓こ動どうをたしかめれば、特に変わった様子はなかった。

　どうやら衝しよう撃げきに気を失っているだけらしい。

　ほっと胸をなでおろすと、リリアーヌは子どもを背負うようにして立ちあがった。

　外へ続く階段は、落ちてきたシャンデリアで塞ふさがれている。となれば、どのみち裏へ回るよりほかはない。

　さきほどなにかがよぎった気がした左手の階上をちらりと見やり、リリアーヌはもときた右側の階段に足をかけた。

　──もし、本当にだれかが花瓶を投げて、助けてくれたんだとしたら……

　状じよう況きようからして、玄関から投げこんだ、はまずない。また、その『だれか』が逃げ遅おくれた人なら、隠かくれる必要はない。そして、シャンデリアを圧するほどの力となれば、男だ。

　あまり考えられないが、様子をうかがっていた火をかけた張本人ということもありえる。迂う闊かつに近づくのは止やめた方がいい。

　一方で、考えれば考えるほど脳のう裏りに浮かんでくる面おも影かげを、リリアーヌは頭を振ふって払はらった。

「そんなわけ、ない。だって、助ける理由がないじゃない」

　今はそんなことを考えるより、この子を助けることを優先しなくては。

　さきほどから、ミシミシと不気味な音が足元から響ひびいてくる。炎に炙あぶられ、シャンデリアまで落ちてきたのだ。丈じよう夫ぶとはいえ、衝撃と重みでいつ階段が崩くずれ落ちてもおかしくない。

　打ちつけた背中に意識のない子どもの重みがずしりとのしかかってくる中、リリアーヌは懸命に階段をのぼっていく。いつもならすぐの距きよ離りが、やけに遠く感じられた。

　それでもなんとか二階の床に足をかけた時だった。

　ギシ、と一際軋んだ感かん触しよくがしたかと思うと、ドオォン！　と激しい振しん動どうが彼女を襲おそった。

　シャンデリアの重みに耐えかねた階段が抜ぬけ落ちたのだ。

　同時に柱もどうかなったのか、残った部分もが均きん衡こうを崩してぐっと下へむかって沈みこむ。

「っ！」

　最初の揺れはとっさに手て摺すりを摑つかんで耐えたリリアーヌだったが、その手摺りごと身体が傾かしいだ。階段に残ったうしろ足に子どもの体重がかかり、最後の一歩が踏みだせない。

　──せめて、この子だけでも……！

　手摺りから手を離はなし、腕うでに抱えこもうとした瞬しゆん間かん、

「リリアーヌ!!」

　叫び声とともに、強い力に背負った子どもごと腰こしを攫さらわれた。その勢いのまま、二階の廊ろう下かへと転がりこむ。

　直後、広間の方からたて続けに破は壊かい音が響き、もうもうと火の粉交じりの煙けむりがたちこめた。

　一瞬呼吸が止まっていたところへ煙を吸いこんでしまい、リリアーヌは激しく咳きこんだ。

　──今のは……

　なにが起こったのかと涙なみだの滲にじむ目を開けると、そこにあったのは険しい顔つきでこちらを見下ろすレオンの姿だった。

「レオ、ン？」

「どれだけ無む茶ちやすりゃ気がすむんだ、おまえは！」

　思わぬ姿に声をあげたところを、怒ど鳴なりつけられる。

「──ど、して」

　それに改めて、あの声と腕は彼だったのだと思いながら茫ぼう然ぜんと漏もれた呟つぶやきに、煙の充じゆう満まんした薄うす闇やみの中でも、瑠る璃りの双そう眸ぼうが凶きよう暴ぼうにきらめいたのがわかった。

「どうして、だと？」

　いきなり腕を摑まれ、無理矢理起きあがらされる。

「止めるのも聞かず火事の中に飛びこんどいて言う科白せりふか、それが！」

　痛みと怒ど声せいについ顔を顰しかめたリリアーヌは、しかしその刺激にはたと意をとり戻もどした。

「……なんで、ここにあなたが」

「おい、何度言わせたら……」

「エドワールさまは!?」

　ぐっと眉み間けんの皺しわを深くしたレオンを遮さえぎって、こちらを摑んだ腕をきつく握にぎり返す。

「どうしてきたりしたの……護まもる相手が違ちがうでしょッ」

　助けてくれた相手に吐はく科白ではない。

　頭の冷静な部分ではわかっていても、一度堰せきを切った言葉は止まらなかった。

「まだ、どこかに犯人がいるかもしれないのよ!?　なのに、」

「──おまえとその子どもが、護るべき相手だからだ」

「どうして……って、え……？」

　さし挟はさまれた強い声こわ音ねに、リリアーヌは虚きよを衝つかれたようにレオンを見上げた。

「逆に聞く。なぜ、見捨てられるんだ？」

「なぜ、って……なにより護られるべきなのは、陛下の血をひかれるエドワールさまで……」

　なにを言っているんだと啞あ然ぜんとする彼女を、レオンは鼻先で笑い飛ばした。

「王になるってことが、弱いヤツを切り捨てることなら、そんなもの、そこらの犬にでもくれてやれ」

「な、にを」

　揺ゆるぎのないまなざしで言い捨てるように告げられたそれに、続ける言葉が見つからない。

「王とは『護られる者』じゃない。『護る者』だろうが」

　レオンは声をなくして動きを止めたリリアーヌの手を剝はがすと、傍かたわらに顔を移した。意識を失ったままの子どもの様子をたしかめ、肩かたへと担かつぎあげる。

「いつまでそうしてる気だ。いくぞ」

　重みなど感じてもいないように立ちあがり、再び彼女の腕をとって立ちあがらせる。そのまま半ばひきずるようにして、階段とは逆方向へ走りだす。

　リリアーヌは蹴け躓つまずきそうになりながらあとに続く。ただ、痛む身体を押して足を動かしながらも、頭の中を占しめるのは、さきほどのレオンの言葉だった。

　──王とは、護る者……

　騎き士しを筆頭に、護る側としたらあり得ない考え方だ。護ることができなければ国は危あやうくなり、自身も恥はじをさらすことになる。おとなしく護られてくれた方がよほどいい。

　だが、それはリリアーヌの胸に深く響いた。

　そんな人が──そういう考えを抱いだくエドワールがこのロワールの柱となるのであれば、自分はこの国を今以上に誇ほこりに思える。

　エドワールの周囲を巻きこみたくないという思いは、単なる優やさしさではなく、信念に基もとづくものだったのだ。そしてレオンには、そんなエドワールを支えるだけの力と、ことを任せられるだけの頼たのもしさがある。

　黒鷹の娘むすめとしての義務だとか償つぐない、誇りを護るためではなく、彼らについていきたい──胸の奥から、強い想おもいが湧わきあがってくる。

　そんなリリアーヌになにを思ったのか、レオンはちらりと視線をよこすと、

「エドワールなら心配いらない。あいつはんなに柔やわじゃねえよ」

　慰なぐさめか、言い訳のように口にして、軽く苦く笑しようした。

「大体、衆しゆう人じん環かん視しの中にいるあいつより、ここにいる方がよっぽど危険だろうが」

　だから今は余計なことを考えずに走れ、と暗に告げられる。

　リリアーヌはそうだったと現実にたち戻ると、床ゆかを蹴る足に力をこめた。







　結局、あの火事は建物を燃やしつくすまで、おさまることはなかった。というより、あそこまで火が早いと、近きん隣りんへの類焼を防ぐほかは手の打ちようがなかったのだ。

　ただ、逃にげ遅れたのは例の子どもだけだったようで、怪け我が人がいくらかいただけですんだのは、不幸中の幸いと言えるだろう。

　火が回りつくす前に裏から抜けだしたリリアーヌたちは、子どもを両親に託たくすと、すぐにその場を離れた。迂闊な宿は危険だと、町一番の宿──警備のしっかりしたところに身を移す。

　放火の話は瞬またたく間に広がり、次の宿では同情をもって受けいれられ、宿をとるには遅おそい時刻だったがなんとか一部屋確保することができた。

　そうして、宿の厚意で用意された風ふ呂ろをエドワールに勧すすめられるも固辞して彼を押しこみ、代わりに湯をもらって顔や手足を拭ぬぐったあと、濡ぬれて煤すすけた服を着き替がえたリリアーヌは、

「脱ぬげ」

　レオンに壁かべ際ぎわへと追いつめられていた。

「なっ……一体なんの冗じよう談だん」

「冗談？　俺はいたって本気だ」

　啞然としたあと、リリアーヌは眦まなじりを吊つりあげた。

「そっちの方が質たち悪いわよ！」

「つべこべ言わずに脱げ。それとも──」

　脱がされたいのか、と耳元に囁ささやくように吹ふきこまれ、肩が跳はねる。

「ちょ…っ、はな──」

　反射的に押し返そうとした身体からだは、しかしびくともしなかった。有言実行とばかりに襟えり元もとへ伸のびた手に、

「っ、脱げばいいんでしょ！　脱げば」

　慌あわてて首元を押さえて叫さけべば、「最初からそうすりゃいいんだよ」とレオンはあっさりと身をひいた。

　リリアーヌは連れていかれた長なが椅い子すに腰かけると、観念して釦ぼたんに手をかけた。一体なんなのかと困こん惑わくしつつ、いくつかはずすと、レオンに背をむけるようにして肩かた口ぐちまではだける。

　──これくらい、夜会服なら普ふ通つうだし！

　肌はだを晒さらすことへの恥はずかしさをこらえるように自分に言い聞かせるが、レオンの近づく気配に鼓こ動どうが速くなるのは止められない。そもそも、夜会になどでたことがないのだ。

「やっぱりな……ここんとこ火傷やけどしてる」

　思いの外ほか、優しい手つきでずきずきと熱を持った肌に触ふれられた瞬間、びくっと震ふるえが走ったのは、痛かったからか、それとも──。

「えっ？　あ、それ……シャンデリアが落ちてきた時、壊こわれた一部がかすめたのかも！」

　余計なことを考えたくなくて、早口にまくしたてる。

「ったく、薬も塗ぬってないじゃねえか」

　一方のレオンは、リリアーヌの様子にかまった風もなく、いらだたしげに呟くと指を離はなした。次にそれが触れた時、つんとする薬臭くささとともにひやりとした感かん触しよくがして、「ひゃ…っ」と思わず悲鳴をあげる。

　そんな自分に、かーっと顔に血がのぼった。

　──ただの治ち療りようなのに、なんでこんなに意識してるの!?　昔はよくあったことじゃない。

　内心の動どう揺ようをすこしでも押し隠かくすように、「そういえば！」とリリアーヌは声をあげた。

「あの、さっきは助けてくれて、ありがとう。まだ、お礼言ってなかったから」

「ん？　ああ──前にも言っただろ。当然のことだ、礼を言われるようなことじゃない」

「でも、わたしは助かったから」

　それではこっちの気がすまないのだと続ければ、レオンは器用な手つきで傷口に包帯を巻きつけながら、短く嘆たん息そくした。

「すまないと思うなら、もうあんなことは止やめてくれ。見てるこっちの心臓がもたん──下へ手たしたら死ぬとこだ」

　そこには女だからどうだという色はなく、純じゆん粋すいにこちらを心配していたのが伝わってくる。

「……ごめんなさい」

　だからこそ、素す直なおに謝ったリリアーヌに、ふいに手を止めたレオンが前へと落ちかかった髪かみを一ひと房ふさすくいあげた。

「……髪、焦こげちまったな」

「え──？」
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「せっかく綺き麗れいだったのに、な」

　色の変わった雰ふん囲い気きに、なにかと首だけで振ふりむくと、レオンが焼けて縮れてしまった髪に唇くちびるを落としていた。

　目に飛びこんできた光景に、ドクリと心臓が跳ねた。

　視線をひき剝はがすように、即そく座ざに顔を戻もどす。

　しかし、鼓動は速くなるばかりで、おさまる気配はない。それどころか、肌という肌の感覚がひどく敏びん感かんになっているのがわかった。

　首筋にかすかにかかる吐と息いき、指が髪を滑すべる感触が、沸わきたつような血を煽あおっていく。

　──わたし、おかしい……！

　さきほどまでの羞しゆう恥ちとは違ちがう動どう悸きに、リリアーヌはぎゅっと目を瞑つぶった。

　なぜ、こんなことくらいで、こんなにどきどきするのだろうか。

　覚えている感覚とは全然違うのに──今もまだ忘れられない想いがあるのに、動揺を隠せない自分に一番動揺する。

　そんな自分がレオンにまで伝わってしまいそうで、『これは恥ずかしさの延長なのだ』と必死に胸に言い聞かせながら身を固くするよりほかに、リリアーヌにできることはなかった。
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　この肩かたに、この少女はなにを負っているのだろうか。

　蠟ろう燭そくの灯あかりに浮うかびあがる細く白い肩に、たった今自分が巻いた包帯を見つめながら、レオンはわずかに唇を歪ゆがませた。

　──正直、この正義感が鬱うつ陶とうしいと思わないでもなかったんだがな……

　背負わなくてもいいものをわざわざ背負いこんでいる姿は、背負いたくもないものを背負わされた自分たちには、少々疎うとましさを覚えさせた。

　太陽は真っ向から見つめるには眩まぶしすぎるものだ。

　こちらの事情など知りもしないくせに、王子を、ひいては国を護まもるのだと、まっすぐすぎる正義感を振りかざす様に、皮肉のひとつでも言ってやりたくなった。多少腕うでに覚えがある程度で、自分はなんでもできると思いこむのはよくあることだからだ。

　邪じや魔まになるならすぐにでも追い返すつもりでいたのに、見る目が変わったのはいつだっただろうか。

　──やっぱ、あれか。

『だったら、わたしが……自分がお二人を無事王都にたどりつかせてみせます！』

　面とむかってそんなことを言い切るリリアーヌを、おもしろいと思った。

　言葉だけではない剣けんの腕前も、度胸も、命を預けあう信しん頼らいに足りた。

　環かん境きようのせいか年より大人びて見える──かと思うと、からかえば年相応の反応で嚙かみついてくる。

　その負けん気の強さは、ひたむきさとあいまって無む謀ぼうさに繫つながり、ついには火中へと飛びこんでいってしまった。

　こうなると、おもしろいどころではない。

「……目が離せないにも、ほどがあるだろ」

　嘆息混じりに零こぼれた呟つぶやきに、逞たくましさとはかけ離れた肩が揺ゆらぐ。それを目に留めながら、レオンは焼けてしまった髪を指に絡からめた。

　手て触ざわりの悪さに、眉まゆを顰ひそめる。ほかが絹のような感触だけに、なおさら顕けん著ちよだった。

　なにがこうまで彼女を突つき動かすのだろうか。騎き士し団だんの一員だという誇ほこりか。それとも、裏切ったという男に対する想おもいか。

　根底になにがあるにしろ、一歩も退ひこうとしない、どこまでもまっすぐな瞳ひとみは本物だ。

　そのひたむきさに──揺さぶられる。

　──……アルベールとやらは、違ったのかね。

　ひと月にも満たない短い時をともにしただけで、これだけの影えい響きようがあるのだ。長い年月を一いつ緒しよにすごしてなお、あっさりと切り捨てられるものだろうか。

　──いや、そうでもないか。

　彼女が席をはずした時に聞いた話によれば、落ちてきたシャンデリアに二階から投げつけられたものがあったという。

　あの時点で、逃にげ遅おくれていたのは件くだんの子どもだけだ。にもかかわらず、あきらかに助ける目的で動いた者があり、なおかつ姿を現さないということは……。

　──それに、あの男……

　剣けん吞のんに目を細めたレオンは、まあいい、と息をついた。

　どちらにせよ、こんなやり方は許せるものではない。

『エドワール』を狙ねらうためだけにだれを犠ぎ牲せいにしてもかまわない利己的な輩やからに、人の命を軽かろんじる者たちに、自分の命など──民たみの命など、預けられない。

「こうなったら、なんとしてでもまにあってやろうじゃねえか」

「あたりまえでしょ」

　口を突いた決意に、間かん髪はつをいれず声が返る。

　思いがけないそれに軽く目を瞠みはれば、今ごろなにを言っているのか、と肩かた越ごしに強いまなざしがこちらを射た。

　見た目はか弱い、けれど頼たのもしい姿に、レオンは一いつ瞬しゆん見入ったあと、大きく破顔した。







[image: 第四章　裏の裏]




　レオンの宣言どおり、そこから先の旅は時を優先したものになった。

　強行軍とまではいかないが、朝は日の出とともに出発し、稼かせげるだけの距きよ離りを稼ぐ。夜通し馬車を駆かる、野宿をするといった手段は、体力面と安全面を考えればとれない。無理をして、いざ襲しゆう撃げきされた時に使い物にならなかったら意味がないからだ。

　それでも今まで以上に気を張る上に、移動の長い旅程は厳しかったが、反面リリアーヌはほっとしてもいた。

　レオンのことを必要以上に意識せずにすむからだ。

　あの夜以来、どうにもレオンの傍そばにいると──特に二人だけだったりすると、おちつかない。なんでもない風を装っているが、彼が急に動いたりするたび、どきっとする自分がいた。

　怖こわいわけではない。ただ、気にかかってしょうがないのだ。

　リリアーヌはそこにいたって初めて、彼と一緒にある時、意識する必要がなかった自分に気がついた。

　今まで、騎士団やアルベールとともにいる時、常に自分の行動に意識を払はらっていた。

　城を預かる騎士団長の娘むすめとして、軽はずみな真ま似ねはできないということもあったが、なにより認められたいという思いがあった。アルベールに対してはその傾けい向こうがことさら強く、彼に相応ふさわしくありたいと、背せ伸のびをしていた。

　別に辛つらかったというわけではない。それが普ふ通つうのことだったからだ。

　けれど、レオンの前ではごく自然に『自分』でいられた。

　背伸びをする必要も、構える必要もなく、楽に呼吸ができた。

　傍にいることに居い心地ごこちのよさを覚えるようになっていたのが、彼を意識しはじめてわかった。

　──そういえば、レオンから『女のくせに』みたいなこと、言われたことない。

　子ども扱あつかいに腹がたったことや、ほかの女性に対するようにお嬢じようさん呼ばわりされたことはあったが、女だからと莫ば迦かにされたことは一度もなかった。

　──それに最近は、『お嬢さん』とも呼ばなくなったし……

　気づくと「リリアーヌ」と呼ばれるようになっていて、自分を認めてもらえたようで嬉うれしかった。

　……などと、気を抜ぬくと、いつのまにかそんなことを考えている自分がいるのだ。

「いよいよ王都は目の前なんだから。しっかりしなきゃ」

　リリアーヌは階段をのぼりきると、広くとられた窓から北の方角を見やった。

　麗うるわしの都オレリア。

　ロワール王国初代王おう妃ひの名をとって名づけられた都は、ここから約半日のところにある。もう、目と鼻の先と言っていい距離だ。

　また、問題の時は、明後日あさつての正午に迫せまっていた。

　リリアーヌは表情をひき締しめると部屋へと足をむけ、ふと動きを止めた。

「──アル、ベール……？」

　廊ろう下かのむこうにあるうしろ姿に、目を疑う。まさか、という思いとは裏腹に、次の瞬しゆん間かんには床ゆかを蹴けっていた。

　そう、彼だけは見み間ま違ちがえるはずがないのだ。どんなに遠くても、薄うす暗ぐらかろうとも、自分が間違えるはずがない。

　角に消えた姿を追って、絨じゆう毯たんの敷しかれた廊下を走り抜ける。そのまま角を曲がろうとして、一瞬躊ちゆう躇ちよした。

　──このむこうに、彼がいたら？

　自分はどうしたらいいのだろう？　どう、するのだろう……。

「……企たくらんでることを、止やめさせるに決まってるじゃない」

　なにを莫迦なことを、と迷いを振ふり払うように角へ飛びこみ──期待はずれとも安あん堵どともつかない溜ため息いきを落とした。

　その先にあった階段には、すでにだれの姿もなかった。

　このまま追えば見つけられるかもしれないとも思ったが、彼がここでなにをしていたのかが気になる。

　うしろ髪がみをひかれつつ戻もどったリリアーヌは、扉とびらの上から下まで目を走らせた。

　特に変わったところはない。慎しん重ちようにノブを回してみるが、仕し掛かけがある様子もなかった。

「見間違い？」

　エドワールたちがいるだろう居室へとむかいながら、そんなはずはない、と消えない疑いに広くはない控ひかえの間を見回す。

　そして、一点でぎくりと視線を止めた。

　居室へ続く扉とは反対側にある、侍じ女じよや侍じ従じゆうが寝ね泊とまりする小部屋の戸の隙すき間まに、白いなにかが挟はさまっていた。

　リリアーヌは硬かたい顔つきで居室の扉を一いち瞥べつしたあと、急ぎ小部屋の方へむかった。

　小さく喉のどを上下させると、震ふるえそうになる手でそっと封ふう筒とうと思おぼしきものをひき抜く。裏面にはなにも書かれていないそれをゆっくり表むけ……

「！」

『我がリリーへ』と綴つづられた見覚えのありすぎる手に、息を吞のんだ。

「リリアーヌ？　戻ったのか？」

　その時、扉が開く音とともにかかった声に、リリアーヌははっと手を握にぎりこんだ。

　くしゃり、と皺しわんだ封筒をさりげなく袖そで口ぐちへと押しこみ、うしろを振り返る。

「うん、今戻ったところ」

「そうか。異状は？」

「──見て回ったかぎりは、特には」

　考えるより先に、そんな言葉が口を突つく。

　自分でもどうしてだかわからないそれに、レオンが思案げにじっとこちらを見つめた。

　リリアーヌは内心の動どう揺ようを押し隠かくしながら、小首を傾かしげた。

「どうかした？」

「いや……いつからここに？」

「いつって、今さっきだけど──なにかあった？」

「ん──そうじゃないような気がしたんでな」

　なにげない、けれど鋭するどいレオンの言葉に、「それって」と顔がこわばる。

　確信がないまでも、侵しん入にゆう者の存在を嗅かぎとっている彼に、にわかに袖そでが重みを増した気がした。さらには、そのレオンに悟さとらせず、手紙を置いていったという事実に、背中をぞくりとしたものが這はう。

「距きよ離り的にも時間的にも、いつだれが仕掛けてきてもおかしくないからな」

　警けい戒かいしてしすぎることはない、と言うレオンに、リリアーヌは重く頷うなずいた。

「ここからなら、明日の朝でれば昼すぎにはオレリアにあるヴァレリーの別べつ邸ていにつけるはずだ。今日明日が正念場ってとこだな」

　正念場、と口の中で繰くり返し、ぐっと拳こぶしを握る。

　王都にあるフェルディナン辺境伯の別邸にさえたどりつけば、相応の護まもりが敷かれているはずだ。黒鷹に警護の要よう請せいがきたように、王以外の王族を警護するための銀ぎん狼ろう騎き士し団だんが派は遣けんされている可能性も高い。

　王都につきさえすれば、エドワールの身は護られる。逆を言えば、そこまでがもっとも危ないということだ。

「……わかった」

「頼たのむぞ──とはいえ、一人で突っ走ぱしったりすんなよ？」

　心臓がいくつあっても足りないからな、と片かた笑えむレオンに、リリアーヌはむっとした表情を浮うかべた。

「そんな柔やわな心臓してないくせに、よく言うわね」

　心外さを装ってくるりとむけた背に、「リリアーヌ」と低く呼び声がかかる。

「……わかってる」

　念を押すような声こわ音ねにそれだけ答え、小部屋の戸をひき開けたところで──バンッ、と肩かた越ごしに伸のびてきた手が遮さえぎるように閉めた。

「──本当にわかってるのか？」

　あっという間に距離をつめたレオンが、背後から覆おおい被かぶさるようにして声を落とす。

　耳元をくすぐるようなそれに、リリアーヌは思わず肩かたを揺ゆるがせた。

「リリアーヌ……」

「ッ、これは、あなたがそんなとこでしゃべるから…っ」

　それみたことかと胡う乱ろんげに繰り返された名に、とっさにそう口にする。一方で、無意識のうちに封筒を隠した袖口を反対の手で握りこんでいた。

　心臓がうるさいほどに高鳴る。こわばった身体からだが、秘密に対するものなのか、すぐそこにある体温のせいなのか、自分でもわからなかった。

「わかってるから、そこをどい──」

　このままではますます余計な勘かん繰ぐりを招いてしまうと、しぼりだした言葉が途と中ちゆうでひきつる。

　レオンがふいに頰ほおに触ふれたのだ。頰を包みこむように添そえられた手に力がこもったかと思うと、無む理り矢や理りうしろをむかされる。

　吐と息いきが触れそうな距離からのぞきこんでくる瑠る璃り色いろの双そう眸ぼうに、リリアーヌは息を吞んだ。

「俺がいる。それを忘れるな」

「……レ、オン」

　まっすぐなまなざしに、そらすことも誤ご魔ま化かすこともできない。ただ、かろうじて顎あごをひけば、レオンはふっと息をつき、その手を離はなした。

　置き土産みやげとばかりに指先でこちらの額を弾はじくと踵きびすを返した彼を半ば茫ぼう然ぜんと見送ったあと、リリアーヌはぎこちない仕草で再びノブをひいた。

　今度こそだれにも邪じや魔まをされずに小部屋へ足を踏ふみいれると、戸へともたれかかった。そのまま、ずるずると床に座りこんでしまう。

　触れられた頰にそっと指を添わせ、小さく身を震わせた。

　──……なにか、気づいてる？

　すくなくとも、なにかしでかさないかと思われているのはたしかなようだ。

「……とりあえず、見てみないと」

　リリアーヌは瑠璃色の輝かがやきを追いだすように頭かぶりを振ると、袖口に視線を落とした。震える指先で釦ぼたんをはずし、くしゃくしゃになった封筒をとりだす。

　皺を伸ばすように封筒を広げ、歪ゆがんでしまった文字へと指をはわせた。

「──アルベール」

　溢あふれでる感情をこらえるように、瞼まぶたを閉じる。深く息を吸いこんで双眸を開くと、封筒の端はしを手で裂さいていった。

　緊きん張ちようした手つきで中の便びん箋せんをひっぱりだす。一度躊躇ためらったら、もう見ることはできなくなりそうで、見たいような見たくないような相反する気持ちを押し殺して、便箋を開いた。

　文字の判別も難しくなってきた薄うす暗ぐらさの中、紙面へと目を凝こらす。

「親愛なる、リリアーヌ、へ……」

　耳元で、彼の囁ささやきさえ聞こえたような気がして、リリアーヌはきゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめながら、続く文字を追った。




『親愛なるリリアーヌへ

　ここまで無事にたどりつけたようで、なによりだ。──と言ってやりたいところだが、私の言うことが聞けないとは、あいかわらずいけない子だな。

　お父上も心配しておられる。そろそろ戻ってくるといいだろう。

　明朝夜明け前、五番街通りで。


』






　見慣れた字に、彼らしい文面──だからこそ、紙を持つ手が震えた。

「お父さま、って……」

　心配している、ともっともらしいことが書いてあるが、これは脅おどしだ。

　明日、指定の場所にこなければ、父親がどうなっても知らないと、暗に告げているのだ。

　証しよう拠こに、時間と場所の綴られたうしろに、こんな一文が添えられている。

『そうそう、土産も忘れずに』と。

　単に自分を呼びだしたところで、なんの意味もない。エドワール襲しゆう撃げきの邪魔になるといえばなるのだろうが、アルベールにしてみたらたいした問題ではないはずだ。

　だとしたら、彼の目的は『土産』──エドワールが持っているという『王子たる証あかし』、国王アンリ二世の紋もん章しようがはいった護り刀にほかならない。

　王宮にたどりついても、証がなければ、宮きゆう廷てい人じんたちはエドワールを王子とは認めないだろう。いくらフェルディナン辺境伯が人格者で知られるとはいえ、彼の騙かたりではないと言い切れないからだ。

「お父さま……」

　リリアーヌはぐしゃりと便箋を握りこんだ。

　今まで、意識して考えないようにしてきたが、父はあれからどうなったのだろう。フォルスは無事に届けられたのだろうか。

　届けられたとしても、父のあの身体だ。綱こう紀き粛しゆく正せいへのりだす前に動きを読まれ、彼の仲間に捕とらえられてしまった可能性も十分ある。

「アルベール、どうして…っ」

　奥底へとしまいこんだ、けれど忘れられない想おもいが、胸を締めつける。

　彼はもう騎士団の一員ではないのだと、改めて思い知らされる。なのに、苦しい胸が、本当にもう手て遅おくれなのかと声をあげるのだ。

　すくなくとも……自分はまだ、なにもたしかめてはいない。

「……まだ、なにもできてない」

　嘆なげくためにここまできたわけじゃないだろう、とリリアーヌは千ち々ぢに乱れる感情をおちつかせるように、細く深く息を吸いこんだ。

「ただエドワールさまを護るためだけに、わたしはきたんじゃない」

　そして、アルベールも諦あきらめていない。

　ならば、やることはひとつだ。

　リリアーヌはぐっと足に力をこめると、身体を預けていた戸から立ちあがった。

　寝しん台だい脇わきに用意された小しよう卓たくに歩みよって蠟ろう燭そくに火をつけると、原形を留とどめていない封ふう書しよをそっとかざした。炎ほのおに炙あぶられた紙が、めらり、と燃えあがっていく。

　それをホーローの洗面器へ落とすと、灰となって燃えつきるまで揺らぐ炎を見つめ続けていた。
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　瞬またたいていた星々が薄うすれいき、空が白々と明るさを増していくころ、リリアーヌは通りに立つ道しるべをたしかめながら、足早に馬車通りを歩いていた。

　王都に近いだけあって、この町は大きく、公おおやけの施し設せつの集まるところや商業地区など、区画ごとに整備されている。

　エドワールたちが昨夜宿をとったのは、裕ゆう福ふくな層が軒のきを連ねる二番街。アルベールが指定してきたのは、酒場や賭と博ばく場、色宿が集まる言わば花街と呼ばれるあたりだった。

　朝が早いこともあって通りには昼のような喧けん騒そうはない。けれど、働く者たちはそろそろ動きだそうという時間で、時折、荷馬車が砂すな煙けむりをあげてとおりすぎていく。

　ただ、足を踏みいれた五番街はうって変わって、閑かん散さんとして静まりかえっていた。通りに人ひと影かげはほとんどなく、朝帰りの客待ちか、道の脇に停とまっている馬車がちらほら見える程度だ。

「──ここから、どこに」

　リリアーヌは触れたことのない空気に表情をこわばらせながら、通りを見回した。

　指定は、夜明け前に五番街通りだった。それ以上の細かい建物や目印の指示はない。

　むこうから接せつ触しよくしてくるのを待つしかない、とゆっくり通りにそって歩きだす。左右を警けい戒かいしながら空を見上げれば、東の空がだいぶ輝きを増している。太陽が顔をだすのも近いだろう。

「そろそろ、気づいてるかな……」

　独りごちながら、リリアーヌは今きた方角へと視線を巡めぐらせた。

　まだ暗いうちに抜ぬけだした部屋には、たしかめたいことがあるので別行動をとること、自分にかまわずオレリアにむかってほしい旨むねの置き手紙をしたためてきた。水くさいと文句を言うかもしれないが、レオンならエドワールを無事にオレリアに連れていくだろう。

　もしかしたら、なにか感づいていそうだったレオンに抜けだす際に気づかれるかも、と思っていたが、普ふ段だんから侍じ女じよを装って朝の支し度たくなども請うけ負っていたため、部屋をでても不自然に思われなかったようだ。

　──これでもう、二人とは顔をあわせることもないのかも。

　そう思うと、寂さびしさとは別に胸がちくりと疼うずく。

「……なんだろう？」

　自分でも摑つかめない感情に胸むな元もとに手をあてたリリアーヌは、ガラガラと響ひびいた音にすっと面おもてをひき締めた。

　緩ゆるやかに近づいてくる馬車の音に耳をそばだてながら、立ち止まらず歩き続ける。

　案の定、うしろから近づいてきた馬車は、リリアーヌの横でぴたりと停車した。

　リリアーヌもまた足を止めると、馬車へと首を巡らせた。

　二頭立ての箱馬車だ。目につくかぎり、紋章らしきものはない。ただ、造りは華か美びとまではいかないが装そう飾しよくの施ほどこされた立派なもので、持ち主は一定以上の地位にあることがうかがえた。

「のれ」

　御ぎよ者しやが低く一言告げる。

　リリアーヌは車体に隠かくれて見えない御者の方をうかがったあと、扉とびらに手をかけた。きぃ、と小さな軋きしみとともに開いた車内は薄暗い。

　その奥に浮うかびあがった一ひと際きわ濃こい人影に、かすかに目を細める。

「……」

　けれど、リリアーヌはなにも言わず踏ふみ段に爪つま先さきをかけると、馬車へと身体からだを押しあげた。

　むかいあわせに並ぶ座席の一番入り口に近い位置──人影の対極にあたる位置に腰こしかける。

　扉を閉めるのを合図に、馬車が走りだす。

　それを待って、ここまで身み動じろぎひとつしなかった相手が口を開いた。

「ひさしぶりだな、リリー」

　鼓こ膜まくを震ふるわせた声に、胸が震えた。

　ひと月だ。たったそれだけ耳にしなかっただけなのに、懐なつかしさがこみあげてくる。

『リリー』と親しげに呼ぶ響きに、心が応こたえ、身体が揺ゆらいでしまいそうになる。

　しかし、悟さとられるのは癪しやくで、リリアーヌは上うわ擦ずりそうになる声を抑おさえつけ、その名を口にした。

「……アルベール」

　剝むきだしの警けい戒かい感かんに、相手──アルベールは楽しげに喉のどを震わせた。

「どうした、アルと呼んではくれないのか？」

　平然とそんなことを言う彼に、スカートの上に置いた手に知らず力がこもる。これは動どう揺ようを煽あおろうとする手なのだと自分に言い聞かせて、黙もく殺さつした。

　だが、それさえも見み越こしたように含ふくみ笑うと、アルベールは軽く視線をさげた。

「──もう、左ひだり肩かたはいいようだな」

　なんでもないことのように指し摘てきされ、つい肩が揺れた。

　──どうして左肩のこと……!?

　エドワールやレオンのほかに知っている者がいるとしたら、あの場にいた人間だけだ。

　やっぱりあれは！　と口を突つきかけたのを、リリアーヌはぐっとこらえた。

「……おかげさまで」

　衝しよう動どうを吞のみくだし、それだけを答える。

　敵に見せる隙すきはすくないほうがいい、と冷静さを装う一方で、行き場を失った疑念が胸の中で渦うずを巻く。

　本当にあの時助けてくれたのは、アルベールだったのだろうか。だとしたら、なぜ、彼はあんなところにいたのだろうか。

　エドワールを仕留めるため？──もしそうなら、火をかけたのも彼らだということになる。

　ならばどうして、自分を助けたりしたのか。

　そうして、答えのでない問いは『本当に彼だったのか』という最初に戻もどるのだ。

　──これじゃ、だめだ。なにも変わらない…っ

　守りに徹てつしていても、なにも得られない。危険を冒おかしてでも踏みこんでいかなければ。

　そのためにきたんじゃない、とリリアーヌはアルベールを見つめる瞳ひとみに力をこめた。

「アルベール。あなたはなんのために、」

「ああ、すまない。離はなれていた間の溝みぞを埋うめる前に、すますべきことがあったな」

　なんのために動いているのか。真の目的はなんなのか。──そう質ただそうとした矢先、いかにも今気づいたとばかりに出で鼻ばなを挫くじかれる。

「──すますべきこと？」

　やはり、アルベール相手では思うようにことを運ばせてはもらえないらしいと、リリアーヌは彼の真意を量るように身構えた。

「おまえにしては察しが悪いようだな、リリアーヌ」

　私に、渡わたすべきものがあるだろう？

　腕うでを組んだまま悠ゆう然ぜんと腰かけ、こちらに手をだして促うながしてくるわけでもない。

　しかし、自分がさしだしてくると疑わない態度に、リリアーヌは一度視線を落としたあと、ゆっくりと顔をあげ、微笑ほほえんだ。

「あなたに渡すものなんて、なにもないわ」

　徐じよ々じよに明るさを増していく車内で、紫むらさきの双そう眸ぼうがきらりと閃ひらめいた。

　なるほど、と嚙かみ締しめるように転がすと、アルベールはすっと目を細めた。

「クロードどのが、どうなってもかまわないというわけだ」

「──父を、どうしたの？」

　覚かく悟ごしていたとはいえ、意味深に父の名をだされれば、無視することなどできない。

　笑え顔がおをこわばらせた彼女に、アルベールは「さあな」と返事にならない返事をよこす。

「おまえの態度次し第だいだ、と言っておこうか」

「……っ」

　リリアーヌは震えそうになる唇くちびるをきつくひき結んだ。

　彼の余よ裕ゆうが本物なのか、虚きよ勢せいなのか、悔くやしいが見み抜ぬく術すべはなかった。もし、本当に父が彼の手に落ちていたら……と思うと胸がぎしりと軋む。

「父は……」

　だが、父の娘むすめである以上、とるべき道はひとつだった。それが、どれほど痛みの伴ともなうものだとしても。

「……クロード・ブノワは裏切り者になんか、屈くつしない。たとえ、その剣けんが折れることになっても、自分の命を盾たてにされることに甘んじる父じゃないわ！」

　人ひと質じちにされるくらいなら、自ら死を選ぶ。

　父はそういう人物だと、娘の自分がその誇ほこりを穢けがす真ま似ねはできないと、射い貫ぬくようにアルベールを睨にらみつける。

　目を細めたままこちらを見返していた彼は、「だとしたら」とゆったりと口を開いた。

「おまえは、なんのためにここへきた？　リリアーヌ」

「そんなの、決まってる。あなたを止めるためよ」

「止める？」

　すかさず返したリリアーヌに、彼はおもしろいことを聞いたと言わんばかりに唇を歪ゆがめた。

「おまえに私が止められるとでも？」

「やってるじゃない」

「……なに？」

　その答えは彼にとっても予想外だったのか、怪け訝げんそうに眉まゆがあがる。

　成功したささやかな意い趣しゆ返がえしに、リリアーヌは再び笑みを浮かべてみせた。

「あなたの本当の目的がなんにしろ、今の狙ねらいはエドワールさまが後こう継けい者しや候補になるのを阻はばむこと。そして、わたしがここにいるかぎり、あなたは動けないでしょ」

　ここで自分がひきつけていれば、アルベールはエドワールに手をだせない。すこしでも長くひき離すことができたら、それだけエドワールを危険から遠ざけられるということだ。

「たしかに。だが、あいにく私は一人ではないぞ」

「あなたじゃなきゃ、同じことだわ。レオンと互ご角かくに戦える人なんてそうそういない。脅きよう威いになりえるのは、アルベールだけだもの」

「レオン──」

　レオンの名に、アルベールの表情がこころなしか動いた。

　あれか、と声もなく呟つぶやく様に、彼もまたレオンの強さを感じとっているのが見てとれた。

　小物が何人束になったところで、レオンの敵ではない。彼にはそれだけの腕がある。だし抜ぬけるとしたら、アルベールだけだ。

「だからわたしは、わたしの身体からだを盾にしたって、あなたを止めてみせる」

　宣言どおりに身構えながら、リリアーヌはからみあったままの視線に力をこめる。

　アルベールはおちつき払はらった態度を崩くずさず彼女を見つめていたが、やがて軽く頭を振ふって嘆たん息そくを落とした。

「困った子だな、リリー」

　耳をなでた苦く笑しよう混じりのそれに、ぞくりと肌はだが粟あわ立だった。

　あの晩と同じようでいて、かすかに孕はらんだ違い和わ感かんが、一層警けい戒かい心しんを煽る。

「焦こがれる瞳でこちらを見つめながら、ほかの男の名を呼ぶなど……どうやら、私を嫉しつ妬とさせたいらしい」

「え……？」

　束つかの間、なにを言われたのか耳を疑う。

　──焦がれる……？　嫉妬、って──！

　理解した瞬しゆん間かん、かっと血がのぼるのがわかった。羞しゆう恥ちとも怒いかりともつかない思いに、顔が熱くなる。

「っ、なに言ってるの!?　そんなわけ──」

「なぜだ？」

　沸わきたつ感情のままにあげた叫さけびは、皆みなまで言わず遮さえぎられた。

「おまえの心がまだ私にあるのは、その目を見ればわかる」

　疑いもなく続けられた言葉に、絶句する。

　瞠どう目もくしたまま、呼吸すら忘れたように動きを止めたリリアーヌに、アルベールはおもむろに腕組みを解いた。

　伸のびてきた指に、我知らず身体が震ふるえる。まるで気にした風もなく、しなやかな指は目元をなでると、じれったくなるような手つきで輪りん郭かくをなぞった。

　離れなくては、と頭の片かた隅すみで警けい鐘しようが聞こえるのに、紫色の輝かがやきに魅み入いられたように動けなくなる。

「今度こそ、私を選べ。リリアーヌ」

　気がつけば目の前に迫せまっていたアルベールが、耳元で甘く囁ささやく。指がなにかを思い起こさせるように唇をなぞった。

「……っ」

　その声に、感かん触しよくに、心までもが震える。

　──どうして……！

　リリアーヌはすべてを遮るようにきつく瞼まぶたを閉とざし──アルベールの手を強く打ち払った。

　すっと息を吸いこみ、ねめつけるように間近から紫の双眸を見返す。

「前にも言ったはずよ。──『莫ば迦かにしないで』！」

「……本当に、困った子だ」

　真っ向からぶつかった視線と見つめあっていたのは、ひどく長い時間にも思えた。

　だが、実際はほんの一いつ瞬しゆんで、先に動いたのはリリアーヌだった。

　目はそらさないまま、右手を足元へと滑すべらせる。

　しかし、上うわ手てなのはアルベールの方だった。

「──ツッ」

「何度も言ってきただろう。動きを読まれたら、効果は半減するとな」

　そううそぶく彼の膝ひざは、リリアーヌの手を座席に縫ぬいつけるように踏ふみつけていた。同時に、火傷やけどを負っていた左ひだり肩かたを手で押さえこまれる。

　狭せまく不安定な車内で、即そく座ざにこれだけの動きがとれるのは、さすがとしか言いようがない。

　覆おおい被かぶさるようにして動きを封ふうじられ、リリアーヌは歯は嚙がみする。

　膝で蹴けりあげようとしてみたが、これも読んだようにスカートの裾すそを踏みつけられていて、思うようには動かせない。女性としての戦い方を教えたのは、ほかでもないアルベールだ。封じこむ術もわかっていて当然だった。

　──ほかになにか……なにか手があるはず。

　エドワールを王宮にたどりつかせるために、身を盾にでもすると決めたのだ。これくらいのことで諦あきらめるなど、論外だ。

　どんな隙すきも見み逃のがさないという不ふ屈くつの表情を宿すリリアーヌに、アルベールは不ふ機き嫌げんそうに双眸を細めた。

「──あの王子か？　おまえにそんな顔をさせるのは」

　それとももう一人の方か、と左肩を押さえていた手が離はなれたかと思うと、顎あごをとられる。ぐっと強く持ちあげられ、再び間近からのぞきこまれた。

「そんな、顔？」

　眉を顰ひそめると、「自覚もなし、か」と低く吐はき捨てられる。

　なんの話かと険を深くしたリリアーヌに、アルベールは口元に冷たい笑みを閃かせた。

「リリアーヌ」

　呼び声に、かちっとなにかが触ふれあうようなかすかな音が重なる。

　──なに？

　視線だけ動かせば、アルベールはいつのまにかもう片方の手に、掌てのひらにおさまるほどの小こ瓶びんを持っていた。蓋ふたがないところを見ると、今のはそれがはずれた音だったらしい。

　ぞくりと嫌いやな予感が背中を這はった。

「やっ、放し──」

「ならば、せいぜい利用させてもらおうか」

　アルベールはもがくリリアーヌを身体で押さえつけると、顎を摑つかんだ手に力をこめた。

　せめてもの抵てい抗こうに唇くちびるを堅かたく閉ざすが、小瓶の口でこじ開けられる。

　歯にあたった硝子ガラス瓶びんが、かちりと鳴る。その感触と音に、全身が総毛立つ。

「ん…っ」

　わずかに身体が弛し緩かんした一瞬を逃さず、アルベールは瓶を口の中に押しこんできた。そのまま顎を仰あお向むけるように持ちあげられ、中身を喉のどへと流しこまれる。

　──飲んじゃだめ！

　これがなにかはわからないが、碌ろくでもないものであることだけはたしかだ。

　こん、と瓶が床ゆかに転がる乾かわいた音がする。

　直後、吐きだそうとするリリアーヌを嘲あざ笑わらうように、唇が温かで柔やわらかなものに覆われた。

「！」

　それがアルベールの唇だと気づくのに、長くはかからなかった。
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　眼前の深い紫むらさき色いろの輝きに、ひゅっと喉がひきつる。拍ひよう子しに、苦い液体が奥へと流れこんでいく。

「──ぐっ、げほッ」

　すべてを飲みこんだことをたしかめたように離された唇に、リリアーヌは身体を折って激しく咳せきこんだ。

「……な、にを」

　苦しさに涙なみだの滲にじんだ顔を無む理り矢や理りあげると、雫しずくを払はらうように長い指が目め尻じりをなぞった。ついで、掌で瞼をおろすように両目を閉ざされる。

「私は、自分のものに手をだされて笑ってすませるほど、寛かん容ような性格はしていない」

　暗くなった視界と、独り言のように紡つむがれる低い声に誘さそわれるように、頭が重たくなっていく。

「待っ、て……」

　遠ざかる意識を追うのか、それともアルベールをひき止めておこうというのか、緩かん慢まんに伸びたリリアーヌの手が、弱々しく目の前の服を摑む。

　──だ、め……

　これではなにもしていないのと同じことだ。せめて、エドワールたちが宿をでるまで──と指先に力をこめる。

　だが、どうしようもなく閉ざされていく意識の中、

「おまえは私のものだろう？　リリー」

　そんな声が聞こえたような気がした。
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「絶対、みんなをあっと言わせてみせるんだから！」

　足どりも荒あらく地面を踏み締しめながら、まだ子どものリリアーヌが森の中を歩いていた。

　長い髪かみをうしろでひとつにくくり、大きさがあわないのか袖そでと裾を折り返したシャツとズボンを身に纏まとう姿は、まるで少年のようだった。さらには、腰こしのベルトに愛用する剣けんを差し、右手には小弓、背中には矢や筒づつを負っている。

　左右に視線を走らせながら、リリアーヌはきゅっと唇を嚙かみ締めた。

「もう、女の子だからなんて、言わせない」

　気き丈じように呟つぶやきながらも、耳から消えないのは『それでどうするつもりだ？』という冷たい響ひびきだった。

　アルベールから剣の手ほどきを受けはじめて、約一年。がんばっていたら、渋しぶい顔をする父も、遊びだと真しん剣けんにとりあわない騎き士し団だんの人たちも、きっと認めてくれるはずだと、見習いの少年たちと同じように励はげんできた。

　けれど、いっこうに認めてくれないどころか、稽けい古こ相手の少年に「女は女らしく、針でも握にぎってればいいのに」との揶や揄ゆを受けるにいたり、リリアーヌの不満は爆ばく発はつした。

「なら、わたしが女の子じゃなかったらいいんでしょ！」と、稽古用の簡素なドレスを脱ぬぎ捨て、兄たちのお古をひっぱりだす。これでどうだ、と駆かけ戻もどった広場で待っていたのは、いくつもの呆あきれた笑いとアルベールの冷ややかなまなざしだった。

「そんなことをしてなんになる。格好だけ真ま似ねたところで、男になれるわけもない」

　その表情と言葉の冷たさがリリアーヌに与あたえた衝しよう撃げきは大きかった。

　アルベールの稽古は厳しかった。普ふ段だんはまとわりつく彼女にしかたないなというように笑えみを見せてくれる彼も、剣を握っている間はそんな甘さはどこにもない。

　だが、リリアーヌには適当に誤ご魔ま化かそうとしない態度が嬉うれしかった。彼が自分を認めてくれているからこそだと、思っていたのだ。

　にもかかわらず、アルベールからよこされた見下げたような態度に、リリアーヌは気がつけば城を飛びだしていた。

　こうなったら目に見える形で、自分の実力を示すしかない。この手で獲え物ものを狩かることができたら、きっと城のみんなを見返せるはずだ。

　そう意気込んで、鬱うつ蒼そうとした木々の間を進んでいく。

「森には一人でいったらだめだって言われてるけど、そんな奥にいくわけじゃないし」

　シカやイノシシは到とう底てい無理だが、ウサギかキジ、できたらキツネあたりが狩れたらいい。

　リリアーヌは獲物に気づかれないよう足どりを慎しん重ちようなものに変えながら、注意深くあたりに耳をすませた。

　やがて、かさり、と藪やぶを揺ゆらすような音がした気がして、はっと動きを止めた。息を殺し、物音がしたと思おぼしき方をじっと見つめる。

　ここはまだ森の深い場所ではない。いるならウサギあたりだろうか、と考えつつ、そっと矢筒から矢を抜ぬく。焦あせりは禁物だと胸のうちで言い聞かせながら、ゆっくりと矢をつがえた。

　グルル……と低い唸うなりが鼓こ膜まくを震ふるわせた。同時に藪の暗がりで一いつ対ついの鋭するどい輝かがやきが光を返す。

「──ッ!?」

　まさか！　という叫さけびは、声にならなかった。限界まで見開いた双そう眸ぼうの先に現れたのは──一匹ぴきの灰色の狼おおかみだった。

　生きたまま初めて目にする森の王者の姿に、リリアーヌは凍こおりついたように身を固くした。

　鼻に皺しわをよせ、牙きばをのぞかせる姿は、到とう底てい穏おだやかとは言いがたい。どれほどの大きさがあるのかはわからないが、あの牙と爪つめで飛びかかられれば自分などひとたまりもないだろう。

　意識した途と端たん、激しい恐きよう怖ふがリリアーヌの全身を駆け抜けた。

　それに、あ！　と思った時には遅おそかった。

　走った震えに、手から矢が離はなれる。狙ねらいも定まらず、ひき絞しぼる力も緩ゆるんでいた矢は、力なく明後日あさつての方角へと飛んでいく。

　しかし、危あやうい均きん衡こうを破るには十分だった。

　低く構えていた狼はガルゥッと唸りをあげると、リリアーヌへと飛びかかってきた。

「……ィッ」

　悲鳴が喉のどの奥でひきつる。反射的に身をかわすことができたのは、奇き跡せきに近かった。証しよう拠こに、避よけた拍子に足がもつれ、その場に倒たおれこんでしまう。

　──逃にげ、なきゃ……

　自分とは反対に身軽く身体からだを返した狼を凝ぎよう視ししながら、リリアーヌは動かない手足を懸けん命めいに動かし、じりじりとうしろへさがる。

　だが、そんな彼女に狼は再び狙いを定め、今度は間を計ることなく地面を蹴けった。

　とっさにリリアーヌは腰へと手を伸のばした。鞘さやから剣をひき抜こうとするも、座りこんでいる体勢では思うに任せない。

　眼前に迫せまった牙に、まにあわない！　とぎゅっと目を瞑つぶった時だった。

　ガッとなにかがぶつかりあう音に、「ギャウンッ」と狼の叫びが重なった。

「え……？」

「なにをしているッ、立て！」

　なにが起こったのかわからず啞あ然ぜんとしたリリアーヌの耳に、聞き慣れた怒ど号ごうが飛びこんでくる。打たれたように顔をあげれば、見慣れた黒いうしろ姿がこちらをかばうように立っていた。

「！　アル、ベール……」

　どうしてここにいるのかと茫ぼう然ぜんと呟くリリアーヌを背に、アルベールは剣を構え直す。唸り声にびくりと視線を巡めぐらせると、狼がよろめくように立ちあがったところだった。

「リリアーヌ」と促うながすような低い呼びかけに、リリアーヌは我に返ると四し肢しに力をこめた。

　──……きて、くれた。アルベールが、助けてくれたんだ……！

　近くの木にすがるようにして、震える足で立ちあがる。

　一方で、一層凶きよう暴ぼうな眼光を宿した狼は、じりじりとアルベールとの間合いをつめていた。

　ガアッと襲おそいかかってきた牙に、アルベールは鋭く剣を繰くりだす。その切っ先は狙いがわずかにそれ、毛皮をかすめただけだったのとは逆に、狼の爪が彼の腕うでを抉えぐっていく。

「アルベール!!」

「動くな！──このくらい、傷のうちにははいらない」

　悲鳴のような叫びをあげれば、即そく座ざに制止が飛んでくる。無意識に足を踏ふみだしていたリリアーヌははっとして動きを止め、戦慄わななく唇くちびるを嚙んだ。

　自分が駆けつけてもなんの役にもたたない。むしろ、余計足手まといになるだけだ。

　見ているしかできない彼女の前で、一人と一匹は機を計るように、距きよ離りを保ちあったまま歩を進めた。

　数すう瞬しゆんの睨にらみあいのあと、狼がぐっと身を沈しずませたかと思うと一気にアルベールへと躍おどりかかる。喉のど笛ぶえを狙ったそれに、しかし彼は焦りをみせることなくぎりぎりまでひきつけたあと、剣を一いつ閃せんさせた。

「ギャン…ッ」

　薄うす暗ぐらい森に鳴き声が響き、どさりと灰色の影かげが地面に倒れ伏ふす。もう起きあがる力もないその姿に、息を止めて身を固くしていたリリアーヌは緊きん張ちようの糸が切れたように座りこんだ。

「……怪け我がはないか？」

　かけられた声にのろのろと顔をあげれば、剣を鞘へとおさめたアルベールがあった。

「アルベール……わた、し……」

「見張りからおまえが森にむかったと聞いて、追ってきて正解だった」

　あまり心配をかけさせるな、と柔やわらかに頭を叩たたかれ、リリアーヌは小さく震えたあと、わっと泣き声をあげてアルベールへとしがみついた。

「ごっ、ごめん、なさい……！」

　ひき裂さかれた彼の黒衣に、まざまざと自分の驕おごりと未熟さを突つきつけられた気がした。すこしばかり剣や弓を扱あつかえるようになったことで、強くなったつもりでいたのだ。

「──それで？　男の格好をして、なにか変わったか」

　胸のうちの後こう悔かいを読んだように問いかけられ、勢いよく頭かぶりを振ふる。

　格好など、圧あつ倒とう的な力の前ではなんの関係もなかった。女でなければ認めてもらえるなんて、ただの思いこみだ。自分に認めてもらえる実力がなかっただけだと、今さら気づかされる。

「男と同じことをしたところで、所しよ詮せん力では敵かなわない。おまえにはおまえの戦い方がある」

「は、い」

　目元を擦こすって顔をあげたリリアーヌの頭を力強くなでると、アルベールは彼女が立ちあがるのに手を貸した。

「さあ、戻るぞ。おまえの兄たちも心配している。──今回は運がよかった。本来狼は単独では行動しな……」

　不自然に途と切ぎれた科白せりふに首を傾かしげれば、彼はどこか違ちがう方向を見つめていた。その視線を追って、リリアーヌははっと息を吞のんだ。

「子ども……」

　力なく横たわる灰色の狼に、同じ色をした仔こ狼おおかみが鼻を鳴らしながらすりよっている。

「母親だったのか。はぐれた子どもを捜さがして、群れから離れたか」

　独り言のような呟つぶやきを耳にした途端、リリアーヌは制止も振り切って、子どもへと駆けよっていた。驚おどろいて後あと退じさった灰色の毛並みを、そっと手を伸ばして抱だきあげる。

「ごめん……ごめんね…っ」

　きっと、この狼はこの仔を護まもるために自分を襲ってきたのだ。自分の甘さがアルベールに怪我を負わせただけでなく、この仔から母親をも奪うばってしまった。

　──強く、なろう。

　柔らかな温ぬくもりを腕に感じながら、深く思う。

　大切なものを奪ってしまったこの仔に恥はじないくらい、我が身も顧かえりみず助けてくれた彼に並べるくらい、強くなろう、と。

　アルベールに対する騎き士しとしての尊敬とは別の、芽生えはじめた淡あわい想おもいには気づかないまま、この時リリアーヌはそう決意した。

　あれから五年。

　強くなりたいという思いはますます揺るぎなく、小さく芽をだした想いは恋こいを咲さかせた。

　それなのに──もう、自分の傍そばに、彼はいないのだ……。




　ぼんやりと瞼まぶたを開いた視界が、淡く滲にじんでいた。

　──懐なつかしい夢を見てた気がする……

　胸に宿る苦く甘い想いを吐はきだすように息をついた拍ひよう子しに、頰ほおを転がり落ちた雫しずくに、自分は泣いていたのだと気づく。

　動かすのも億おつ劫くうな腕を持ちあげ、目元を拭ぬぐうと、リリアーヌはそろりと身体を起こした。

「……どこ、だろう、ここ」

　重い頭を押さえてあたりを見回しかけ、はっとする。

「そうだ。わたし、変な薬みたいなもの飲まされて……」

　ぼうっとしている場合ではないと、頭を振って周囲の様子をうかがった。

　暗くてわかりづらいが、どうやらここは、ずいぶん長い間、人のいない空き家かなにからしい。埃ほこりっぽい匂においが嗅きゆう覚かくをくすぐった。

　リリアーヌは気配を殺しながら、寝ねかされていた長なが椅い子すの上から足をおろした。ぱさりと音がしたのに視線をさげれば、見覚えのある上着が床ゆかに落ちていた。

　これは、とわずかに目を見開いたあと、唇を嚙かみ締しめる。

「アルベール……」

　夢の名残なごりだろうか。その名を呟くだけで、胸が締めつけられる心地ここちがした。

　ここへきてもまだ、どうして、と思ってしまう。

　リリアーヌは上着を拾いあげると、今はそれを考える時ではないと意識を切り替かえた。

「あのあと、どうなったんだろう」

　アルベールはどこに、と気配を探さぐりながら、静かに窓辺へと近づく。埃っぽい、触さわれば破れそうなカーテンをめくれば、茜あかねに染まった空が飛びこんできた。

　その景色に、心臓がどくりと音をたてる。

「これは──夕方？　それとも明け方なの？」

　今はいつで、エドワールたちはどうなったのか。

　なにか、方角や時間を知る手がかりになるようなものはないかと目を凝こらした時、

「ずいぶん、のんびりしたお目覚めだ、お嬢じようさん」

　扉とびらが軋きしむ音とともに聞こえた声に、ばっとうしろを振り返る。

　開いた扉のむこうからランプを掲かかげた人ひと影かげが、悠ゆう然ぜんとした足どりで踏みいってきた。

「……だれ？」

　灯あかりに目を眇すがめながら身構えれば、その人物は大おお仰ぎように肩かたを竦すくめてみせた。

「なんと、忘れられているとは、寂さびしいことだな」

　自じ虐ぎやく的に、というより、嫌いや味みのように嘆なげいた男に、リリアーヌは眉まゆをよせた。

　──忘れられてる？　会ったことがあるってこと？

　たしかに声には聞き覚えがある気がする。なにより、じっとりと笑えみを含ふくんだような表情に、既き視し感かんを覚えた。

「私もたいしたことはないらしいな──のう、アルベルトよ」

　だが、記き憶おくを刺し激げきされた次の時に耳にはいった響ひびきに、摑つかみかけていたものが霧む散さんする。代わりに、背中をすっと冷たいものがなでた。

　──『アルベルト』って……まさか!?

「そのようなこと、思ってもおられないでしょうに」

　愕がく然ぜんと目を見開いたリリアーヌへ、それこそ間ま違ちがいようのない声が届く。

　その瞬しゆん間かん、残ったわずかな希望が今度こそ粉々になった音が、聞こえたような気がした。

「アル、ベール……！」

　頭は沸わきたつようなのに、手足からは血の気がひいて冷たくなっていく。相反する感覚に、目眩めまいがして窓まど枠わくをきつく握にぎり締めた。

「まさか、あなた……オルデンの…っ」

　声が擦かすれて、皆みなまでは言葉にならなかった。

　かつり、と靴くつ音おとを響かせて男のうしろから現れた、火に照らされた面おもてを鋭するどく睨にらみつける。

「じゃあ、あなたの目的は──」

「決まっておる。我らがベルナルドさまに、ここロワールの跡あと継つぎとなっていただくことだ」

　途切れた先を続けたのは、男の方だった。

「ベルナルド……オルデンの、第二王子」

　もっとも恐おそれていた事態に、リリアーヌは奥歯を嚙み締めた。

『アルベルト』とは『アルベール』の隣りん国ごくオルデンでの発音だ。いや──『アルベルト』が『アルベール』と呼び方を変えてここロワールに潜せん入にゆうしていた、と言った方が正しいだろう。

　いつかくる『きたるべき時』に備えて、敵の先せん鋒ぽうたる黒鷹騎き士し団だんの中で、その爪つめを磨みがいていたのだ──仲間とともに。

　アルベールに続いてはいってきたよく見知った二人の男、黒鷹の騎士だった者たちの姿に、リリアーヌは一層視線を尖とがらせた。

　ロワール攻こう略りやくを目もく論ろむ彼らにとって、今回の後こう継けい者しや問題は願ってもない好機だったに違いない。血筋的には、だれが考えてもベルナルドが筆頭候補だ。

　しかし、そこへ突とつ如じよ降って湧わいたエドワールの存在は、目の上のたんこぶ以外のなにものでもなかった。ゆえに、候補になる前に排はい除じよしようと目論んだのだ。

「──商人だなんて言って、あなた…っ」

　ようよう思いだした男の正体に、やはりあの火事もアルベールが嚙んでいたのだと悟さとる。

　燃えさかる炎ほのおとランプの灯りでは印象が違い、ぱっと見ではわからなかったが、目の前の男はあの火事の現場で会った商人だという初老の男性だった。

　自分たちの首しゆ尾びを確かく認にんしにきたのか、ちょっとした宣戦布告のつもりだったのかは不明だが、ああも都合よく現れておいて無関係だったとは思えない。

　──きっと、レオンはあの時もうなにか感じてたんだ。

　今になって思いいたり歯嚙みしたリリアーヌに、商人は「やっと気づいたのか」と哄こう笑しようした。

「なに、私はしがない商人にすぎんよ。──あのお方がおられなければな」

　そのためにもせいぜい君には役にたってもらおうか、と口元に嫌いやな笑いを残した商人に、窓枠を握る手に力がこもる。

　──逃にげなきゃ。

　アルベールも「利用させてもらう」と言っていた。だったら、自分が彼をひき止めるなどと考えている場合ではない。

　見るかぎり、出入り口は彼らが塞ふさいでいる扉しかない。あとは、自分のうしろの窓だけだ。

　幸い一階だ。ここがどこかはわからないが、彼らから逃のがれさえすれば……

「その窓なら開かないぞ、リリアーヌ」

「！」

　窓を見たわけでもないのに飛んできた科白せりふに、リリアーヌは揺ゆらぎそうになった肩を押し留とどめた。わかっていたが、アルベールという自分を育てた人物を前にしては、圧あつ倒とう的に不利だ。

「余計な怪け我がをしたくなければ、おとなしくしていることだよ、お嬢さん。フェルディナンが証あかしを持ってここにくるまでな」

「フェルディナンって……あの人たちになにしたの!?」

「はははっ、手出しはしておらんよ。ただ、『王子が王子たる証』をひきとりたいと持ちかけただけでな──君の身み柄がらとひき替えに」

　商人の言葉に、リリアーヌは、なんてことを、と唇くちびるを嚙んだ。

　周囲を巻きこむことを、自分が傷つくことより厭いとうエドワールだ。この状じよう況きようを気に病やまずにはいられないだろう。

　──……けど、レオンは絶対まにあわせるって決めたはず。

　ならば、彼が傍にいるかぎり、そんな脅おどしに屈くつするはずがない。

「──こないわ」

「なんだと？」

　レオンを信じて突つきつけた否定に、商人は怪け訝げんそうに眉をよせた。

　リリアーヌは見み据すえるまなざしに一段と力をこめた。

「だれもこないって言ったの。そんな取引き、彼らが応じるはずがない。残念だった、」

「そうでもない」

　終わりまで言わせず断たち切った、静かな、けれど有う無むを言わせぬそれに、はっとアルベールへと視線を移す。

「どういう──」

　意味、と続けようとした言葉は、またも最後まで形にはならなかった。

　キィン……とどこかから、たださほど遠くない場所から届いた音に、息をつめる。

　──この音……まさか！

　信じられない思いでアルベールたち越ごしに扉のむこうを凝ぎよう視しする。そこから、たしかに聞き慣れた音──剣けんと剣が交わる音が響き、徐じよ々じよにこちらへと近づいてきていた。

　なんでっ、と思わず走りだしかけたリリアーヌを、「おっと」と楽しげな声が遮さえぎった。間を置かず、うしろの二人がアルベールの目配せに頷うなずいて部屋をでていく。

　バタン、と扉が閉まる音がやけに大きく響いた。

「君が考えるほど、賢かしこくはなかったようだな。それとも、それだけ君が大事だということか」

　よかったじゃないか、と芝しば居いがかった仕草で告げる商人の言動など、すでに意識にのぼってもいなかった。

　そんなことよりも遠ざかった争う音に、懸けん命めいに耳をすます。

　──この響き、ひょっとして一人なの？　罠わなだってわかりきってるのに、どうして!?

　自分を助ける必要などない。むしろ、自分からアルベールの罠にかかりにきてしまったようなものだ。放っておいてくれなくては困る。

　実際に証を持っていようと持っていまいと、多勢に無勢でのりこんでくるなど、無む謀ぼうにもほどがある。彼にもしものことがあったりしたら──。

　どれくらいの間、扉を凝視していただろうか。コン、と落ちたノックの音に、リリアーヌはびくっと胸むな元もとを握り締しめた。

　商人はにやりと笑いを浮うかべると、「はいれ」と居い丈たけ高だかに命じた。扉の前を空けるように脇わきへと退どく。

　返事の代わりに、ぎぃ、と扉が軋んだ。

　目を瞑つぶってしまいたくなる衝しよう動どうをこらえて見つめるリリアーヌの視界に、人影が映った。

「──よお、ずいぶん熱ねつ烈れつな歓かん迎げいだな」

「！　レオンッ」

「なっ……莫ば迦かな！」

　大きく開いた扉とびらのむこうから現れたのは、剣を担かつぐように持ったレオンの姿だった。

　ところどころ服が裂さけてはいるものの、深い怪我を負っている様子はない。

　よかった、とひとまず胸をなでおろしたリリアーヌとは裏腹に、商人は薄うす暗ぐらい室内でもわかるほどはっきりと顔色を変えた。

「どういうことだっ、なぜ、こいつがここにいるんだ！　手配した者どもはどうした!?」

「ここにくるまでにいた連中なら、全員眠ねむってもらったぜ」

　憤ふん然ぜんとアルベールへ食ってかかった商人に、答えたのはレオンだった。

「俺を止めたいなら数だけじゃなく、もっと骨のあるヤツを揃そろえるんだな。手て応ごたえのあるのは二、三人だけだったぜ？」

「っ、き、さま……！」

　うそぶく彼に、商人が肩かたを震ふるわせる。

　レオンは相手の憤いきどおりなど歯し牙がにもかけず、「……にしても」と目を細めた。

「やっぱり、あんただったか」

「な、に？」

　虚きよを衝つかれたように、商人が訝いぶかしさを浮かべる。それにレオンが鼻先で笑った。

「あれだけうろちょろされれば、嫌でも気づく」

「……うろちょろだと？」

「ニーエルの町でこっちをじろじろ見てたのを忘れたのか？」

　ニーエルの名に、リリアーヌがはっとする。

　それはレオンたちと旅をはじめて最初に立ちよった町の名前だ。あの人ひと混ごみの中、そんなことにまで気づいていたのかと啞あ然ぜんとする。

「おまけに、あの火事の直後のおでましだ。はじめは気のせいかと思ったが、二度ともなれば都合がよすぎる。しかも、オルデンの人間がな」

「！　きさま、気づいて……」

「自分では気づいてないらしいが、あんたにはかすかにオルデンの訛なまりがあるんだよ」

　オルデンの訛りのある人物が図はかったように同じ旅程をたどるなど、偶ぐう然ぜんにしてもできすぎている。というより、あれだけ変則的な動きをしてなお同じ場所にいるとしたら、自分たちをつけているとしか思えない。

　だとしたら、狙ねらいはエドワールの命──さらには、オルデンの第二王子のロワールにおける世よ継つぎの座の獲かく得とくだ。

「そこにアルベールとやらが嚙かんでるかどうかまでは、確信が持てなかったけどな」と続けたレオンは、ほぼすべてを見み抜ぬいていたことになる。

　──レオンがあの商人と言葉を交かわしたのだって、ほんのちょっとだったのに。

　見ていたようでなにも見ていなかった自分の不ふ甲が斐いなさは別として、彼の一見飄ひよう々ひようとしていながらの、洞どう察さつ力の鋭するどさには舌を巻くしかない。

　商人はしばらく顔をこわばらせ、肩を震わせていたが、唐とう突とつにぴたりと動きを止めると口元にうっすらと笑えみを浮かべた。

　──……なに？

　おかしい、と感じた瞬しゆん間かん、リリアーヌは弾はじかれたようにその場を飛び退のいていた。直後、カッと乾かわいた音をたてて小刀が元いた床ゆかを穿うがった。

　だが、続け様に飛んできたもう一本に進路を阻はばまれ、足が止まる。

　その一瞬の隙すきを逃のがす彼ではなかった。

　空気が動いた、と思った時には、商人の背後に控ひかえていたはずのアルベールが、すぐそこに迫せまっていた。

「──っ」

「おとなしくしていろ」

　身を翻ひるがえそうとする間もなく、太い腕うでが首を締めつける。その手には投げられたものと同じ小刀が握にぎられ、首筋に狙いを定めていた。

　左腕一本でリリアーヌを押さえつけたアルベールに、商人は形勢逆転とばかりに鼻を鳴らした。

「さあて、そこまでわかっているなら話は早い。当然、持ってきているのだろうな？」

「──これのことか？」

　しかし、レオンは焦あせりを浮かべる様子もなく、ベルトから一本の短たん剣けんを抜ぬきとった。

　商人の持つ灯あかりに、その柄つかと鞘さやに刻まれた『獅し子しに柊ひいらぎ』の紋もん章しようが浮かびあがる。

「おお…っ」とうち震えるような商人の声を聞きながら、リリアーヌは愕がく然ぜんと目を瞠みはった。

「！　どうしてッ」

「どうしてもなにも、持ってこいと言われたんでな」

「それで本当に持ってくる……ううん、そもそもきたりする莫迦がどこにいるのよ！　エドワールさまは!?」

　刃やいばを突きつけられていることも忘れて叫さけべば、レオンが「ひでえ言われようだな」と苦く笑しようした。

「安心しろ。あいつなら王都の別べつ邸ていにいる」

「そんなの……エドワールさまがまにあっても、その証あかしがなきゃ…っ」

　まにあったとは言えない、と頭かぶりを振ふる。首筋にかすかに走った痛みに、舌打ちが聞こえたような気がしたが、そんなものはどうでもよかった。

　一方のレオンは、あくまでおちついたまま「そこが、こいつらのいやらしいところだ」と肩を竦すくめた。ただ、その瞳ひとみだけが鋭く商人とアルベールを交こう互ごする。

「別邸に連れん絡らくがきたのが、昨日──いや、今日か？──の深夜。指定の場所は往復で馬を走らせて、ぎりぎり今日の昼にまにあうとこときた。もっと早くなら違ちがう手が打てたし、もっと遅おそければ諦あきらめるって選せん択たく肢しもあったんだろうがな。うまくいけば、おまえを助けだしてまにあうかもしれない、とくれば──とるべき方法はひとつだろう？」

　あたりまえのように告げられ、リリアーヌは唇くちびるを戦慄わななかせた。

「こなければ……こなくて、よかったのに……！」

「おまえだって護まもるべき者だ──そう、言ったはずだ。リリアーヌ」

　迷いなくさし伸のべられた手助けに、どくりと心臓が高く鳴った。

　そんな場合ではないとわかっているのに、彼が間違っていると思うのに──嬉うれしいと思う気持ちが抑おさえられない。

　同時に、小さな痛みが胸を刺さした。

　彼が自分を侮あなどっているわけではないと、知っている。いつからか、『お嬢じようさん』と呼ばなくなったのは、きっと仲間として認めてもらえたからだ。

　けれど、そうであってもまだ、信じてもらえていない。エドワールのように「あれなら大だい丈じよう夫ぶ」と思ってもらえてはいないのだ。

　つきあいの長さを考えたら、当然のことだ。

　でも、いつか──

　刹せつ那な、パンパン、と響ひびいた手を打つ音に、リリアーヌははっと商人の方へ視線を移した。

「いや、美しい仲間意識だ。感動したよ──というわけで、そいつを渡わたしてもらおうか」

　男は嘲あざ笑わらうようにして、レオンへ手を伸ばす。

「レオ──ぅ…っ」

　とともに首元の締しめあげがきつくなり、だめだと発しかけた言葉が呻うめきに変わる。

　レオンはこちらをちらりと一いち瞥べつし──手にした短剣を、おもむろにベルトへと差し戻もどした。

「ここで渡すと思ってるのか？」

　おめでたい頭だな、と逆に笑い飛ばしたレオンに、リリアーヌの手足から力が抜ける。その分息苦しさが増すが、安あん堵どの方が大きかった。

　黙だまっていられなかったのは、商人だ。

「なん、だと……貴様、あの女がどうなってもかまわないのか!?」

「よく言うぜ。渡したところで助ける気もないくせに」

　図星を衝かれたのか、商人がぐっと面おもてを歪ゆがめた。

　レオンはそらみたことかという顔つきで、上着の上から護り刀を叩たたいた。

「これは保険にすぎねえよ。どういう状じよう況きようになるかわからなかったからな。いざとなれば、取引きもやぶさかじゃなかったが……」

　今はするつもりがない、と言外に告げた彼に、商人は「おのれ…っ」と両りよう肩かたを震わせ、かっと両目を見開いた。

「若造が……その態度、後こう悔かいさせてくれるわ！──アルベルトッ、やれ！」

「やれるもんなら、な！」

　商人の命令と、剣けんを握り直したレオンが床を蹴けるのが同時だった。

　商人など目もくれず、まっすぐこちらに斬きりかかってくる。

　このままでは盾たてにされるか、巻き添ぞえになる──苦しい中で意識するが、リリアーヌは身み動じろぎひとつせず、剣の軌き跡せきを見つめた。

　それくらいのこと、レオンが読んでいないはずがない。なら、下へ手たに動く方が彼の妨さまたげになる。彼の腕を信じるからこそ、逆に冷静でいられた。

　だが、レオンの剣が届く寸前、首にかかった腕に力がこもったかと思うと、投げ捨てるように払はらいのけられた。

「ぐ……」

　きつく首が絞しまったあと、急に横へ振られた身体からだがよろめき、こらえきれずくずおれる。

　直後、キィンッ、と頭上で剣花が散った。

　アルベールがリリアーヌを離はなした一瞬の間に剣を抜き、レオンの攻こう撃げきを受け止めたのだ。

「どうした？　あいつをやるんじゃなかったのか？」

「──おまえを倒たおせばすむことだろう」

　剣を交わらせたまま囁ささやきあうように言葉を交わし──アルベールがぐっと柄を上へ捻ひねった。レオンの剣を押しのけるようにしながら、彼の顔めがけて切っ先を突つきこむ。

　レオンも力で切っ先を横へ流すと、すばやくうしろへ飛び退すさった。

　二人は無言のまま距きよ離りを計りあい、じりじりとリリアーヌから離れていく。

　やがて、動いたのはアルベールの方だった。

　上段に構えられた剣が鋭く振りおろされる。レオンは踏ふみこんでその斬ざん撃げきを受ける、かと思いきや、剣先を下にむける形で手首を返し様、柄から右手を離して左手一本で受け止めると、下へと攻撃を流す。

　その間に、さらに反対側の足を踏みこんだレオンは、離した右腕をアルベールの胴どう体たいに回した。そのまま、踏みこんだ足を軸じくにアルベールの身体をうしろへと投げ飛ばす。

「は…っ」

　思わぬ攻撃に、踏み止とどまれなかったアルベールが床へと転がる。しかし、剣を離すことなく受身をとって即そく座ざに起きあがるのは、さすがだった。

「なんだ？　騎士さまは剣でやりあうことしかご存じないか？」

　あからさまにあてこすったレオンに、アルベールは無言のまま剣を一ひと振ふりすると構え直す。

　彼のまなざしからは、一いつ切さいの感情の色が削そぎ落とされている。それだけ真しん剣けんだということだ。対するレオンは、瑠る璃りの瞳を好戦的な色に輝かがやかせていた。

　ランプの灯あかりを受けてきらきらと瞬またたくようなレオンの双そう眸ぼうに、アルベールが訝いぶかしげに眉まゆをよせる。──と、無表情から一変、低く喉のどを鳴らして笑いだす。

　これにはレオンが顔を顰しかめる番だった。

「なんだ、」

「──そういうことか」

　独りごちるように落としたアルベールに、口を開きかけたレオンの表情がすっと消える。

　──なに、どうしたの？

　さきほどまでとは違う緊きん張ちようが、二人の間に落ちる。

　呼吸すらも躊躇ためらわれるような緊きん迫ぱく感かんの中、張りつめた糸が切れるように、唐とう突とつにどちらからともなく二人は足を踏みだした。

　レオンが突きを繰くりだせば、アルベールが斜ななめへの踏みこみでかわす。逆に、その勢いをのせた鋭するどいひと突きを、レオンは上体を捻ることで回かい避ひした。

　瑠璃と紫むらさきの双眸が間近で交差し、次の瞬しゆん間かん、弾はじけるように距離をとりあう。

　狭せまくはないとはいえ、室内である。間合いも、動きにも制限があるはずなのに、お互たがいに微み塵じんもそれを感じさせない。

　相手の動きを読み、なおかつ周囲にも気を張り巡めぐらせていなければできない芸当だ。

　翻ひるがえる白はく刃じんに、交わる剣花、まるでステップでも踏むような足あし捌さばき。

　力と力のぶつかりあい、紙かみ一ひと重えの命のやりとりのはずなのに、彼らの動きは美しさすら感じさせて、上体を起こしたリリアーヌは思わず二人に見入っていた。

　この時、もう一人の存在を気に留めていなかったのは、迂う闊かつとしか言いようがなかった。

　──いけない、見とれてる場合じゃ……、！

　どうにかしてレオンの手助けをしなければ、と立ちあがろうとした時、ぐいっと腕うでをとられた。はっと見上げれば、面をひきつらせた商人が、さきほどアルベールが投げたと思おぼしき小刀をこちらに突きつけていた。

「若造！　この女の命が惜おしければ剣を捨てろッ」

　しまった、と思うより先に、怒ど鳴なり声があたりに響き渡る。

　リリアーヌが一足遅かったと臍ほぞを嚙かみながら、拘こう束そくされた腕とは反対の手で小刀を握にぎる商人の手首を摑つかんだ時、

「リリアーヌ！」

　肩かた越ごしにこちらを顧かえりみた瑠璃色の双眸と、刹那視線が交わりあう。

　すっとリリアーヌの顔から血の気がひいた。

　アルベールとの勝負はついていない。

　にもかかわらず、一いつ瞬しゆんでも意識を彼からそらしたら──

「──っ」

　走った最悪の予感とともに、リリアーヌは握っていた商人の手首を捻ひねりあげた。

　完全に小こ娘むすめと侮っていたのだろう、男は「ぎゃっ」と悲鳴をあげて小刀をとり落とした。

　拍ひよう子しに緩ゆるんだ腕をとり戻すと、摑んだ手首を両手で握りこみ、すばやく立ちあがる。男の掌てのひらを上にむけたまま、腕を肩かたに担かつぐようにして手に力をこめた。

　ぐぎっと嫌いやな手て応ごたえがして、「ぎゃあぁっ」とさきほどの比にはならない叫さけびがあがる。

　腕を押さえて床ゆかに転がった男には目もくれず、その手を放りだすと、

「レオンッ」

　リリアーヌは二人の方へと駆かけだした。

　一方、アルベールもまた、生じた隙すきを見み逃のがすような真ま似ねはしなかった。

「よそ見とは余よ裕ゆうだな！」

　一声吠ほえると、一気に猛もう攻こうを仕し掛かけていく。

　即座に彼にむき直ったレオンだったが、すこしの差が仇あだとなり、息もつかせぬ攻撃に反撃に転じるきっかけが摑めない。防戦一方ではどうしても遅おくれをとってしまうことになる。

　その差がやがて決定的な一撃を呼んだ。

　立て続けの攻撃にレオンがわずかに体勢を崩くずしたのだ。

　アルベールは手首を捻り、剣を頭上で旋せん回かいさせると、下から切りあげる形で剣を走らせた。

「くっ」

　レオンもかろうじて相手の脇わきへと剣を繰りだすが、むけられた刃やいばが風を切って迫せまる方が早い。

　アルベールの爪剣が唸うなりをあげてレオンの首を捉とらえようとした寸前、

「だめッ！」

　その軌跡に割りこむように飛びこんできた影かげがあった。

「リリアーヌ!?」

　あがった驚きよう愕がくは、どちらのものだっただろうか。

「──ちっ」

　とっさに動いたのは、アルベールだった。勢いにのった剣を、リリアーヌに届くぎりぎりのところで押し留とどめる。

　だがそれが、今度は彼にとっての隙になった。

　無む理り矢や理り動きを止めたせいで無防備になった脇を、レオンの一撃がまともに抉えぐる。ぱっと鮮せん血けつがあたりに飛び散った。

「ツッ」

　深くはいったのか、アルベールがこらえきれないように膝ひざをつく。

　その様に、数すう拍はく遅おくれて状じよう況きようを理解したリリアーヌは、大きく目を見開いた。

「ど、して……」

「──どうやら、決着がついたらしいな」

　剣を払ったレオンの低い声に、地じ響ひびきのような重い音が重なった。続く、馬の嘶いななきといくつもの怒ど号ごうに思わず身構えれば、「王都の警備隊だ」と短い答えが返る。

「俺がでたあと、あいつが連れん絡らくしたんだろう」

　そういうとこは抜ぬかりないヤツだからな、といつもとは違ちがう険しい顔つきでレオンが続けた。

「……そのようだ」

　脇わき腹ばらを押さえたままのアルベールが、どこか苦々しく笑う。彼の指の間からは、ぽたぽたと血が滴したたり落ちていた。

　明るくなりはじめた部屋の中でその赤はやけに鮮あざやかで……、リリアーヌの手足からさあっと血の気がひいていく。

「アル、」

「リリアーヌ」

　無意識のうちにアルベールの方に踏みだしていたリリアーヌの手を、すばやく伸のびた血に濡ぬれた手が摑む。その感かん触しよくに振ふり払はらうこともできないでいる間に、ぐいっとひっぱられた。

「あ…っ」
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「──自分がだれのものだか、忘れるな」

　たたらを踏ふんで傾かしいだ瞬間、耳元に苦しげな、それでいて甘い吐と息いきが吹ふきこまれる。

　触ふれる熱に、ざわり、と血が騒さわいだ。

「っ、なにを──、きゃっ」

　リリアーヌが身体からだを硬かたくすると、低い笑いとともに今度は強く肩をうしろに押された。踏み止とどまれずよろめくと、ドンと背中がなにかにぶつかる。

　レオンに受け止められたのだ、と思った時には、アルベールが駆けだしていた。

「待っ」

　怪け我がをしているとは思えない速さで部屋をよぎると、「開かない」と言った窓にむかって、両りよう腕うでを交差させて飛びこむ。格こう子しごと派手な音をたててぶち破ると、外へと飛びだしていく。

「アルベールッッ」

　リリアーヌは顔を真っ青にさせて窓に走りよった。

　だがそこにあったのは、散らばった窓の残ざん骸がいと、地面に点々と残された血の跡あとだけだった。
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「だから、どうしてわたしまで!?」

「つべこべ言わずにこい」

　そう、無理矢理馬上にひきずりあげられると、リリアーヌとレオンをのせた馬は、太陽がのぼりはじめた空を背に王都へと駆けだした。

「おろして！　証あかしを昼までにエドワールさまに届けないといけないのに…っ」

　一人と二人、どちらが馬の負担になるかなど考えるまでもない。

　だが、リリアーヌの訴うつたえを黙もく殺さつしたレオンは、けして馬の足を緩めようとはしなかった。

　あのあと──アルベールが消えた後のち、代わりのように飛びこんできた警備隊の面々によって、レオンの倒たおした賊ぞくたちや商人は捕ほ縛ばくされた。

　それを見届けるのもそこそこに、レオンは後処理を彼らに頼たのむと馬に飛びのったのだ。昼までに彼の持つ護まもり刀を王宮に届けなければならないのだから、ぐずぐずしている暇ひまはない。

　だというのに、なぜかリリアーヌまで彼のうしろにのせられる羽目に陥おちいっていた。

「往復でぎりぎりだって、さっき自分で言ってたじゃない！」

「この馬はそんじょそこらの軍馬にも劣おとらない足と耐たい久きゆう力があるから、問題ない」

　そういう問題ではない、という声はまったく聞きいれられない。

　納なつ得とくがいかないながらも、こうなったらしょうがないと馬の呼吸に自分をあわせる。馬をすこしでも疲つかれさせないためだ。

　──そういえば……

　ふと今さらに気づいたそのことに、リリアーヌは一度閉じた口を躊躇ためらいがちに開いた。

「……レオンは、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　賊やアルベールとの争いだけではない。よく考えたら、彼は報しらせを受けてからひたすら馬を走らせてきたのだ。下へ手たをしたら、一いつ睡すいもしていないかもしれない。

「そんな柔やわな鍛きたえ方はしてないからな」

　だが、そっけなく返った答えに、リリアーヌは唇くちびるを嚙かんだ。

　なにも言おうと、問おうとしない態度に、かえって責められているような気がする。

「──ごめ、」

「謝るくらいならやるな」

　罪悪感から口を突ついた謝罪を、皆みなまで言わず遮さえぎられる。

「そんなに俺は頼たよりなかったのか？」

「そんなこと！……ただ」

　反射的に否定して、今度は自分から先を濁にごした。

　たしかに、一人で突っ走るなと言われていた。それでもいくと決めたのは自分だ。だとしたら、どんな言葉も言い訳にしかならない。

　躊躇いを感じとったように、ふっと溜ため息いきが落ちる気配がした。

「──けど、そうすることに意味があると思ったんじゃないのか」

　背中越ごしに伝わる重い響ひびきに、と胸を衝つかれる。

「レオン……」

「俺もおんなじだ」

　だからもうなにも言うな、とその声は告げていた。

　こうなればリリアーヌとしては頷うなずくよりほかはない。ただ一言、「ありがとう」と呟つぶやく。

　聞こえたかどうかは不明だったが、レオンは「それにしても」と思案げに話題を転じた。

「あのアルベールとかいう男……本当に、あの商人の配下だったと思うか」

　思いがけない名に、肩かたが揺ゆらぎそうになる。とっさにこらえたものの、抱だきつく形になっている以上、気づかれたかもしれない。

「……どういう意味？」

「いやにあっさり見捨てたのもそうだが、一歩下がった位置にいるようでいて、その実、敬ったり、従ったりしてるようには見えなかったからな」

　言われてみれば、とリリアーヌはあいづちを返した。

　商人の方はいかにも従えてる、という感じだったが……と思った時、はたと頭をよぎったものがあった。

「そういえば、あの人、『あのお方』がおられなければとかどうとか言ってた」

　話の流れから、『あのお方』のことをオルデンの第二王子のことだと思っていた。もしかするとベルナルドとは違ちがう、だが彼に繫つながる、別の有力者がいるのかもしれない。

「なるほど……そいつが直接の飼い主かもしれないってことか」

　レオンは独りごちるように呟いたきり、黙だまりこむ。

　リリアーヌもそれに倣ならいながら、最後に見た彼の姿を思いだす。

　──アルベール……

　彼は、無事でいるのだろうか。

　あれだけの目にあいながらも、生きていてほしいと思ってしまう自分に、そっと奥歯を嚙み締しめる。

　無意識のうちに力がこもった両りよう腕うでと背中に押しあてられる形になったリリアーヌの額に、しかしレオンはなにも言わず、ただ王都へむかって馬を急がせた。




　しかして、王都が見えてきたころ、太陽はわずかな傾かたむきを残して、リリアーヌたちの頭上高くにあった。

　これが真上にのぼるまでに……正確には正午の鐘かねが鳴り響く前に、王宮の謁えつ見けんの間へとたどりつかなくてはならない。

　背を追ってくるような輝かがやきに、焦あせりが募つのる。

「大丈夫だ。まにあわせる」

　知らず知らず腕に力がこもっていたのか、心のうちを読んだように、前から強い言葉が返ってきた。

　王宮は王都のやや奥まった位置にあるという。オレリアの地理にまったく詳くわしくないリリアーヌは彼の言葉を信じるしかなかった。

　まにあって！　と心の中で祈いのりながら、肩かた越ごしに見えるレオンの横顔をうかがう。迷いの見えない表情が、彼には勝算があるのだと思わせてくれる。

　ただ、フェルディナン辺境伯の子息たちは社交の場にほとんど姿を見せたことがない、と聞いていたため、その点が不思議でもあった。

「──オレリアにきたことがあるの？」

「何度かな」

　だから任せておけ、とレオンは増えだした建物や人どおりにも馬の足を緩ゆるめることなく、駆かけ抜ぬけていく。

　オレリアにはグランフォーレと違い、城じよう壁へきという明確な区分があるわけではない。町は国の発展とともに広がりをみせ、王宮を吞のみこんだという方が正しいだろう。

　──ここが、王都……

　目だけであたりを見回せば、徐じよ々じよに建物が密度を増していき、中心にむかっていることをうかがわせる。こんな時でなかったら、熱気というか、空気の孕はらむ華はなやかさと騒さわがしさに圧あつ倒とうされていただろう。

　それほどにグランフォーレとはなにもかもが違っていた。

　そんな中、おそらく人や馬車のいきかう大通りを避さけているのだろう、レオンはいり組んだ道を迷うことなく馬を進めていく。

「あれが王宮だ」

　やがて聞こえた声に、リリアーヌは広い背中から顔をだすように前を見つめた。

　並木のむこうに、くすんだ石造りの建物がちらちらと垣かい間ま見みえる。

　あれが……と無意識に喉のどが鳴る。ついで見返った空に、目を眇すがめた。

「もうすこし、もうすこしだけ待って…っ」

　時は止まらない。わかってはいても、のぼりいく太陽と進んでいく時計の針に、願わずにはいられない。

　レオンは最後とばかりに、「すまん、もうひとがんばりしてくれ」と馬の速度をあげた。

　公園か広場か、人々がのどかにいきかう中を一気に走り抜ける。背後であがる悲鳴や怒ど号ごうに心の中で詫わびながら、二人をのせた馬は王宮前へと躍おどりでた。速度を緩めながら、周囲に張り巡めぐらされた鉄てつ柵さくにそって進み、正門前で馬の足が止まる。

　まにあった！　と疲ひ労ろうの中にも顔を輝かせかけ、リリアーヌはぐっと表情をひき締めた。

　──違う。まだ、終わってない。

　ここから鐘が鳴るまでに、会場へたどりつかなければ意味がないのだ。

　駆りたてる思いのままに馬をおりようとして、はずしかけた腕を摑つかまれる。

「レオン？」

「何者だッ？」

　どうしたのかとあげた問いかけは、衛兵たちの鋭するどい誰何すいかにかき消された。とともに、両側から銃じゆう剣けんを突きつけられる。突とつ然ぜん、王宮前にのりこんできたのだから、当然と言えば当然だ。

　誤解を解かなくては、とリリアーヌが口を開くより早く、レオンが衛兵たちを睥へい睨げいした。

「フェルディナン辺境伯家の者だ。門を開けてもらおう」

　張りあげているわけでも、脅おどしつけているわけでもない。にもかかわらず、その声は身体からだの芯しんに響く重さがあった。

　衛兵たちは一いつ瞬しゆん怯ひるんだように身を揺らしたあと、自らを鼓こ舞ぶするように銃を握にぎり直した。

「ふんっ、そんなはったりが通用すると思うのか！　おまえたちのどこが貴族だというんだ」

　せせら笑う衛兵の態度ももっともだ。リリアーヌもレオンも服はところどころ破れ、薄うす汚よごれた格好をしている。これで貴族だと信じろと言う方が無理がある。

　どうしたら、と焦りが募るリリアーヌを尻しり目めに、レオンが胸むな元もとからなにかをとりだした。

「証あかしならある」

　握った指を開き、ちゃりっと衛兵たちの前に鎖くさりをぶらさげる。一見首くび飾かざりのようなそれは、フェルディナンの紋もん章しようの刻まれた懐かい中ちゆう時計だった。

　これなら十分証になる、と喜んだのも束つかの間、二人の兵はちらりと顔を見合わせると、嘲あざけりの色を深くした。

「これが本物だという保証はない」

「そうだ。そもそもフェルディナン辺境伯家の者だというなら、紋章入りの馬車があるはず。馬でのりつけるなど不作法をされず、馬車にのり換かえてこられるがいい」

　あくまでも譲ゆずろうとしない衛兵たちの言い分に、リリアーヌは絶句した。

　──どうして!?

　彼らが本当に紋章の真しん偽ぎを疑っているなら、即そく座ざに捕とらえようとしてくるはずだ。盗とう難なんは言わずもがな、貴族の紋章を騙かたることも重い犯罪になる。

　にもかかわらず、衛兵たちはにやにやと笑うばかりで捕つかまえる気配がない。まるで、本物だとわかっていながら、いちゃもんをつけているかのようだ。

　リリアーヌははたと彼らを見つめた。

　──もしかして、この人たち、フェルディナン辺境伯家の人間をとおさないよう、だれかに命令されてる……？

　おそらくほかの後こう継けい者しや候補に関かかわる者たちは、エドワールたちが途と中ちゆうで紋章入りの馬車をのり捨てたことを知っている。彼らは総じて高い身分の持ち主だ。それにものを言わせて命令するか、金を渡わたすかして、入城を阻はばむように言い含ふくめているのではないだろうか。

　浮うかんだ考えに、リリアーヌはさっと青ざめた。

　──じゃあ、エドワールさまは？　中にいらっしゃらないの？

　しかし、たしかめる術すべは今はない。それより、どうやってこの門を抜けるかが問題だった。

　リリアーヌは眦まなじりを吊つりあげると、上体をのりだすようにしてレオンの背中から顔をだした。

「兄をっ……金獅子騎き士し団だんにいる、セドリック・ブノワかパトリック・ブノワを呼んでください！　兄たちならわたしたちの身分を証明してくれます！」

「莫ば迦かを言うな。陛下を護まもる近衛このえ騎士をそんなことで呼びつけられるか」

「さきほどはフェルディナン辺境伯家の者だと言ったではないか！　兄などとはったりを」

　言い募れば、今までレオンにむけられていた銃剣がこちらをむく。

「違います！　わたしは…っ」

　だが、怯ひるむことなくさらに身をのりだした時、グウゥッと低い唸うなりが耳を打った。それに「うわっ」といくつもの悲鳴が重なる。

　なに？　と顔をあげると、頭上をなにかの影かげがよぎった。王宮側から、高い鉄柵を飛び越こえるようにして現れたそれを視線で追い、リリアーヌは零こぼれ落ちんばかりに目を瞠みはった。

「フォルスッ!?」

　信じられない思いで、地上におりたった銀色の狼おおかみの姿を見つめる。

　鼻に深く皺しわをよせ、鋭い牙きばを剝むきだしにした狼は、グルルゥ…ッ、と喉を鳴らし、姿勢を低くした。こちらに銃剣を突つきつける衛兵たちに、今にも飛びかからんという勢いだ。

　これには衛兵たちも目を剝いた。

「ひぃッ……！」「な、なんだ、この狼ッ」と腰こしをひき、こちらのことなど忘れたように、凶きよう暴ぼうな狼に刃やいばをむける。

「どうして、ここにフォルスが……」

　しかし、混乱は長くは続かなかった。レオンが動いたのだ。

　彼はフォルスになど目もくれず、胸元から懐中時計とは違ちがうなにか紙のようなものをとりだすと、一人の兵の眼前へと突きつけた。

「さっさと門を開けろ」

　重く、鋭い声が耳を打つ。

　聞くだけで膝ひざを折りたくなるような厳然たる命に、空気がぴんと張りつめる。

　三度目はない、とばかりに見み据すえるレオンと突きつけられた紙を、衛兵の視線が忙せわしなくいきかったかと思うと、

「──は、はい！」

　彼は威いに打たれたように背筋を伸のばして礼をとり、狼への恐おそれもどこかへ、蹴け躓つまずくように門へと走りよった。その変わり身に「お、おいっ」ともう一人があげた抗こう議ぎは、フォルスの唸り声に再び悲鳴に変わる。

　がちゃがちゃとおぼつかない手で鍵かぎをはずした衛兵が、鉄柵門を開く。

　レオンはそれを待たず、半ば門を蹴破るようにして、王宮内へとのりこんだ。横を、いつのまにかフォルスがつき従うように走っていた。

「今の、なんだったのっ？」

　フォルスのことがあったとしても、突然変わった衛兵の態度は解げせない。

「召しよう喚かん状の封ふう筒とうを見せただけだ」

「召喚状って、候補者を王宮へ喚よぶ？」

　そっけないレオンの返事に、リリアーヌの顔がこわばった。

　それはエドワールが持っていないといけないものなのでは、との動どう揺ようが伝わったのか、「安心しろ」と声に苦く笑しようの色が混じる。

「中身は本人が持ってるよ。──あれは便びん箋せん、封筒、どっちにも王家の紋が箔はく押おしされた特別なもんだからな。そいつを見せたのさ」

　こういうこともあろうかと念のために持っていたのだと言うレオンに、胸をなでおろす。

　その間にも、馬はあっというまに宮きゆう殿でん前の広場を駆かけ抜ぬけ、車寄せへとたどりつく。

　止まった馬の背から、今度こそリリアーヌが飛びおりる。それにレオンが続いた。

「急がないと……って、レオン？」

　いこう、と踏ふみだしかけ、動かない彼に横を仰あおぐ。

　レオンは立ち止まったまま、明後日あさつての方向を見つめていた。

「……先にいってろ」

　なにをしているのかと問いかける前に、肩かたを押される。

「先にって、ちょ……レオン！」

　驚おどろくリリアーヌをそのままに、レオンはなにごとかと集まってきた人々の間を縫ぬうようにして、どこかへ消えていく。

「わたしだけ先にいってもしかたない──」

「リリアーヌ！」

　とっさにあとを追いかけたところへ響ひびいた耳に覚えのある呼びかけに、はっと足が止まる。勢いよく振ふり返った先で、長い赤毛をうしろで結ゆわえた若い男がこちらにむかって手をあげた。

「！　セドリック兄さまッ」

　白いウェストコートにズボン、鮮あざやかな臙えん脂じ色いろの高たか襟えりの長衣コート、襟や袖そでの折り返しの縁ふち取どりには金が使われた、華はなやかな近衛騎士団の制服を纏まとうのは、まぎれもない自分の長ちよう兄けいだった。

「フォルスが急に駆けだしてったって聞いてきてみれば、やっぱりリリアーヌだ」

「セドリック兄さま……」

　明るい微び笑しようを浮かべた兄の姿に、言葉につまる。

　ひと月ぶりに見た身内の姿にほっとしたのもある。が、聞きたいことがありすぎてどれも形にならないのだ。

　そんな妹の戸と惑まどいを見み透すかしたように、セドリックはリリアーヌの肩を抱だくと「とりあえずいこっか」と宮殿内へと促うながした。

　フォルスはだれかに言い含められているのか、ついてこようとはせず、レオンの馬の横でおとなしく腰をおろしている。

「あの、兄さま、こんなところにいていいんですか……？」

　ひかれるまま兄についていきながら、リリアーヌはセドリックの顔をうかがった。

　さきほどの衛兵の言ではないが、近衛の仕事は王の警護だ。持ち場を離はなれていいのかと不安がよぎる。

　だが、セドリックは「ああ」となんでもないように笑って、肩を竦すくめた。

「オレは銃じゆう士しだからねぇ、謁えつ見けんの場なんかではあんまり役にたたないんだ。代わりにパトリックがいるからさ」

　軽い口調で言うが、そんなことはないはずだ。たしかに、この兄は銃を得意としているが、けして剣けん士しとして劣おとっているわけではない。

　訝いぶかしげなリリアーヌの目に、セドリックはすっと顔をよせた。

「──それに、父上がきてるからね」

「お父さまがっ？」

　ぼそりと囁ささやいた兄に、声が上うわ擦ずる。その大きさにはたと口を噤つぐみ、自らもまた声を潜ひそめた。

「お父さまがいらしてるんですか？」

「ああ。ほかの方々と一いつ緒しよに控ひかえの間にいらっしゃる。急ごう」

　そう足を速めたセドリックに、リリアーヌは頷うなずいて続きながら、そっと息を零した。

　──よかった……アルベールの言ってたことは、はったりだったんだ。

　父の命を盾たてにとった脅おどしには屈くつしないと啖たん呵かを切ったものの、本当のところは不安でしかたなかった。その父が無事だと聞けば、今さらながらに手足が震ふるえそうになる。

　──それにフォルスがここにいるってことは、あれをちゃんと届けてくれたってことよね。

　それを受け、不自由な身体からだを押して──もしかしたら、アルベールの魔まの手をかわして──急ぎ駆けつけてきたに違いない。

　同時に、セドリックが現場を離れていることも腑ふに落ちた。

　兄は近衛このえとしてではなく、ブノワ男だん爵しやく家の長子として件くだんの集まりに参列しているのだ。

　だとすれば、単にことのなりゆきを見守りにきたわけではないのだろう。

　あのあと、騎き士し団だんはどうなったのだろう。父は、この後ごどうするつもりなのだろうか。

　レオンの行方ゆくえとは別に、降って湧わいた懸け念ねん事が脳のう裏りをよぎる。

「……ううん。今は、無事エドワールさまが認められることを考えなくちゃ」

　リリアーヌは頭を振って余計なことを払はらうと、父たちがいるという控えの間へ急いだ。

「あそこだ」

　兄の示す先では、彼が着ているのとよく似た、けれど紺こんと銀という色いろ違ちがいの長衣を身につけた騎士らしき男二人が、重じゆう厚こうな扉とびらを護まもっていた。

　近づいた兄の顔を見るなり礼をとった二人が、さっと大きな扉を開く。音もなく開いた扉のむこうでは、溢あふれかえらんばかりの人々がひしめきあっていた。

　リリアーヌたちが足を踏みいれた途と端たん、ざっと部屋中の視線が集中する。

　鋭するどい、それでいて品定めでもするような粘ねん着ちやく質しつなまなざしの数々に、思わず足が止まりかける。だが、こちらが女と見るや、場違いな、と眉まゆを顰ひそめながらもすぐにそらされた。

「こっちだ」と肩をひく兄に従いながら、リリアーヌは注意深く周囲を見回した。

　雑然と人が溢れているようでいて、大別して三つの塊かたまりになっているのがわかる。

　──もしかして、候補者を中心に人が集まってる？

　考えたとおりなら、この時点で勢力争いははじまっているということだ。どの貴族がどの候補者を支持しているのか、互たがいに牽けん制せいしあい、だれにつけば有利になるのか見み極きわめあっている。

　──エドワールさまは……

　目で捜さがすものの、それらしき姿が見あたらない。

　人波にまぎれ見つけられないのか、本当にいないのかはわからなかった。

「リリアーヌ」

　そこへ、ざわめきを縫って届いた声に、リリアーヌは小走りに駆けだしていた。

「お父さま…っ」

　部屋の隅すみに、椅い子すから杖つえを頼たよりに立ちあがろうとする父クロードの姿があった。

　リリアーヌは走りよると、父の両手をとって座らせ、その前に両りよう膝ひざをついた。

「ご無事でよかった！　このような場所までいらして、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ああ、騎士団はエルネストに任せてきた」

　問いかけは身体を心配したものだったが、それを知ってか知らずか、クロードは古参の騎士の名を告げた。若いころから父とともに研けん鑽さんを積んだ騎士で、アルベールがその地位につくまでは副団長を務めていた人物だ。

「黒鷹騎士団は、陛下よりお預かりしたもの。こんな事態をひき起こしておいて、のうのうとグランフォーレに閉じこもってなどいられないからな。直接、私の口から陛下にご説明申しあげねば……」

　だからこそ、騎士団を信じられる者に託たくし、病身を押してここまで出向いたのだという。

　そのまなざしには、団長職を辞する覚かく悟ごがありありと見てとれた。

「おまえにも……私のせいですまなかった」

　こちらの手を握にぎり締しめ、項うな垂だれた父親に、リリアーヌは慌あわてて頭を振った。

「止やめてください！　わたしはお父さまの娘むすめです。同じものを背負うのは当然のことではありませんか」

　強く手を握り返した彼女に、クロードは目を瞠みはったあと、「ああ」と小さく笑えみ崩くずれた。しかし、すぐに面おもてを険しくすると、リリアーヌの背後に視線を走らせた。

「それで──エドワールさまは？」

　クロードがその名を発した瞬しゆん間かん、ぴんとあたりの空気が張りつめた。

『エドワール』の名に、周囲の耳がこちらをむいたのがわかる。

　まだいらしてないのですか？──という言葉を危あやういところで吞のみこんだ。

　この場にいるだれもが『エドワール』に強い関心を示している。迂う闊かつなことを言うわけにはいかなかった。

「──大丈夫です。まもなく、フェルディナン辺境伯のご子息とともにいらっしゃいます」

　焦あせりを抑おさえつけ、微笑みを浮うかべてみせる。

　表情を緩ゆるめたクロードとセドリックとは裏腹に、室内はにわかに剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに包まれる。その気配を背中に感じながら、リリアーヌは父親の次の問いについ肩かたを揺ゆらがせていた。

「そうか……では、アルベールは？」

「……申しわけありません。捕とらえることができませんでした」

　唇くちびるを嚙かみ、目を伏ふせる。

　湧きあがるのは、後こう悔かいばかりだ。アルベールを止められなかったどころか、レオンたちまで巻きこみ、こんなぎりぎりの状じよう況きように追いこんでしまった。

　けれど、悔くやむのは一人になってからだ。今はすべきことをしなくては。

　リリアーヌは顔をあげると、父の榛はしばみ色いろの双そう眸ぼうをまっすぐに見つめた。

「ですが、彼と手を組んでエドワールさまを狙ねらっていた者は捕らえました。おって到とう着ちやくされる王都の警備隊の方々が連れてきてくださる手て筈はずになっています」

「あれと手を組んで……何者だ？」

「オルデンの商人です」

「！　オルデンだとッ？」

　娘の報告に、クロードが驚きよう愕がくをあげた。

　その響ひびきに、室内が水を打ったように静まりかえる。さきほどとは違ちがう緊きん迫ぱく感かんに、室内の空気が重みを増したような気さえした。

「……じゃあ、アルベールはオルデンと繫つながってたってこと？」

　さすがに低くなったセドリックの声に、リリアーヌは息苦しいような心地ここちで顎あごをひいた。

「はい。その協力者に、アルベルトと呼ばれてましたから。彼らは、我らが第二王子にここロワールの跡あと継つぎになってもらうことが目的だと言っていました」

『オルデン』という単語に張りつめていた空気が、『第二王子』の一言に、ざわり、と波打った。部屋中の目が、一箇か所しよへと集まる。

　クロードとセドリックもまた剣吞な色を湛たたえた視線をむけたのを追うように、リリアーヌが首を巡めぐらせれば、透すきとおる琥こ珀はく色いろの瞳ひとみといきあった。

　それは柔やわらかな金きん髪ぱつに柔にゆう和わな顔立ちをした、同じ年ごろの青年だった。

　予期せぬ出来事に戸と惑まどう。かといって、いきなりそらすのも不作法な気がして躊躇ためらっていると、「……殿でん下か」と彼の近くにいた人物が警けい戒かいしたような声をあげたのが聞こえた。

　──殿下？……ってことは、あれがオルデンの第二王子、ベルナルド。

　気づいた正体に息を吞んだリリアーヌへ、ベルナルドは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「失礼、お嬢じようさん」

　まわりの雰囲気になど気づいてもいないように、綺き麗れいなロワール語で呼びかけられる。

「今、アルベルトと言ったかな？」

「──はい」

　他国のとはいえ、相手は王子だ。黙だまっているわけにもいかず肯こう定ていを返すと、ベルナルドはなにかを考えるように小首を傾かしげた。

「……申しわけないけれど、そんな人物には覚えがないな。その、商人というのにもね」

　言葉どおり困ったように告げた彼の表情からは、それが噓うそなのか本当なのか、判別はつかなかった。

　部屋にいた人々も同じなのだろう。眉み間けんに皺しわをよせてこちらとベルナルドを見比べながら、近くの者たちと囁ささやきを交かわしあう。うち幾いく人にんかは、そんな言葉は信じられない、とばかりに彼を睨にらみつけていた。

　室内の喧けん騒そうが次し第だいに大きくなりはじめたころだった。

　重い軋きしみをあげて、はいってきた扉とびらとは別の大扉が動いた。

「陛下がおいでになりました！」

　張りあげられた声にざわめきがぴたりと止まり、一同がいっせいにそちらへと威い儀ぎを正す。

　同様に息を潜ひそめながら、リリアーヌは開かれていく扉を見つめた。

　アーチを描えがいた高い天てん井じようには色いろ鮮あざやかな画えが描かれ、昼の光にきらきらと輝かがやく豪ごう華かなシャンデリアがいくつもさがっている。部屋の両りよう脇わきを、等とう間かん隔かくに並ぶ荘そう厳ごんな石柱が支えていた。

　中央には緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが敷しかれ、長く続くその先の、階きざはしをあがった上段には金で飾かざられた豪ごう奢しやな椅子が据すえつけられている。そこに半ば埋うもれるようにして座っているのは──

　──陛下……

　その姿を見た瞬間、リリアーヌは自然と頭こうべを垂れていた。

　おそらくは無理を押しておでましになられたのだろう。遠目にも衰すい弱じやくしている様がわかる。

　常識的に考えれば、国王がでてくるのは、ここに居並ぶ者たちが入場したあと、最後だろう。にもかかわらず、あえて逆なのは、それができないからにほかならない。

　そこまでお悪いのか、と震ふるえる思いを抱いだきながら、リリアーヌは自分たちの入場の番がくるのを待った。しかし、なにより気にかかるのは──もうひとつの扉の方だった。

　──レオン、なにやってるの！　エドワールさまは…っ

　自分たちがはいってきて以降、あの扉が開いた気配はなかった。

　もう時間がない。ここにいる者たちが入場し終わる時には、正午の鐘かねが鳴り響く。

「いこう、リリアーヌ」

　早く、という思いも届かず、最後の自分たちの番が回ってきてしまう。

　リリアーヌはセドリックとともに父を支えながら、ゆっくりと大扉へむかった。

　ちらりと見返った扉は、開かない。

　嘆たん息そくを押し殺し、絨毯の両脇に居並ぶ人々の最さい後こう尾びへと加わる。

　それを待って、玉座の斜ななめうしろに控ひかえた、宰さい相しようと思おぼしき壮そう年ねんの男性が眼下を見み渡わたした。

「デュヴァリエ公こう爵しやくが子息カミーユどの、プレヴォ子し爵しやくラウルどの、そしてオルデン王国が第二王子ベルナルド殿下──以上三名は陛下の御ご前ぜんへ」

　名を読みあげられた三名が、各おの々おの返事をして絨毯へと進みでる。リリアーヌより下と思しき少年から、二は十た歳ちは超こえているだろう青年までの三名が肩を並べて、玉座へと礼をとった。

　──エドワールさま……！

　居並ぶ後こう継けい者しや候補に足りない人物の名を、胸の中で強く呼びかける。

　しかし願いも虚むなしく、リゴーン…ッ、と重く荘厳な鐘の音が頭上で響き渡った。それを合図として、ギィ、と大扉が侍じ従じゆうたちの手によって閉とざされていく。

「レオン、どうして──」

　鳴り続ける鐘に、リリアーヌが絶望的な面おも持もちで大扉を見返った時だった。

「──遅おそくなりました！」

　半ば閉まった大扉を押し開けるようにして、飛びこんできた人ひと影かげがあった。

「！　レオ、ン──」

　ここひと月で聞き慣れた声に、リリアーヌはぱっと表情を輝かせ──言葉を失う。

　そんな彼女をよそに、用はすんだとばかりに大扉が音をたてて閉ざされる。

　その扉の前に佇たたずむのは、レオン、ただ一人だった。

　──ど、して……？

　どうして、エドワールがいないのか。

　どうして……彼は、あんな衣装を纏まとっているのだろうか？

　黒のズボンに長ちよう靴か、瞳にあわせたような紺こん色いろのウェストコートと上着は、袖そでや襟えり、あわせ目に金糸や銀糸を使って精せい緻ちな刺し繡しゆうが施ほどこされている。

　さきほどまでとはまったく違う、簡素でいながらきらびやかな衣装を身につけたレオンは、普ふ段だんの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きは鳴りを潜め、姿に相応ふさわしい威いを纏っていた。

「レオン……？」

　リリアーヌの唇から、意識せず声が零こぼれる。

　擦かすれた、うわごとのようなそれが届いたとも思えないのに、レオンはちらりとこちらに視線をくれると、ふっと軽く口角をあげた。

　が、すぐに正面を見み据すえると、彼はふわりと上着の裾すそをはためかせて片かた膝ひざを折った。

「遅くなり、御前をお騒さわがせすることお詫わびいたします。エドワール・レオン・ヴァレリー、ただいま参上いたしました」

「──!?」

　朗々とした名乗りに、謁えつ見けんの間が、ざわりと音もなく揺らぐ。

　しかし、この場でだれよりも驚愕したのは、リリアーヌをおいてほかになかった。

　──エドワール……レオン？

　聞こえた名に、耳を疑う。

　レオンはレオンであって、エドワールはエドワールだったはずだ。なのに、なぜ、その二つの名を彼が名乗るのだろう。

　──え……なにが起こってるの？　エドワールさま……あの人は？

　いくら目を凝こらしても、そこにあるのはレオンだけだ。

　彼がただ一人、謁見の間を訪おとずれ、こうして『エドワール』を名乗っている──……。

　ようよう頭に届いたその意味に、リリアーヌはひゅっと喉のどを鳴らして、双そう眸ぼうを見開いた。

　──彼が……レオンが、『エドワール』さまだったってことッ!?

　では、エドワールを名乗っていた『彼』は一体だれだというのか。

　いや、そんなことよりも本当に彼が……？　と穴が開くほどレオンを凝ぎよう視ししていると、彼の手が腰こし元もとに伸のび、なにかをひき抜ぬいた。それを両手で捧ささげるように持つ。

「母が陛下より賜たまわりました証あかしがここに」

　見覚えのある短たん剣けん──獅し子しに柊ひいらぎの紋もん章しようのはいった護まもり刀の登場に、場の緊きん張ちよう感かんが一層高まったのを肌はだで感じる。ぴりぴりと刺さすような空気に、リリアーヌはレオンから視線をひき剝はがすと、横目に玉座の方をうかがった。

　信じられようとられまいと、エドワールと名乗ったからには彼が王子なのだ。

　ついに目の前に現れた存在に、陛下は、ここに集つどった人々はどうでるのかと、反応に意識を凝らす。

　候補者たちは揃そろってレオンの方へ首を巡らせ、玉座では身をのりだすように肘ひじ掛かけを摑つかんだアンリ二世が、なにごとかを宰相に耳打ちしている。宰相はレオンを見つめたまま幾いく度どか頷うなずくと、「エドワールどの」と姿勢を正した。

「陛下の御前へ」

　レオンは護り刀を片手に立ちあがると、玉座にまなざしを据えたまま、絨毯の上を歩きはじめた。リリアーヌの前をとおりすぎる時も、ちらっともこちらを見ることはなかった。

　レオンの一挙一動に、会場中の視線がからみつく。

　それらをひき連れて玉座の前にいる三人のもとへたどりついたレオンは、ベルナルドの横に並ぶと改めて膝を折り、護り刀を掲かかげた。

　アンリ二世と目配せを交わした宰相が、こつこつと階をおりてくる。掲げられた護り刀を目に留め、「おぉ」と感かん嘆たんのような声を漏もらした。

　受けとったそれを手に、急ぎ玉座へととって返す。そうして、御前へと護り刀を呈ていした。

　アンリ二世は食いいるように護り刀を見つめたあと、おもむろにレオンへと顔を移した。

「──間ま違ちがい、ない。そなたが……」

　ひどく擦れた、吐と息いきのような声が落ちる。

　意識してか、無意識にか、か細い指先が求めるように伸ばされた時だった。

「お待ちください！」

　鋭するどい制止が謁見の間に響ひびき渡った。

「──デュヴァリエ公爵」

　宰さい相しようが苦々しい声をあげる。王家に連なる家いえ柄がらの者とはいえ、陛下の言動を遮さえぎるとはなにごとかと暗に告げていた。

　当の公爵は「失礼」と、反省など欠片かけらも見えない態度で詫び、険しくレオンをねめつけた。

「陛下がご覧になって間違いないとおっしゃるならば、証自体に疑う余地はないのでしょう。ですがそれだけで、この者を陛下の血を継つぐ者だと判断されるのは早計ではありませんか？」

「控えられよ、デュヴァリエ公」

「おそれながら、なんと言われようとこればかりは看過できませぬ。ことは国に関かかわる大事ですからな」

　宰相の苦言にも尊大に言い放った公爵に、今までなりゆきを見守っていた貴族たちがさわさわとおちつきをなくしていく。

　それまで『彼が……』という驚おどろきや興味を持ってレオンにむけられていたまなざしが、疑いの色に染まっていくのに、リリアーヌはそっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　──国の大事？　ただ単に、自分の息子むすこを跡あと継つぎにしたいがために、横よこ槍やりいれてるだけじゃない…っ

　遠目にもわかるレオンへむける敵意と侮ぶ蔑べつにも、それはあきらかだった。

「本物なのか」「陛下が認められたんだ、疑う余地はないだろう」「フェルディナン辺境伯の騙かたりじゃないとは言い切れない」と密ひそやかに飛び交かう声が徐じよ々じよに大きさを増していく。

「──ならば」

　揺ゆるぎない声が、宰相のあげる「静せい粛しゆくに！」という大だい喝かつを遮るように場に響いた。

　再び集中した視線ひとつひとつを見返すように、レオンがぐるりと周囲を見回した。

「部屋を暗くして、灯あかりをつけてみるといい」

　それでおわかりになるはずだ、と迷いなく言い切った彼に、「まさか……」と公爵がどこか怯ひるんだような様子を見せた。

　リリアーヌがどういう意味かと戸と惑まどううちに、「灯りを！」と宰相が指示を飛ばす。どうやら、レオンの出自を証明するためには、それが手っ取り早いと陛下や宰相は判断したらしい。横をうかがえば父も兄も得心したようにレオンを見つめている。

　──……暗くして灯りをつけると、なにがわかるの？

「──それにしても、ずいぶん遅かったですね」

　まにあわないのかとひやひやしました、と慌あわただしくなった空気を縫ぬって柔やわらかな声こわ音ねが届く。見れば、レオンに語りかけるベルナルドの姿があった。

「あちらのお嬢じようさんが、あなたがオルデンの者に狙ねらわれたとおっしゃっていたので心配していたのですよ。あずかりしらぬこととはいえ、もし本当なら、知らぬふりはできませんからね」

　まにあってよかったと微笑ほほえむ彼に、レオンが静かに立ちあがった。

「──ええ。オルデンと言わず、私の存在が目め障ざわりだと思われる方々は多いようで」

　嘆たん息そくを落としながら、公爵の方を一いち瞥べつする。受けた公爵はあからさまに顔を顰しかめた。

「馬車を襲おそわれたり、宿に火をかけられたりと様々な妨ぼう害がいにあいましてね。さすがにまにあわないかと思いましたよ」

　それを横目にレオンの口から語られた事実に、貴族たちをざわめきが包んだ。

　ある者は驚き、ある者は苦虫を嚙み潰つぶしたような表情になり、と様々だが、どれが演技でどれが素すの反応なのか、社交経験のないリリアーヌにはわからない。

　ベルナルドもまた「それは……」と穏おだやかな顔つきを歪ゆがめた。

「ただ、それも──」

　そんな中、レオンは視線を集めるように一度言葉を切ると、ぐるりとこちらを見返った。

　え？　と瞬またたいた瞳ひとみが、瑠る璃り色いろの強い輝かがやきとぶつかった。

「彼女の……あそこにおられるブノワ男だん爵しやく令れい嬢じようのおかげで、一人の犠ぎ牲せい者しやをだすこともなく、無事ここにたどりつくことができましたがね」

「……！」

　今度は自分に集中した周囲の目に身体からだをこわばらせながら、リリアーヌは、こういうことか、とレオンの目的を瞬しゆん時じに悟さとった。

　何度言っても、頑かたくなに自分をここまで連れてきたのは、このためだったのだ。

　──公おおやけの場で『ブノワ男爵令嬢』……黒鷹騎き士し団だん団長の娘むすめのおかげだって宣言することで、すこしでも騎士団の汚お名めいを返上しようとしてくれたんだ……

　知らなかったとはいえ、裏切り者をだしたことは事実だ。団長である父の責は免まぬがれない。

　それを娘である自分の活かつ躍やく──多少でなく大げさだとしても、レオンたち以外にはわからないことだ──をあきらかにすることで、すこしでも軽くしようとしてくれたのだ。

　リリアーヌはうち震ふるえる胸を抱いだきながら、レオンに密やかに目礼を返した。

「本当なのか」と父や兄の目が問うているのに気づいていたが、この場で詳くわしいことを語れるはずもない。無礼にあたるし、なにより彼の思いを無にすることだと、沈ちん黙もくを貫つらぬきとおす。

　そうこうする間にも、使用人たちの手によって次々にシャンデリアに火が灯ともされていく。同じく、広くとられた窓には緞どん帳ちようがおろされていった。

　やがて、完全に窓が覆おおわれ、夜さながらに暗くなった室内を、眩まばゆいばかりのシャンデリアの灯りが照らしだす。

「これで、どうか？」

　それを待って、レオンはしごくゆっくりと居並ぶ面々を見回した。

　そこここで「これは……」と唸うなるような声があがる。最後にいきあった公爵は、食いいるように彼を見つめると、傍はた目めにもわかるほどきつく奥歯を嚙かみ締めた。

　──え、なに……？

　一体、なにがこれほど彼らを黙だまらせるのだろうか。束つかの間見えた彼の顔に、特に変わった様子などなかったように思う。

「あの目は……」と間近からあがったセドリックの呟つぶやきに、リリアーヌは内心首を傾かしげた。

　蠟ろう燭そくの灯りにきらめく碧へき眼がんが、どうしたというのだろう。

　兄に疑念をぶつけるより早く、震える声をあげたのは宰相だった。

「その、火の光を受けて輝く、星の瞬きは……まさしく、王家の血の証あかし……！」

　感嘆の叫さけびに、リリアーヌは目をしばたかせた。

「……あれが、王家の血の、証？」

　レオンの不思議な瞳には気づいていた。

　日の光の下では普ふ通つうの瑠る璃り色いろなのに、夜、火の光を返す彼の双そう眸ぼうはちらちらと輝くのだ。あたかも宵よいの空に星が散ったような、まさに最高級のラピ・瑠ラズリ璃というに相応ふさわしい瞳だった。

　人の噂うわさからも王宮からも遠かったリリアーヌがその意味を知らなかっただけで、ここに集まる貴族たちの大半は、あの瞳が王家の血に現れる特とく徴ちようだと知っていたのだ。

　そうだったのか、と茫ぼう然ぜんとする彼女の耳を、

「──エドワール」

　かすかな、けれど歓かん喜きに満ちた声が震わせた。

　玉座の方を見れば、アンリ二世が再びレオンにむかって戦慄わななく指を伸のばしていた。

　今度こそ遮る者のないそれに、レオンはおもむろに足を踏ふみだした。一歩、また一歩とたしかめるように階きざはしへと近づいていく。

　まるで十九年という時が、彼の足にのっているかのような、重々しい足どりだった。

　踏み締めるようにのぼった階を数段残したところで、レオンが止まった。伸ばされた手が届くか届かないかの距きよ離りで跪ひざまずくと、やおら己おのれの右手をさしだす。

　アンリ二世は瘦やせ衰おとろえた身体をのりだすようにして摑つかむと、両の手でしっかと握り締めた。

「エドワール……余の、息子よ…っ」

　涙なみだ声ごえの呼びかけが広間に落ちたその瞬しゆん間かんが、レオン、もといエドワールが王子であると正式に認められた時でもあった。

「……陛下」

『父』とは呼べない迷いが、レオンに滲にじむ。

　それでも己の運命を背負って立つことを決めた背を、リリアーヌは静かに見つめていた。
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「今日のところは処分は保留ってことになったよ。ただ、父上の黒鷹騎士団団長の解任はたぶん間ま違ちがいない」

「……そうですか」

『いつまでもそんな格好じゃあれだからね、ちょっとお願いして貸してもらったんだ』──とどこから手にいれてきたのか、兄に手て渡わたされた象ぞう牙げ色のドレスに着き替がえたリリアーヌは、聞かされたセドリックの話に肩かたを落とした。

「でも、まあ、どっちかっていうと父上の身体のことを考えてって感じかな。本来ならブノワ男だん爵しやく家自体がとり潰しになってもおかしくない問題だし」

　そこはリリアーヌのおかげかな？　と苦く笑しよう混じりに頭をなでた兄に、小さく頭かぶりを振ふる。

　レオンの誇こ大だい表現に救われているだけで、自分のしたことなどとるに足らない。男爵家が存続できるとしたら、それは代々の家長たちの功績のおかげだ。

「……男爵家が残るということは、次はセドリック兄さまが？」

　うかがうように口にした問いに、「まさか！」とセドリックは大おお仰ぎように首を竦すくめた。

「いくら黒鷹が実力主義だって言っても、オレじゃ若すぎるでしょ。騎士たちが納なつ得とくしないよ。金獅子か銀狼からそれなりの人を選んで、仮に据すえるんだと思うけど？」

　父のグランフォーレ領主代行はそのままに、派は遣けんされた団長とともに騎士団のたて直しを図はかることになるだろうとは、セドリックの言だ。

　思った以上の温情にほっと息をついた時だった。

「リリアーヌさん」

　背後からかかった声に、リリアーヌははっと身体を返した。

「エド──」

　いつもどおり呼びかけようとして、つまる。

　彼は柔らかに苦笑すると「すこしいいかい？」とさし招いた。

　リリアーヌはセドリックに断ると、彼について歩きはじめた。

「……」

　なんと呼べばいいのかと隣となりをうかがっていると、見み透すかしたように青い瞳がこちらを見る。

「あらためまして。フェルディナン辺境伯が子息、テオドール・ジャン・ヴァレリーです」

「テオドール、さま」

　では、レオンと彼は逆で、彼こそが『エドワールの義弟』だったのだ。

「……襲しゆう撃げき者の目を欺あざむくため、ですか？」

「そう。あまり私たちの顔を知られていなかったのを幸いに、ね。──騙だましていてすまなかったね」

　私の方が油断を誘さそえるだろう？　と軽く杖つえを持ちあげたテオドールに、リリアーヌは首を横に振った。いつだれに襲おそわれるともわからない中、王子を無事王宮に送り届けるために策を講じるのは当然のことだ。

「ですが……どうして、『レオン』だったんですか？　入れ替わるなら、『テオドール』でよかったんじゃ……」

「うん、うちではずっと彼を『レオン』と呼んでたんだ。自分が『テオドール』なのになぜかと思ってたんだけど……父曰いわく、そうと告げることはできなくてもレオンは獅し子しに連なる者だから、と」

「獅子……」

　獅子とは言わずと知れたロワール王家の象しよう徴ちようだ。そして、『レオン』とは異国の言葉で『獅子』を意味するものでもある。

　辺境伯は公おおやけにすることはできなくても、彼は王家の血をひく者だとその名を授さずけたのだ。

　辺境伯の王家への、さらに血の繫つながらない息子むすこへの想おもいの深さをしみじみと感じながら、リリアーヌは「そういえば」と王宮の廊ろう下かを歩くテオドールを見上げた。

「あの、どうやって、ここにこられたんですか？」

　あの正門の衛兵の様子からして、フェルディナン辺境伯家の馬車はとおっていないはずだ。自分たちよりあとにきたとは考えづらく、彼はどうやって王宮の中にはいったのだろう？

　リリアーヌの疑問に、「ああ」とテオドールは悪戯いたずらっぽく笑った。

「あまり知られていないだけで、全然ではないから」

　正面からはいるには妨ぼう害がいがありそうだったから、父親と親しい人物の馬車に同乗させてもらって密ひそかに王宮入りし、レオンを待っていたのだという。

　なるほど、とあいづちをうっていると、「ああ、ここだ」とひとつの扉とびらを示される。

「はいるよ」とノックとともに告げて、テオドールが扉を開ける。

　彼に続いたリリアーヌは、窓辺に立つ見覚えのあるうしろ姿に、あっと声をあげた。

「レオ……エドワール、殿でん下か」

　口を突つきかけた名を寸前で言い直し、急ぎ礼をとる。

　そこへ「やめてくれ」とうんざりしたような声が返った。

「言っただろ。気取ったやりとりは社交の場だけで十分だ、ってな」

「ですが……」

　そう言われても、と顔をあげるのを躊ちゆう躇ちよするリリアーヌに、「ですがもなにもあるか」とこちらに近づいてくる気配がする。

「それともなにか？」

　視界に足が映った、かと思うと、顎あごの下に指が添そえられ、くいっと上をむかされた。

「一度交かわした約束を、騎士が破るのか？」

　まっすぐこちらを見み据すえる瑠璃の瞳ひとみに、息をつめる。

　逃にげることを許さない色に、消えない躊躇ためらいを胸の奥へと押しやって、リリアーヌはすっと背を正した。

「わかり──わかった」

　そんな彼女にレオンは、それでいい、とばかりに満足げに双そう眸ぼうを細めた。

　──本当に、レオンが王子なんだ……

　フェルディナン辺境伯は、いつかくるかもしれないこの日を見み越こして、彼を育ててきたのだろうか？

　はじめて会った時もだったが、こうして見ると纏まとう威いはほかの三人の候補者とは比べものにならない。与あたえられるものを享きよう受じゆするだけではだせない野性味が、一層の鋭するどさを彼に与えていた。

「──そういえば、結局、後こう継けい者しや候補はあなたを含ふくめた四人になったの？」

　ほかの候補者で思いだした、気になっていたことを尋たずねれば、肯こう定ていが返った。

「ああ。ほかのヤツらは辞退したり、まにあわなかったり、まあそんな感じだな。この後は、四人の性質を見み極きわめながら、一年を目め処どに王太子を決めるって話だ」

　試練みたいなのを課すとかどうとか言ってたな。

　どうでもいいことのように告げたレオンに、気負いはない。かといって、投げやりなわけではないのは、静かに燃える双眸を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　後継者選びを厄やつ介かい事ごととすくなからず感じていた彼を知っているだけに、リリアーヌはその様に自然と笑えみを浮うかべていた。

「……なんだ？」

　笑顔になった彼女に、レオンが訝いぶかしげに眉まゆ根ねをよせる。

「ん……やる気になってくれてよかったな、って」

　こんな言い方は不敬になるだろうかと思いながら素す直なおに口にすると、レオンが軽く目を瞠みはった。意外そうな顔がおかしくて、ますます笑みが深まる。

「レオンにとったら不本意なのかもしれないけど……わたしは、あなたが王太子になってくれたら嬉うれしいから」

　本心からの言葉だとわかったのだろう。レオンの表情がすっとひき締しまった。

「そうだな……これも、おまえのおかげだ」

　そう腰こしを折った彼に、隣にいたテオドールも倣ならう。

「やめてよ！　お礼を言うのはこっちの方なのに」

　感謝の意を示す二人に、リリアーヌは目を剝むき、慌あわてて首を振った。

「父は騎士団長を辞やめることになるだろうけど、男爵家は存続できそうだって。そのくらいですんだのも、あなたたちのおかげだもの。──本当にありがとう」

　なんとか二人を止やめさせると、替わってスカートをとって膝ひざを屈かがめる。正式な礼は、心からの気持ちだった。

　──この人たちに……レオンに会えてよかった。

　アルベールのことは傷ついたけれど、レオンたちに出会うことができた。女性としてでも、騎士団長の娘むすめとしてでもなく、『リリアーヌ』として認めてもらえたことが、嬉しかった。

　からかいでも最後に『騎士』だと言ってもらえたことは、この先の誇ほこりになるだろう。

　──……でも、もう、それも終わり。

　自分はグランフォーレに戻もどり、レオンはここで王太子になるためにさらなる研けん鑽さんを積むことになる。もうこれほど間近に会うこともない。──彼が王太子と認められたら、なおさらだ。

　でも、このひと月の思い出を輝かがやかしいものとして、レオンに仕えることを、ロワールの民たみであることを誇っていけるだろう。

　それで十分だ、とリリアーヌは疼うずくような胸の痛みを押し殺して、微笑ほほえんだ。

「これからのご活かつ躍やくをお祈いのりしております」

「──なに、他ひ人と事ごとみたいなこと言ってんだ」

「……え？」

　精せい一いつ杯ぱいの心をこめた言葉に返った皮肉げな響ひびきに、一いつ瞬しゆん耳を疑う。どういう意味かと戸と惑まどいながら口を開きかけた時、遮さえぎるように扉を叩たたく音がした。

　レオンの目配せにテオドールが「どうぞ」と声をかける。

「お待たせいたしました。用意が整いましたので、ご案内いたします」

　はいってきた侍じ従じゆうはそう告げると礼をとった。

　レオンはわかったと頷うなずくと、「ちょうどいい。おまえもこい」とこちらにむかって顎をしゃくり、返事も待たずに歩きだす。

「おまえも、って、どこへっ？」

　問いかけるも一いつ顧こだにしない背へ、さきほどのこともあいまって怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうに駆かられるが、さすがに人前でそれはできない。

　一体なんなのかと思いながら、リリアーヌはレオンとテオドールを追った。

　表から見るより複雑な造りの宮きゆう殿でん内を案内されながら、はたして一人で元の場所に戻れるだろうかと不安を覚えだしたころ、一行は外そと回かい廊ろうへとでた。どうやら南なん翼よく棟とうへむかうらしいと周囲に視線を巡めぐらせていると、反対側から歩いてくる集団が目に留まった。

　あれは……と思わず身を固くすると、むこうもこちらに気づいたらしく、ぴん、と空気が張りつめたのがわかった。

　すれ違ちがい様、どちらからともなく足を止める。口火を切ったのは、相手の方だった。

「これは、エドワール殿下。さきほどはどうも」

　周囲の雰ふん囲い気きにそぐわない柔やわらかな笑みを浮かべたベルナルドが、ごく自然に口にしたそれに、リリアーヌはかすかに目を瞠った。

　彼を囲む、国元から同道したのだろう者たちがレオンにむけるまなざしには、あからさまな蔑さげすみが滲にじんでいる。王の直系といえど所しよ詮せんは庶しよ子し。高貴なる二つの王家の血を継つぐ自分たちの主あるじの足元にも及およばない、と思っているのは明白だった。

　にもかかわらず、ベルナルド本人にはそんな色がうかがえないのだ。

　人格者という噂うわさもあながち噓うそではないのかもしれない、と感じつつも、どこか覚える違い和わ感かんにリリアーヌは秘ひそかに首を捻ひねった。

「こちらこそ、お騒さわがせしました。──そちらは散策ですか？」

　対するレオンもまた、まわりの視線を気にする風などおくびにもださずに笑みを返し、ベルナルドたちがでてきた南翼棟をちらりと見やった。

「ええ。これから滞たい在ざいすることになる場所ですからね。知っておかないとまずいでしょう？」

「ああ。すくなくとも数ヶ月はいることになるでしょうから、お互たがいに」

　一見朗ほがらかなやりとりに、ひやりと冷たいものが背を這はう。声こわ音ねも言葉もごく普ふ通つうなのに、目に見えない薄うす刃ばがさし挟はさまれているような、そんな感じがするのだ。

　同時に、リリアーヌはさきほどからのベルナルドに対する違和感の正体に気がついた。

　──この人……目が笑ってないんだ。

　親しげな微笑みを浮かべているのに、レオンを映す琥こ珀はくの瞳は冷えきっているのだ。

　どちらがこの王子の本当の姿なのか、と瞬まばたきも忘れて見つめていると、静かにレオンと視線を交かわしあっていたベルナルドが、くすり、と笑いを零こぼした。

「まあ、お手て柔やわらかにお願いするよ、従兄いとこどの」

「それはこちらの科白せりふだ、ベルナルド殿でん下か」

　レオンが口くちの端はしを持ちあげて答えれば、ベルナルドは今度こそ楽しそうにこちらへ瞳を巡らせたあと、「それじゃ」と歩き去っていく。

　レオンもまた彼の背を見送ることなく、侍従を促うながし、先へと歩を進めた。ついベルナルドの姿を目で追っていたリリアーヌは、「おい」という呼びかけに慌ててあとに続いた。

　──レオンはこれから、あの人と戦ってかなきゃいけないんだ……

　そして、その陰かげにはアルベールがいるかもしれないのだ。

　改めて実感させられたそれらに、リリアーヌはレオンの背を見つめながら、無意識のうちに胸むな元もとをぎゅっと握にぎり締めていた。

　やがて、たどりついた南翼棟の一室の前で、「こちらです」と侍従がうやうやしく扉とびらを押し開ける。ああ、と頷いて足を踏ふみいれたレオンに、テオドールが続いた。

　わけもわからずついてきたはいいが、はいってもいいものかと躊ちゆう躇ちよしていると、振ふり返った瑠る璃り色いろのまなざしが無言で促してくる。それにひかれるようにして扉を潜くぐった途と端たん、「ご用の際はお呼びください」と背後で扉の閉まる気配がした。

　人目がなくなったことにわずかに緊きん張ちようを解きながら、リリアーヌは室内を見回した。

「ここは？」

「俺に与えられた部屋だ。候補者は選定が終わるまで、王宮ですごすことになるんでな」

　めんどくさいと言わんばかりのレオンに、なるほど、と得心する。客室なのか、王子のための部屋なのかは不明だったが、壁かべ紙がみから調度品にいたるまですべてが最上のものだ。

「……ここで、あの人たちと戦ってくことになるのね」

「ああ。──おまえも一いつ緒しよにな」

　我知らず零こぼれた呟つぶやきに返った言葉に、動きが止まる。

　聞き間ま違ちがいか、とぎこちない仕草でレオンを凝ぎよう視しすれば、彼の口元が楽しげに弧こを描えがいた。

「おまえも一緒に決まってるだろう」

「！　なっ……一緒って、どういう──」

　言葉がうまくはいってこない。

　どういうことかと、混乱するリリアーヌに追い打ちをかけるようにレオンが鼻先で笑う。

「自分だけ逃にげられると思ってるのか？──甘いんだよ」

「逃げるって……だって、わたしは……」

「いいか、おまえが俺をひきずりだしたんだ。なのに、自分だけ厄やつ介かい事ごとから逃げだそうだなんて、許すわけねえだろ」

　言外に、一緒に苦労してもらうぞ、と告げるレオンに、リリアーヌは今度こそ言葉を失った。助けを求めるようにテオドールを見るが、「まあ、そういうことだから」と笑え顔がおでかわされてしまう。

　──なんで……どうしてこんなことに!?

　自分は、『エドワール』を無事王宮に連れていくことが役目だったはずだ。それがどうして、これからも傍そばにいることになってしまうのか。

　止とどめとばかりに、「それとも」とレオンが皮肉げに瞳ひとみを閃ひらめかせた。

「騎き士しの誇りは自分にだってある──あれは、口だけか？」

「！　そんなわけないッ」

　反射的に怒鳴り返したリリアーヌがはっとするより早く、レオンは満足げに頷くと、机の上に置かれていたものを手にとった。

「こいつをやるよ」

　筒つつ状じようになった紙を投げてよこされ、とっさに受け止める。これは……とレオンと見比べれば、開けてみろと目顔で促された。

　リリアーヌはゆるゆるとそれに目を落とし、小さく喉のどを上下させた。

　──これを開いたら、たぶん、もう後あと戻もどりはできない……

　そんな予感に、鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　けれどそれは、怖こわいとか不安ではなく──期待だった。この先になにが待っているのか、という高こう揚ようが胸を高鳴らせるのだ。

　気持ちをおちつけるように深く呼吸をした時、「貸せ」と焦じれたような声とともにリリアーヌの手から紙が奪うばいとられる。

　あ、と声をあげる間もなく、レオンは自らの手に戻した紙からするりとリボンを解ほどいた。

「リリアーヌ・ブノワ」

　広げられ、読みあげられた名に、リリアーヌは自然と背筋を伸のばして息をつめていた。

「汝なんじを王子殿下付づきの護衛として、銀狼騎士団準団員に任ずる」

「！」

　続く銀狼騎士団の団長の名は、すでに耳にはいってはいなかった。

「──わたしが……銀狼騎士団の、準団員……？」

　声が、手足が震ふるえる。

　信じられない思いでレオンの手にある用紙に見入っていると、自分でたしかめろとばかりに目前に掲かかげられる。そこにはたしかに、自身の名と銀狼騎士団の名が記されていた。

「どう、して」

　見つめるそれに、じわじわと身体からだの芯しんから喜びが湧わきあがってくる。

　一方で、なぜ自分がという戸と惑まどいが拭ぬぐえなかった。黒鷹を名乗ることも許されなかった自分が、準とはいえ近衛このえである銀狼に認められるなど、普通ならあり得ない。

　そんなリリアーヌの様子に、レオンが意味ありげに片笑んだ。

「どうして、か。ま、しいて言うなら、黒鷹の娘むすめとして今回の実績を認められた──ってのは建前で、俺がそう望んだからだな」

「レオンが？」

「ここは敵地だ。俺には一人でも多くの味方が必要なんだよ。おまえなら、信しん頼らいできる──そう思ったから、ほしいと言ったまでだ」

　言いながらレオンの手が、机に置かれた別のものをとりあげた。見覚えのある姿に、リリアーヌは「それ……」と軽く目を見開いた。

　レオンの手に握られた一ひと振ふりの剣けん。それは、アルベールのもとへ出向く際、相手をむだに煽あおるのは得策ではないと置いていった、自らの剣だった。

　鞘さやにおさめられたままのそれを、彼はおもむろにこちらへとさしむけた。

「俺はおまえがほしい。おまえは──ほしくないのか？」

　騎士の称しよう号ごうが──言外に聞こえた気がした言葉に、リリアーヌは息を吞のんだ。

　今は準団員であって騎士とは認められなくても、働き次し第だいでは、彼の役にたつための正式な称号を手にすることができるかもしれないのだ。

　逆を言えば、彼の傍にあるということは、常に命の危険に晒さらされるということでもある。

　行方ゆくえの知れないアルベールにしても、あのまま諦あきらめるとは思えない。あの剣を手にするということは、再び彼と相あい見まみえ、戦うということだ。

　それに痛むものがないわけではない。だが、それ以上に胸が躍おどった。

　届くところに憧あこがれがあるということに、レオンに必要とされ、またともに戦っていけるということに──この手を伸ばさずにはいられない。

　リリアーヌは拳こぶしを握り、表情をひき締しめると、さっと床ゆかに膝ひざをついた。令れい嬢じようの礼ではなく、胸に手をあてて騎士の礼をとる。

「──慎つつしんで拝命いたします」

「そうこないとな」

　掲げた両手に、レオンの手から渡わたされた剣の重みがずしりとかかる。

「リリアーヌ」

　強く名を呼ばれ、顔をあげれば、陽光にきらめく瑠る璃りとまっすぐに視線がかちあった。

「責任、とってもらうぜ？」

　危険な笑みとともに伸ばされた手に、リリアーヌはすっくと立ちあがった。

「──望むところよ」

　迷いなく握り返した手の力強さに、彼と一緒なら大だい丈じよう夫ぶだとなんの確証もなく思う。

　まだ見ぬ未来を摑つかみとるように握る手に力をこめれば、レオンがふっと笑みを深めた。

「それに、今ここで手を離すのは惜おしいからな」

「え……？」
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　瞬またたいたリリアーヌの視線の先で、握った手が持ちあげられる。流れるような仕草で交わりが解かれると、代わりに指先をすくいあげるような形で握りこまれた。

　なにを、と思う間にレオンは身を屈かがめると、その指へと口づけを落とした。

「綻ほころびかけた蕾つぼみが……おまえがどんな花を咲さかせるのか、この目で見てみたい」

「──っ」

　柔やわらかに触ふれた唇くちびるの感かん触しよくと、上目遣づかいによこされた『興味』というには艶つやを含ふくんだまなざしに、鼓こ動どうが高く跳はねた。

　深い輝かがやきに煽あおられたように、じわりと胸の奥が熱くなる。

　その熱につけるべき名を、リリアーヌはまだわからずにいた。







『獅し子しの薔ば薇ら』──のちに、その容姿とそれに見合わぬ剣の腕うでから、そう称されるようになるリリアーヌのはじまりの一歩は、こうして刻まれたのである。







　あとがき




　はじめましての方も、おひさしぶりですの方も、こんにちは。岐川新です。




　このたびは、『薔ば薇らは王宮に咲さく』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　三シリーズ目の今作は、騎き士しに憧あこがれる女の子が夢をめざしてがんばるお話です。例によって例のごとくラブロマンスでもあります。はじめからなんだか大変なことになっていますが、ラブロマンスなんです！

　……と、そんなことを主張したくなる作品ですが、やってみたかったことにも挑ちよう戦せんできて、書いていてとても楽しい作品でもありました。

　特にフォルスがお気に入りで、あまり出番を作れなかったことが残念でなりません。もふもふ、好きなんです。大きければなおよし。次こそは……と思うものの、自重しないとほかのキャラたちを差し置いて彼に愛が偏かたよってしまいそうです（苦笑）

　挑戦と言えば、今回、はじめて表紙が三人になりました。今まではヒロインとヒーローの二人だけという構図だったので、なんだか新しん鮮せんです。

　今後、この三人の関係がどうなっていくのか、リリアーヌは夢を叶かなえることができるのか、見守ってもらえたらと思います。




　この作品を作りあげるにあたって、多くの方のお世話になりました。

　まずは、担当様方。新作の構想の段階から色々とご迷めい惑わくをおかけしました。あっちへころころこっちへころころ転がった末に、こうして納得のいく形に仕上げることができたのも、お二人のおかげです。ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。

　そして、イラストを担当してくださった、くまの柚ゆず子こ様。表紙のカラーを拝見した時、思わずその場で身み悶もだえました。リリアーヌのかっこかわいさ、レオンの色男ぶりは言うまでもなく、アルベールの存在感がもう……。挿さし絵えも楽しみです。素す敵てきなイラストをありがとうございました。

　最後に、この本を読んでくださった皆みな様さまへ心より感謝を。

　騎士をめざすリリアーヌの、初仕事はいかがだったでしょうか？　すこしでも楽しんでいただければいいのですが……。この先の物語も応おう援えんしてもらえたら嬉うれしいです。

　それでは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように。


岐川　新　　
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